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日程第１０ 議案第３９号
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日程第１１ 議案第４０号

平成２５年度田布施町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）議定について

日程第１２ 議案第４１号

田布施町税条例の一部を改正する条例

日程第１３ 議案第４２号

田布施町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

日程第１４ 議案第４３号

田布施町営住宅管理条例の一部を改正する条例

日程第１５ 議案第４４号

田布施町隣保館設置条例の一部を改正する条例

出席議員（１３名）

１番 清神 清議員 ２番 河内 賀寿議員

３番 松田規久夫議員 ４番 木本 睦博議員

５番 林山 健二議員 ６番 髙川 喜彦議員

７番 畠中 孝議員 ８番 石田 修一議員

９番 西本 篤史議員 １０番 谷村 善彦議員
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欠席議員（なし）

欠 員（なし）

説明のため出席した者の職氏名

町 長 長信 正治君 副 町 長 冨田 辰也君

教 育 長 尾﨑 龍彦君 総務課長 東 浩二君

企画財政課長 西本 重貴君 経済課長 落合 祥二君

税務課長 岡本 正君 町民福祉課長 河村 五男君

建設課長 川添 俊樹君 会計室長 大島 克己君

健康保険課長 猪股 勝美君 学校教育課長 水田 貴之君

社会教育課長 岡本 憲一君 収納対策室長 宮尾 秀紀君

建設課技幹 鳥上 清史君 給食センター所長 田中 章君

代表監査委員 今井 清弘君

午前９時００分開会

（ベル）

○議長（藤山 巖議員） ただ今から平成２５年第４回田布施町議会定例会を開会します。

これより、本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりです。

日程第１．会議録署名議員の指名

○議長（藤山 巖議員）日程第１、会議録署名議員の指名を行ないます。

会議録署名議員は会議規則第１２０条の規定により、國永美惠子議員、瀨石公夫議員を氏名します。

────────────・────・────────────

日程第２．会期の決定

○議長（藤山 巖議員）日程第２、会期の決定を議題にします。

１１番 瀨石 公夫議員 １２番 國永美惠子議員

１３番 藤山 巖議員

事務局出席職員職氏名

事務局長 中田 正美君 書記 松原 唯行君

書記 森中 博之君
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お諮りします。本定例会の会期は本日から９月２５日までの１５日間にしたいと思います。

ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員）異議なしと認めます。したがって、会期は９月２５日までの１５日間に決

定しました。

────────────・────・────────────

日程３．諸般の報告

○議長（藤山 巖議員）日程第３、諸般の報告を行ないます。

本日は例月出納検査の結果報告のため、今井代表監査委員に出席を求めております。例月出納検査の

報告を求めます。今井代表監査委員。

○監査委員（今井 清弘君）

例月出納検査の結果報告。谷村議員監査委員と、それぞれの月に実施いたしました例月出納の結果に

ついて、ご報告申し上げます。

平成２５年６月末、７月末、８月末における一般会計、特別会計、歳入歳出ほか、現金、一時借入

金及び基金の状況はお手元に配布しております報告書のとおりでございます。現金出納簿、歳入及び

歳出計算書、収入通知書、支出命令書、預金通帳などについて検査いたしました結果、現金出納事務

は適正に行なわれ、正確であると認めましたので、ここにご報告申し上げます。

以上でございます。

○議長（藤山 巖議員）次に報告第７号、平成２４年度基金運用状況の報告について、から報告第

９号、平成２４年度決算に係る公営企業の資金不足比率の報告についてまで３件について報告を求め

ます。長信町長。

○町長（長信 正治君）それでは、３件の報告事項について、その概要をご説明申し上げます。

まず、報告第７号は、平成２４年度基金運用状況についてであります。

これは、特定目的のための定額資金運用基金である奨学基金及び土地開発基金の運用等について、

監査委員の審査を受け、地方自治法第２４１条第 5 項の規定により、その意見を付けて状況を報告す

るものであります。

奨学基金は、基金の貸付・償還状況に係るものであり、詳細は、お手元に配布した平成２４年度基

金運用状況報告の田布施町奨学基金のとおりで、25 年 3 月末における貸付者はありません。

土地開発基金につきましては、基金による土地の取得に伴う土地と現金収支の状況であり、２４年

度の変動は、田布施町土地開発公社の解散に伴う精算金の積立に伴うものであります。

次に、報告第８号の平成２４年度決算に係る健全化判断比率についてご説明申し上げます。

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき算定した財政指標につきましては、監査委

員による審査と議会への報告が義務付けられており、監査委員の意見を付けて報告するものでありま

す。

まず、実質赤字比率及び連結実質赤字比率につきましては、本町の会計のうち赤字または資金不足

となる会計がないことから、昨年度に引き続き、赤字比率は生じておりません。

実質公債費率は１５.１％で、平成２３年度決算数値の１６％に比べ０.９％減少しました。また、

町債残高のほか上水道事業や消防等の一部事務組合にかかる負債、債務負担行為の残高等を含めて総

合的に算定した将来負担比率は、１３１.９％で、これにつきましても２３年度決算の１３９.０％に

比べ７.１％減少しました。

次に、報告第９号の平成２４年度決算にかかわる公営企業の資金不足比率につきましては、下水道

事業が対象となりますが、決算で黒字になったことから資金不足の比率は生じておりません。

以上により、今回の算定では財政健全化法に規定されている早期健全化基準や財政再生基準となる
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比率をいずれも下回ることとなりました。なお、各比率の算定結果につきましては、近日中に町広報

やホームページ等でお知らせしたいと考えております。

以上で報告を終わります。

○議長（藤山 巖議員） 次に、議員派遣について報告をいたします。

６月定例会以降の議員派遣は１件で、お手元に配付した文書のとおりです。

また、地方自治法第１２１条の規定により、本定例会における議案等の説明のため出席を求めた者

及び委任を受けた者の職、氏名は、お手元に配付の文書のとおりです。

以上で、諸般の報告を終わります。

────────────・────・────────────

日程第４．一般質問

○議長（藤山 巖議員） 日程第４、一般質問を行います。

順番に発言を許します。石田修一議員。

○議員（８番 石田 修一議員） おはようございます。それでは、３件の一般質問をさせていただき

ます。一問一答方式、そして最初の道路整備につきましては、答弁者は町長、そして麻里府小学校統

合問題については、町長、教育長、そして最後の都市計画税については、町長に答弁をお願いいたし

ます。

それでは、最初の道路整備について、本町の基幹道路は海岸線に国道が走っており、県道は主要町

道４路線、一般県道が５路線、周辺市町や町内の連絡に、また町道も町民の生活道として日常の生活

に役立っております。しかし、国道、県道、町道とも車社会の進展により交通量が増加した関係で、

それに対応する道路整備がおくれているのが現状であります。

国道、県道、町道に分けて質問いたしますが、国道については、交通量が多くなった現在、狭い歩

道では歩行者の安全が守られない状況です。昨年、国会議員、県会議員、町長も参加していただきま

したが、国交省に出向き、事故の多かった麻里府地区の元郵便局の交差点、それから見田団地の入り

口までの狭い歩道の拡幅工事の陳情をしていただき、ことし３月に完成いたしました。これは児童の

通学路でもあり、保護者や地域住民は、この点については感謝しております。

だが、国道１８８号線の歩道の狭い箇所はまだまだ何カ所も残っております。現在、１８８号線の

狭い箇所の一部、これは拡幅工事が、この計画が進んでいるように聞いておりますが、また８月には、

歩道拡幅工事も陳情で、団体で国交省のほうへ行かれたように、広島のほうですか、行かれたように

聞いております。その陳情の結果はどうであったか、それから拡幅工事の今後の見通しについてお尋

ねします。

次に、県道ですが、県道は本町にとって地域のかなめとなる道路であります。中心の道路はだんだ

んと整備が進んでおり通学路も拡幅されておりますが、中心街から離れていくと、歩道がなく路肩の

白線が消えております。土砂も道路に流れ出ております。毎年のことですが、路肩の雑草も元気よく

伸び放題に近い状況で、通行の妨げになっております。

実は、今回は建設課のほうの協力ももらいまして、柳井土木にこちらのほうから道路整備のお願い

をしました。早速、８月中旬に平生町の業者が来て、路肩の草刈りを済ませてくれました。早く対応

してくれたのはいいんですが、結果は、雑な草刈りで、地域住民から苦情がありました。

そこで、私、直接、柳井土木の課長に電話しました。現場確認と、消えている白線、流れ出た土砂

の除去の３件をお願いし、その結果について後日回答をしてくださいと。その回答結果は、ことしは

再度の工事はできないので現状で了解してほしい。白線や土砂の除去については、予算をとっていな

いので、申請はしてみるがお答えはできないと、そういう回答でした。

白線が消えているというものは、ここ最近消えておるわけじゃありません。もう何年、何十年もそ

のままの状態のように思うわけです。だから、これについても無関心、日ごろは現場には全く足を向

けず、地域からこうした苦情が出て初めて対応するというのが現状のように思われます。県道とはい
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え、田布施町内を走っている道路であります。町長は、この現状をどう捉えられますか、また今後の

対応をどのようにお考えですか、お尋ねします。

最後に、町道でありますが、町民の生活道として日常生活に大いに役立っておりますが、一番整備

がおくれている道路だと思います。財政の健全化を最重要項目に挙げて頑張っておるわけでございま

すが、そういうことで、少ない予算で整備していると言えばそれまででございますが、今、町長も観

光事業、観光協会を独立して民間に移譲、観光、こうした事業を強力に推進しようとして計画してお

られるわけであります。ということは、どうしても外からお客を呼ぶとかそういうことになれば、こ

の道路の整備っていうものは不可欠であります。何とか予算を捻出して、道路整備のスピードアップ

をする必要があるというふうに考えております。

以上、３点についてそれぞれ町長のお考え、また具体的な推進策をお持ちであれば、この場であわ

せて御答弁願いたいと、１点目はこの件でございます。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） それでは、石田議員さんの質問に対してお答え申し上げます。

第１点目は、道路整備についてのお尋ねであります。

まず、国道１８８号線の歩道整備につきましては、現在、麻里府地区から八海地区までの区間にお

いて、歩道の未整備の区間はありませんが、歩道が狭く危険な箇所や両歩道が必要な区間があり、地

元要望を踏まえて国に陳情してまいりました。

特に、麻里府地区の見田団地出入り口から光方面に向かっては約５００ｍの歩道は、麻里府小学校

の通学路となっておりますが、幅員が１ｍ未満の箇所や構造的にもマウンドアップとなっている箇所

があり危険な状況にありました。地元関係者の強い要望により、国は平成２３年度から工事に着手し、

先ほど議員のほうからありましたように、見田団地から県道別府田布施停車場との交差点までの約

１５０ｍについては歩道幅員３ｍに拡幅する工事を実施し、平成２４年度に完成しております。

今後、光方面への３５０ｍについても地質調査等が開始されておりますので、用地関係者の協力が

得られれば国も事業を推進する方向で進めております。

その他、八海から米出までの歩道整備についても、山口県東部高速交通体系整備促進協議会などを

通じて国に強く要望をしております。

この件につきまして、さきに中国国交省のほうに参ったのですが、私は事情で出席しておりません。

副町長以下何名か関係者が参りました。特に、東部高速道路体系の要望でありまして、結果はどうか

という御質問でありますが、あくまでも要望に立ち上がったという状況でありまして、結果の報告は

まだ受けておりません。できるだけ早く、その要望を含めて結果が出るように努力してまいりたいと

いうふうに思っております。

また、２点目の県道の維持管理につきましては、地元からの要望があればその都度柳井土木建設事

務所へ要請しております。先ほど説明がありました中で、県のほうの関係でも、県の道路パトロール

車等が常時よく走ってるんですが、十分な対応ができてないのかなというふうに今感じました。土砂

等、白線等が不十分なところがあれば、早急に県のほうへ要望し要請して、素早くやってもらうよう

にしたい。予算とかそういう問題じゃなくして、安全面の交通ということで早急に対応していくとい

う気持ちでおります。これからも続けていきたいというふうに思っております。

次に、町道整備につきましては、地元からの陳情、要望、交通量等を考慮し、優先順位が高い道路

から整備しております。今後も、財政面も考慮しながら効率的な道路整備や補修を行ってまいりたい

と思います。

以上であります。

○議長（藤山 巖議員） 石田議員。

○議員（８番 石田 修一議員） 今お答えいただきましたけど、まず国道についてでございますが、

国道は、今、元麻里府の郵便局から見田団地、これが非常に狭く、それからまた海岸、あそこに殿明
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商店というのがありまして、その別府のバス停、あそこまでがまだ狭い歩道になっております。これ

を今一生懸命お力貸していただいておりますが、町長も防府の国交省に出向いて一緒に行っていただ

きましたけど、こうした陳情がなかった場合には、今１８８号線は全く道路整備も歩道拡張の対象に

はなってなかった、御存じと思いますが、やっとこうして目を向けていただいたわけです。

そこで、町長も先ほど言われましたように、やはり八海まで、この間で狭い箇所っていいますと、

麻郷の戎ケ下、あそこの峠、カーブもありますけど、非常に狭い箇所があります。だから、まだそう

して見ますと、ずっと沿線は引き続きの歩道拡張、これはしつこいほどもう国のほうには交渉をお願

いしたいと。だから、町長は１人でなくて、また先日も議長も国交省のほうへ行かれたようですが、

もう議員全体でも押しかけてもいいんじゃないかと思いますので、この点については強く要望してお

きますので、引き続きの交渉をお願いいたします。

それと、県道ですが、田布施町、平生町、上関町、３町の管内一円の道路パトロール及び路線の一

括管理を毎年管内の業者に業務委託をしております、県が。田布施町内、この県道は、田布施町が権

限移譲を受けて田布施町の町内業者に業務委託ができるように県のほうに要望をしてみてはどうかと

思うんですが、そういうお考えはありませんか、お答え願います。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） 県のほうに対しての要望はできると思います。ただ、業者関係の関連がある

のと県が管轄しちょる範囲内がありまして、やっぱり道路の延長等を含めて全体を考慮した中での県

の判断が出てまいりますので、要望は一応してみますが、地元がよくわかってる業者がやってくれる

のが一番いいわけでありますんで、よそのほうから来てやられても困るわけで、その辺はこれから要

望していってみようと思います。

○議長（藤山 巖議員） 石田議員。

○議員（８番 石田 修一議員） ここに、私が、２５年の、県からこの管内業者に出した入札の記録

を持っとるんですけど、これで見ますと、管内業者、だから平生、上関、田布施、これで１４社が

３月２６日に入札を行っております。その中に、田布施町では、もう名前は挙げていいと思いますが、

藤永建設、兼本建設、井原建設とか、株式会社公司とか、周南興産は違うんかいな、もう結構、田布

施町の業者はたくさん入っておるんです。

先ほど言いましたように、これで地元の業者の、先ほど平生の業者って私が申し上げましたけど、

もし田布施の業者であれば、我々も顔見知りでありますし、しっかり注文もつけられるんです。また、

地元の業者だったら、この田布施町の路肩の草刈りっていって、ぽーんと、不親切と思うんですが、

１メートル範囲内って、もう５センチ刈ったら草が側溝まで刈れるのにそれほったらがしです、虎刈

り。我々、今度川ざらいやりますけど、ああいう、私素人ですけど、草刈機もってやりますけど、あ

あいうもう無茶な刈り方はしません。長いのがあったり、それからちょっと５センチ、１０センチ、

１メートル以内測っとるんか分かわかりませんが、これで、私は、これは地元業者が苦情と言うのは

当たり前と、だから、とにかく県の課長さん、あなた現地行って見られたことありますかね、業者に

任せっきりじゃないですか、やり直してくれと、厳しいこと言いました。そりゃ、県のほうやからあ

んまりやかましい言っては困るって言われるかも、地元の立場やったら当然です、不親切。

そういうことで、私が要望しとるのは、田布施の業者もこれだけ出とる。そしたら、県に要望して、

田布施の県道は田布施町でしっかり管理しましょうや、権限の移譲を受けてもいいじゃないですか。

もう一つ言いますと、私は、この入札で気に入らないのは、入札価格、これが県のほうで出しとる

のが１,８６７万５,３００円、落札されたの、町長幾らと思われますか。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） これじゃわかりません。

○議長（藤山 巖議員） 石田議員。

○議員（８番 石田 修一議員） これ、落札価格１,１００万円なんです。これ、２社同じ金額出し
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てます。あとは、大体１,６００万円、１,１００万円というのと、その入札予定価格の５９％です。

無茶です。常識で考えられますか。私は、こういう入札価格見て、県のほうも現場確認してないなと、

とにかく安けりゃいいと。そうしたら、業者もそういう格好で受ければ、ああいう虎刈りでほったら

がします。ほんと真剣にやるのだったら、県のほうで出しとる１,８００万円やったら、少なし、ど

んなに安く見積もっても１,５００万円以上ぐらい、私は、落ちてもおかしくない、と思う。あとの

１２社は８５％以上です。常識で考えられない。

だから、そういうことからしたら、この入札をこういう格好で県も簡単に移譲するんであれば、田

布施町で権限を移譲を受けて、田布施町の業者に、田布施町が責任を持って入札するんです。そして、

これ１,１００万円でなくて１,５００万円でもええじゃないですか。そして、完全な道路整備をして

いただく。ここで、１,５００万円やったら４００万円違います。もう少し親切な仕事をやってくる。

そして、県道というのは、今、平生町、上関よりは田布施の県道が一番長いんじゃないんですか、計

算したら。そうしたら、私は、これ田布施町は、もう県に行ってうちのほうで管理をしますと、そう

とまで強い要望をしてもいいんじゃないかと。現場見てください、とてもじゃないけど、本当こうい

うでたらめな整備はないです。町長、もう一回、要望を。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） 県の入札状況につきましてはちょっと私もよくわかりませんが、ただ入札と

いうものは受けた金額内でちゃんと決められた工事をやることが基本であります。ですから、金額に

よらず、安く受けたからわやでいいというような状況で県が認めてるんであれば、これは抗議、申し

出をします。そういうことがあってはならないというふうに、町も全く同じ考えでありますから、県

のほうもそれはちゃんと理解してるというふうに思います。

それと、県道の管理委託をしたらどうかということですが、正直に言いまして、近隣の平生、上関

に比べて、田布施町は非常に県道が多いです。それはずば抜けて多いと思います。

ただ、そういった維持管理等を一緒に受けると大変な負担等受けて、何ぼ県がお金を出すからと言

いましても厳しい状況にあると。今、私どもの町の業者はちゃんと何とかできると言いますかもしれ

ませんが、町自体の対応が非常に厳しくなってくるという判断をしております。

ですから、県とは密な連絡をとりながら、災害が起きようが、あるいは道路の支障を起こそうが、

県にどんどん申し出て整備をしてもらうというのが私の思いであります。町が受けちょるんじゃない

かと、おまえのとこで維持管理費、委託しちょるんだからやれというふうになった場合は大変苦しい

状況にあるというふうに判断しておりますので、今のところは考えておりません。将来、そういう移

管等があるんであればまた考えていかないといけないと思いますが、現在、町からそういう申し出を

する気は、私はございません。

ただ、維持管理等について県が徹底してやってくれることはこれからも強く要望してまいります。

○議長（藤山 巖議員） 石田議員。

○議員（８番 石田 修一議員） これは現状を見て、いい回答が来ておりませんので行政の方にお願

いしたわけですが、白線でも、こうしてあれだけ消えておるけど予算とってないっていうことってい

うの、これほんと実際に県は道路パトロールを、町も同じことですが、パトロールしとるんだろうか

ということを疑うような状況であります。県だけでなくて町のほうも、ひとつ引き続きこういう判断

をしていただきたいと思います。

それから、町道のほうについてですが、もうこれ先ほど言いましたように、県道、国道よりまだ町

道のほうの傷みが激しいというふうに思っております。また、今年は馬島、麻里府地区に地域おこし

協力隊、これを募集して、２名の方が一生懸命頑張っていただいておりますが、ずっと旧国道、戎ケ

下のほうから自転車で通って、麻里府の旧国道のとこを通って馬島に行く道路をやりますと、ほんと

ガタガタもうひび割れがして穴ぽこがあるというふうな状況、これで地域おこしっていうことになる

と、まず道路整備もあわしてやらないとこれは問題があるなというふうに感じておりますので、これ
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は御答弁要りませんけど、ひとつそういうふうな見方で、国道それから県道、町道と、これをみてい

ただきたいと思います。

これは、先日のＮＨＫの番組でもやっておりましたが、「日本のインフラが危ない、メンテナンス

元年」と題してっていうことで、これはＮＨＫで放映しておりましたが、バブル時代に設備された道

路、トンネル、橋が老朽化しており、事故が起きる前に再点検の必要性をうたっておりました。その

中で、土木学会の高木千太郎氏は、全国自治体にこの点検を求めています。２つほどチェックしとる

んですが、点検マニュアルの確認それから担当者、職員の技術レベルの向上も指導をしてると、そう

いうふうに言っておりました。

ところで、最後のこの道路関係の質問を申しますけど、田布施町はこういう点検マニュアルありま

すか。作成しておられますか、お答え願います。

○議長（藤山 巖議員） 川添建設課長。

○建設課長（川添 俊樹君） マニュアルというのは基本的にはありません。道路の維持管理は、職員

が現場に出た状況を把握しながら協議しながらやってます。

ただ、橋梁につきましては、非常に危険なんで、２年前に橋梁点検を業者に実施しておりますので、

それをもとにして定期的に点検をするという態勢をとっております。

トンネルについてはございませんので、現況、道路の補修と橋梁とトンネル、これが国の指導とし

て維持管理の点検徹底するように指導が来ておりますので、その点は踏まえて対応しております。

○議長（藤山 巖議員） 石田議員。

○議員（８番 石田 修一議員） それでは、要望します。この、やはり道路整備管理ということにな

りますと、早急に、これは全国でこういう指導を土木学会でやっとるということですので、うちのほ

うに連絡がなくてもいずれは来るわけですから、これ、マニュアルを早急につくってください。そし

て、今度、それを定期的にチェックして、そして道路整備、維持管理が完全にできるような、これは

要望しておきます。ご答弁お願いして、この件は終わりますが。

○議長（藤山 巖議員） 川添建設課長。

○建設課長（川添 俊樹君） 了解でございます。

○議長（藤山 巖議員） 石田議員。

○議員（８番 石田 修一議員） それでは、次に、麻里府小学校の統合問題についてでございます。

昨年１１月に麻里府小学校の入学予定者を含めた保護者と町長、教育長との懇談会が行われ、町側

としては複式学級の回避、１年２学級以上の適正規模の確保、さきの東日本大震災の教訓を生かし、

児童の安全安心の確保を説明し、麻里府小学校への統合に向け理解を求めた。保護者側からは、麻里

府小学校の存続希望が多く、町長としては現在地での学校耐震化や改築は考えてないと発言されてお

ります。すなわち、保護者側と行政と平行線のままとなっております。その後、どのように進展して

いるのかお尋ねします。

そもそも、この統合の件につきましては、平成１９年３月、この議会の場で町長が統合を発表され

ております、計画を。既にそれから６年が経過しております。本年３月の定例会での一般質問でも、

４月以降保護者との話し合いの場を持ち、お互いの理解を深め、一定の方向性を求めると答弁されて

おりますが、現在の町長、教育長のお考え、その後の進捗状況をお尋ねします。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） それでは、私のほうから私にかかわる件あるいは対応についてお答え申し上

げます。

麻里府小学校の統合問題についてのお尋ねですが、今年４月以降の進捗状況については後ほど教育

長のほうから説明があるかと思いますが、統合問題については昨年１２月定例会で石田議員の一般質

問に答弁させていただいた時点から私の考えは変わっておりません。

東日本大震災の教訓もあり、子供たちの安全を第一に考えたことから、現在の位置での耐震化や校
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舎改築は考えていないこと、また子供たちが寂しい思いをしない教育環境を整えてあげたいというこ

とであります。このことから、私は麻郷小学校への統合が望ましいと考えております。そのためには、

保護者、地域住民等と十分に協議を行い、共通理解と協力を得て早期に進めていきたいと考えており

ます。

以上です。

○議長（藤山 巖議員） 尾﨑教育長。

○教育長（尾﨑 龍彦君） 失礼します。引き続きましてお答えいたします。

麻里府小学校の統合問題に関し、本年３月定例会以降の本町の考えと進捗状況についての御質問に

つきましてお答えをいたします。

御承知のとおり、麻里府小学校の存続・統合問題に関しましては、平成２２年４月のＰＴＡ総会後

に、最初に完全複式３学級という現状について統合を含めて議論してほしい旨のお願いをし、その後、

幾度かこの問題について地域や保護者と意見交換をしてまいりました。

その後、平成２３年１１月の保護者会で麻里府小学校のＰＴＡで存続・統合について意見交換を行

って、平成２４年１２月までに方針を取りまとめていただくようにお願いをいたしました。その結果、

平成２４年１０月に当時のＰＴＡ会長より学校教育課長宛てに「麻里府小学校の存続を希望する」と

いう御回答をいただきました。

この回答を受けまして、平成２４年１１月２８日に懇談会を開催しました。御案内は、麻里府小学

校児童の保護者とこれから入学が予定されるお子さんをお持ちの保護者２７世帯に対し、１５名の保

護者と地域の方２名の１７名の出席で、町側としては町長、副町長、教育長、学校教育課長、学校教

育課長補佐が出席をいたしました。

懇談会の結果としましては、地域の方と保護者の意見は「麻里府小学校の存続を希望する」で、統

合に向けた御理解をいただくことはできませんでした。また、今後も懇談会を持たせていただくよう

お願いを申し上げ、終了いたしました。

現時点での町の考え方についてのお尋ねですが、本町としては、懇談会でも述べましたように、学

校教育の推進においては学ぶ者同士が切磋琢磨する環境を整えることも大切であり、小学校において

も適度な競争が必要であり、そうした面からも複式はできるだけ解消を図る必要があると考えており

ますし、防災面におきましても、東日本大震災の教訓を生かすべく、児童の安心・安全の確保のため

にも、現位置での耐震改修は考えておりませんので、本町の考え方は変わっておりません。

また、その後の進捗状況についてのお尋ねですが、しばらくの間は冷却期間を設け、改めて保護者

の方と事務レベルで協議を行っていくほうがよいとの考えをしておりますし、現在まで進捗はしてお

りませんが、保護者各位によってはいろんな考えをお持ちの方もおありのようですし、今後協議を行

ってまいりたいというふうに考えております。

○議長（藤山 巖議員） 石田議員。

○議員（８番 石田 修一議員） これは町長にお尋ねしますけど、麻里府小学校の統合後の跡地、そ

の活用については何か具体的なお考えは持っておられますでしょうか。

といいますのは、町長もよく麻里府の運動会とか盆踊り大会、これにも御参加いただいて、地域に

溶け込んでいただいております。その中で、やはり地域を挙げての行事、あそこはコミュニティーの

場になっております。麻里府地区の者っていうものは、あの小学校を中心に地域の活性化、これを図

っております。これは町長もよく御存じ。そうしますと、やはり統合っていいますけど、学校の統合

問題でなくて、その跡地の活用法っていうものが、具体的な形で、小学校の跡にはこういうものを持

ってくる。そして、今度、やはり教育の場として複式学級はこうだったと、やはりこういう教職の立

場と、それと行政のほうの立場、ここで具体的なものを出さない限りこの平行線は続くような感じが

するわけです。

だから、こういう点について、町長、具体的なものをお持ちかどうか、行政のほうで、お答えを。
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○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） 具体的なという表現でございますが、現段階では、やはり地元の皆さんの理

解を得なきゃいけないこと、そしてその跡地については十分地元の皆さんの協議の中で活用いただき

たいという気持ちでおりますので、あそこに何をどうこうしようという考えはございません、今の段

階では。

ただ、御承知のように、あそこの体育館は耐震補強しております。そして、校舎のほうがそういう

事情の中で耐震補強できないという状況は、正直なところ、ああいう東北大震災の影響を受けて、も

うほとんど０ｍに近い地域の学校のグラウンド、校舎等が、到底対応が難しいということの考えで説

明を申し上げた経緯があります。

ですから、地元の方が、１９年に、町長は「何てことを言うんだ」っていってみえた、もう今も鮮

明に覚えております。町長になってすぐでございましたから、ものすごい鮮明に覚えております。

「おまえ、何ていうことを言うんだ」と言ってお叱りを受けた。１７名の方が見えたんです、人数ま

で覚えております、１９年の。その後も、地元の方との説明を個々にしながら、先般の地元の方の内

容では、全員ではありませんが、もともと当時に見えた方は、やむを得んだろうなと、あとは町の行

政のやり方に我々は従っていくよという話も言われた方もいらっしゃいます。

そういう状況で６年間かかったんで、ほんと、私も、正直な話、当初申し上げたとおりにスムーズ

に行ってないのは事実でありますが、地域の跡地の活用はやはり地元の方がお決めいただくこと、そ

れには行政は全面的に支援していきますよという話は申し上げました。

ですから、やはり、せっかく麻里府もああいう状況で地域おこしをやってる。その中において跡地

の活用はこれからなお一層の地域おこしになっていくという気持ちは持っております。

それと、教育長、先ほど答弁されましたが、教育長にもその都度私のほうに入ってる状況は、学校

あるいは地域との協議の中に対応をしていってくださいということで、随時、地元の方から、町長ど

うなんだということについては教育長に御報告をさしていただいております。

以上であります。

○議長（藤山 巖議員） 石田議員。

○議員（８番 石田 修一議員） それでは、ちょっと話を変えますけど、今、昨年、政策調整プロジ

ェクトチーム、これを１０チーム立ち上げておられますが、この麻里府小学校の統合問題については

どのチームが所属しておりますでしょうか。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） プロジェクトチームの中に麻里府小学校の統合と直接入れておりません。こ

れは、もう最初から私が申し上げたプロジェクトをつくる前からの気持ちでありますから、もうこち

らで学校教育課と私のほうでしっかり話していこうということで進めております。

教育長に先ほど報告しておりますよということは、地域の保護者の方から、さきの会合の後、町長

さん、早くしてくださいよと、統合を、いう方がおられるんです。直接私のところに言ってこられま

す。そして、御父兄の方で、孫が、早う統合してくれんにゃ困るよという方もいらっしゃいます。名

前を挙げるわけにはいきませんが、私も、ちょっと直接そういう話もいただくんです。その都度、教

育長のほうには、こういう方向ですよという話はしております。

ただ、やはり学校全体のことでありますし、統合等の難しさを十分私も痛感しておりますから、慎

重に、ひとつ、地域の皆さんに御迷惑かけない、そして子供たちのためにやるんだということをあく

までも優先してくださいということでお願いをしてるわけです。

学校の統合というのは、田布施町は数多くこれまでもやってきております。一番大きな統合は中学

校であります。そして、それ以降にも、小学校も竹尾も国木も小行司も、皆、子供たちの数が減った

状態等を含めて統合をやっていった経緯がありますから、その当時の子供たちがいかにどうだったか

というのもいろいろ聞きながら、統合というのは大変に難しい問題だなということを考慮しながら今
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進めておる状況であります。

○議員（８番 石田 修一議員） あと、時間何分ぐらいですか。

○議長（藤山 巖議員） ２０分です。残り２０分。

○議員（８番 石田 修一議員） 残りが。

○議長（藤山 巖議員） はい。石田議員。

○議員（８番 石田 修一議員） 今、このプロジェクトチームをお聞きしたのは、この統合問題とい

うのは、これは学校の統合っていうふうにそれだけ考えるんじゃなくて、今までの歴史をほんと大き

く変えるわけで、これ学校だけの、麻里府小学校を麻郷へ持っていけばいいいうだけの問題じゃない

から、今プロジェクトチームを１０チームつくって積極的にやっておられますけど、これこそ、私は

チームを新しくってもつくるべきじゃないかと。教育課だけで対応する問題ではないんじゃないかと。

といいますのが、跡地の問題、それから通学の問題、地域の問題、保護者や児童のこと、こういうこ

とを総合的に考えていかないといけない問題だというふうに思っております。そういうことからしま

すと、やはりこれはプロジェクトチームをつくってやることによって、やはり地域住民も説得できる

だろうし、保護者のほうの安心感も与えることもできるように、やるのであれば中途半端な格好でさ

れるんでなくて、だから教育長、一生懸命頑張っておられますけど、やってないっていうことじゃな

いんです。だけど、総合的なことっていうものは、やはり一つのチームっていうのを、プロジェクト

チームでもつくってやるっていうことのほうが前に進むんじゃないかとそういうように思ってますが、

ちょっと、これは町長、教育長、両方お答え願います。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） ありがとうございます。もうプロジェクトチームをつくる以上に進んでいか

なきゃいけない状況だと私は判断しておりますから、こういう気持ちでおったんですが。とにかく、

そういう報告ができるように教育委員会と協議します。あと、教育長がまた答弁すると思いますが、

作ること自体はそんなに難しいことじゃないです、簡単なことです。ただ、それを作ったからそれで

うまくいくんかと言われたら、それでうまくいくとも容易に申し上げないんですが、その辺は御指摘

されたように考えてまいります。

○議員（８番 石田 修一議員） 教育長のほうはまとめてしてもらいましょうか。

○議長（藤山 巖議員） いいですか。

○議員（８番 石田 修一議員） はい。

○議長（藤山 巖議員） 石田議員。

○議員（８番 石田 修一議員） それでは、教育長、今言った件と、時間がありませんので、教育長

にお聞きしますけど、複式学級、学力向上の面から複式学級はプラス効果がないと、少ないと、マイ

ナス分が多いという発言をされております。麻里府小学校の現状を考えたときにもそういう考えでお

られるかどうか、これもお聞きしたい。

それと、こうしてみますと、平成２７年、これはまた１年生が１人、２年生が５人、３年生が２人、

４年生が４人、５年生が３人、６年生が１人と、全校生徒１６名ですか、そういう状況になります。

これは、もう教育長も御存じです。だから、こういう現状とか考えると、これ１６名ですけど、また

２０名の代に次の年から変わるような格好になると思いますけど、こういう現状を捉えまして教育者

の立場でお話を頂戴したい。

○議長（藤山 巖議員） 尾﨑教育長。

○教育長（尾﨑 龍彦君） いろいろ御心痛をおかけして、本当申しわけなく思っております。

まず第一に、教育委員会としましては、一番大切なことは、現実に学校運営が行われておりますの

で、校長が目指す学校運営を教職員が一丸となって保護者の期待に応える努力していることについて、

それが大きな弊害をこうむるようでは困りますので、その辺は十分考えてやらなきゃいけないという

ことを教育委員会が一番思っております。今の子供たちは、やはり教育が保障されるということ、そ
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れはやっぱり一番大切にしておりますので、言い方は悪いかもわかりませんが、こういった統合問題

について学校を巻き込んでそういった問題が起こり出すと非常に大きな問題になると思いますので、

そういったことがないように、地域の方、あるいは町全体、それぞれ議員さんもはじめ、そういうと

ころを十分配慮していろんな御発言とかいろんなお取り組みに対することについては非常に感謝して

おります。

それから、今の複式の問題でございますが、現実に麻里府小学校が今非常にそういう面でどうこう

ということはございませんが、例えば学年１人の子供というようなものにつきましては、昨日も午前

中ずっと学校教育課長を含めて麻里府小学校を参観さして授業を見て、校長先生らともいろんな話も

しました。大変元気に明るくやっております。複式でございますから、先生は４５分の中で半分は奇

数学年、これは１、３、５、半分は偶数学年、その間は子供たちが課題に対して自分でやるというこ

とで、主体的な学習が取り組める面は大変いいかと思いますが。

やはり、先ほどちょっと申し上げましたように、子供たちで大事な学校教育というのは切磋琢磨す

るということが一番大事でございますんで、そういう面からいけば、より、限度がありますが、先ほ

ど議員さん申してくれました１学年２学級程度の、それが全部可能になるかどうかわかりませんが、

多数の子どもの中でいろんな価値観を共有しながら、いやなことも当然人が増えればあるかもわかり

ませんが、そういう中で成長していってほしいという願いを持っております。

保護者の中にもいろんな考え方もいらっしゃいますし、冷却期間も多少設けさせていただきました

んで、また再度そういった面でいろんな方法もあろうかと思いますが、そういった面はまたいろいろ

ご相談しながら、ご理解をはかるように進めていきたいというふうに考えております。

○議長（藤山 巖議員） 今の、石田議員、将来の児童数のはいいんですか。

○議員（８番 石田 修一議員） はい。

○議長（藤山 巖議員） 尾﨑教育長。

○教育長（尾﨑 龍彦君） この面につきましては、やはり学校に来さしていただける保護者の考え方

でございますんで、ある程度の人数は増減はあろうと思いますが、どちらにしても完全複式が多少解

消されても、複式が解消されるようなことはなかなか難しいんじゃないかというふうに考えておりま

す。

○議長（藤山 巖議員） 石田議員。

○議員（８番 石田 修一議員） ちょっと時間がだんだんと迫っておりますので、私の話だけにさし

ていただきましょう。

これ、前の３月の一般質問のときに教育長にお願いしましたけど、これ皆さんを一堂に集めてやる

のもいいですけど、こういう問題っていうものは家庭ごとにいろいろ悩みなり何なりを抱えておるわ

けで、軒数も少ないわけですもんで、一軒一軒訪問して各家庭の事情を聞かれたらどうですか、それ

が前に進む第一歩になるんじゃないですかということをお願いもしたわけですけど、もう結果から言

いますと、家庭、そういうことはしておられません。

これ、私、教育長にしなさいと言うんじゃない。ほかに職員も課長もおられるし、ほかの方もおら

れるんですから、そういう、先ほど言いましたように歴史を大きく変えるわけでしょう。変えるんで

すから、やはりその家庭に出向いていってでも、家庭の悩みなり何なり個々に違います。それを聞い

て、そして前へ進めるっていう努力っていうのは必要じゃないんですか。やはり、一堂に集めて、皆

さん意見があったら言いなさいと、これは、私は言いますけど、これだけ歴史を持ったものには不親

切です。こういう形でいい結果が出たことありません。やはり、行動は相手の立場になってとってい

ただくと。

それと、今のとこ、どういうふうな形に地域が出てくるか、保護者が出てくるか見ておくというこ

とですが、眺めるということです。このまま、だから町のほうはもう耐震などしませんよと、保護者

のほうはもう今の麻里府小学校を存続します、平行線でずっといく。これは、地域のほうにとっても
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保護者のほうにとっても田布施町にとっても、大きなマイナスです、これがずっと続くっていうのは。

どちらにするか、やはり結果を出すために行動しましょうや。

だから、私、麻里府の住民、これは歴史の流れとしてやむを得んかなという反面、地域の活性化は

どうなるんだろうかと私自身も悩んでますけど、今これだけ人数は少ない状況、ほかの東田布施、西

田布施、竹尾のほうからでも、麻郷のほうからでも麻里府小学校に来てもらいたいな、そうして存続

してもらいたいなと、そういう気持ちもあるわけです。だけども、歴史の流れとしてやむを得ん部分

があるかな、だけど跡地はどうなるん。ほんと、地域の者っていうのは毎日考えてます、こういうこ

とは。

この点御理解いただいて、前向きにどういうふうにしたらいいか、行動もしっかり足を使ってとっ

ていただきたい。この点を特にお願いしておきます。

それでは、次に……。

○議長（藤山 巖議員） 残り時間１０分です。

○議員（８番 石田 修一議員） それでは、次の３番目、都市計画税について。

都市計画税は、昭和３７年から始まり都市区域から徴収されている都市計画事業や都市計画整備事

業、市街地開発事業など、具体的には都市計画道路、公園緑地、公園、上下水、汚物処理場、ごみ焼

却場など、これらに要する費用に充てるための、この都市計画税というものは目的税であります。

都市計画区域は、田布施町全体です。都市計画税は本町の一部用途区域内に住んでいる方だけに目

的税としてそういう形で負担をさしております。その税収は、下水道事業などの起債の償還、すなわ

ち借金の返済に充てておられるわけです。都市計画税が充当される道路や公園を利用される方、受益

を受ける方は都市計画税を納めている人だけではありません。また、これまで長い間税金を徴収して

いるのに、下水道未整備地区が多く公平性を欠いていると、そういう声が出ております。受益者と負

担の公平性の観点から私も不公平と思っておりますが、課税区域の見直しを含めて都市計画税に対す

る町の考え方をお尋ねします。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） それではお答えいたします。

都市計画税についてのお尋ねでありますが、都市計画事業の費用に要するための目的税として昭和

３７年度より都市計画区域内の用途地域に課税しており、平成１８年度よりそれまでの０.１５％か

ら０.３％に税率を引き上げるとともに、公共下水道事業認可区域及び認可区域外であって、現に排

水設備を設置し排水可能な地域を新たに課税区域として加えております。税収は、平成２４年度決算

で９,４６３万８,３９１円となっています。

また、議員御指摘のとおり公共下水事業の進捗状況により一部に不公平感があることも承知してお

りますが、厳しい財政状況の中、着実な事業推進を図ってまいります。

なお、都市計画税は、今後も都市計画事業を進めていく上で必要不可欠な財源であると認識してお

りますが、課税区域の見直しについては現在のところ見直す予定はありませんので、御理解のほどよ

ろしくお願いいたします。

以上です。

○議長（藤山 巖議員） 石田議員。

○議員（８番 石田 修一議員） この件でありますが、もう一度申し上げます。田布施町全域が都市

計画区域で、田布施町の一部、ここに用途区域があり、都市計画税を徴収してる。これの目的税とし

て今使われておるというものは、借金の返済に充てておるわけですが、これは下水道を完備する目的

税として徴収、基本的にはしておると、下水道を完備すると。

今、お話がありましたように、用途区域は６６２ヘクタールあります。うち、ことしの４月１日現

在で処理した区域の面積っていうのは２５６.４ヘクタール、未処理の区域面積は、これは多くて

４０５.６ヘクタール残っております。
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もう時間がありませんから続けますが、最近の１カ月間の処理面積は、２４年度は出しておりませ

んが、２２年度、これが金額は１億４,２１９万９,０００円の工事費で、１４.９ヘクタールを処理

しております。それから、２３年度が９,８６０万９,０００円で、これが工事費です、９.６ヘク

タールを処理しております。だから、ここ最近の分で１４.９ですから、切りのいいとこで１５ヘク

タール、これだけ毎年処理していくとした場合に、どういう格好になるかって言いますと、この用途

区域、下水道を完備するのに何年かかるかと、今から２７年かかる。先ほど言いましたように、もう

用途区域の人は未処理の状況のままでずっと昭和の時代から都市計画税を払ってきとるわけです。だ

けど、これから先２７年たってようやくこの用途区域の処理ができるっていうのが現状です。

そういうことで、この税っていうものは不公平じゃないかと、見直す必要があるんじゃないかとい

うことを申し上げておるんで、これでもうストレートに申し上げますが、やはりよその県の成功しと

る例を参考にされるなりして、先ほど言いましたように、こうして公園とかいろいろほかの都市計画

道路をやっておりますけども、これらにしましても、田布施町全体の住民っていうのはそこを使って

ないっちゅうことはないわけです。だから、全員が使って、田布施町全体が都市計画区域ですので、

その見直しをされて、それから、今度、今、下水道事業ですけど、宮崎県の日之影町、これが平たん

地が少ない、田布施も平たん地ばかりじゃありません。やはり、麻里府のほう、竹尾のほう、山坂あ

ります。そして、どうしても住宅が密集しておりません。

そういうふうなとこっていうのは、公共下水をやるよりは合併浄化槽、これを設置しとる。これ、

宮崎県の日之影町はこれをやって成功をおさめております。工事費はどのぐらいかかるかって言いま

すと、今、下水道をこうして工事やってますけど、この４分の１です。だから、金があり余っとるん

やったらこれ続けられればいいけど、金を節約しながら効果を出そうとしたら、こういうふうなのを

参考にされて、それからやはり田布施町全体公平にできるように、都市計画区域ですので……。

○議長（藤山 巖議員） 石田議員に申し上げますが、残り時間１分です。

○議員（８番 石田 修一議員） この件、前向きに検討してください。町長、一言。それで終わりま

す。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） 都市下水自体が大変厳しい状況であることはもう私が申し上げるまでもなく、

議員さんも御承知だと思います。御指摘いただいた件、しっかり研究してまいって、それぞれ不公平

のないような形で、できるだけするのが私の仕事でありますので、公正公平な立場で（ ）してい

きたいというふうに思います。どうぞよろしくお願いいたします。

○議員（８番 石田 修一議員） 一般質問を終わります。

○議長（藤山 巖議員） 以上で、石田修一議員の一般質問を終わります。

………………………………………………………………………………

○議長（藤山 巖議員） 次に、髙川喜彦議員。

○議員（６番 髙川 喜彦議員） 私は、今回の一般質問に当たりまして、通告のとおり３件質問をさ

していただきます。質問方式は、最初は一括質問、一括答弁をいただきまして、２回目より一問一答

でお願いをいたします。

質問事項の１でありますが、最近の異常気象と土木・建設工事の設計の基準についてお尋ねをする

わけであります。

掲題のタイトルで通告いたしましたが、私にとりまして１９８３年初当選以来丸３０年間議員とし

てのライフワークとしてずっと関心を持ち続けておるところであります。とりわけ、ことしは海水温

が上昇し、世界の各地で気象の異常現象が起こっております。さらに、地球の温暖化に伴い、異常気

象は想定外なことが頻発するに違いありません。

今夏７月２８日、山口県やお隣の島根県江津、益田、津和野方面に未曽有の大雨が降りました。甚

大な被害が発生したことは御高承のとおりで、被災された方々に衷心よりお見舞いを申し上げます。
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国も局地激甚災害として、明後日からこれは発効し、その指定がなされて、復旧、復興支援に特段の

補助金がつくられると、けさのニュースでも言っておりました。

さて、ことし７月２０日の大雨は、山口県関係では、萩市須佐町で１時間に１３５.５ミリ、山口

市の阿東町で１時間に１４３ミリという豪雨であったということです。調べてみますと、山口市には

４７年前にこの統計がとられるようになった観測地点が設けられておりますが、それ以来で最も多く

の時間雨量が降ったというのがことし７月で１４３ミリでございます。また、須佐は、萩市になりま

したが、やはり萩が６４年前に観測を始めて以来、１３８.５ミリっていうのは、やはりことし７月

２８日が最高であったとこういうことであります。

私の記録でありますが、ずっとこうした大雨の記録をとってまいりましたが、田布施町では、

２０年前の平成５年７月１７日、昼の零時から５時までの５時間に１３８ミリの豪雨がありました。

特に、午後１時から３時までの２時間に９０ミリという大雨が降りました。また、ことしの７月

２８日と同様に、２０年前の平成５年７月２８日には、午後１時から６時までの間に１２１.５ミリ

の雨が降りました。そのうち、午後４時から５時までの１時間には７８.５ミリという豪雨でありま

した。これは、田布施町の最も時間雨量としては第１位の数字であると思います。この数字は、私が

当時建設課で確認をさしていただいたものでございます。

そのときの写真を私は撮っておりますが、こういうふうに大変な、中央南地区は遊水池になって多

くの土地が沈みました。まだ、家がそう建ってなかった当時であります。たまたま、この日、平成

５年７月２８日は、平生湾の満潮が午後６時４０分だったんです。しかも、非常に気圧が低かったっ

ていうことがありまして、田布施川は、旧関戸橋、あのあたりから流れなくなりまして、水位がどん

どん上昇しまして、そして三宅都市下水道は逆流するんです、バックウオーターっていうので、どん

どん水が上流へと向かいました。また、奈良台川も田布施川への放出ができなくなりまして、中央南

地区一帯は冠水して、いわゆる遊水池のような形になったわけであります。

今日では、当時と比べると道路を初めとする、いわゆる舗装が進んでおります。降雨の流出係数や

流出速度も大きくなっておりまして、非常に１に近い状態になってることは皆さんも御推察のとおり

だと思うんですが。本町では、特に平生湾と田布施川との関係なども大きく違っていることは、今の

萩市の須佐や阿東とはちょっと事情が違うということも、私は今回痛感したわけであります。

こうしたことを思えば、想定外の豪雨に備える観点から、安心・安全なまちづくりに極めて細かな

対策が必要と考え、その基準について今の基準でいいんですかということをお尋ねをし、また検討を

ひとつお願いをしたいというのが今回の質問の趣旨であります。

建設課長もいろいろ苦労していただいておると思うんですが、今は、例えば三宅都市下水道は、

１０年確率で５５ミリの雨で満杯という計画であります。これ以上の時間雨量があってはもうあふれ

る。３０年確率は、田布施川などがそれではないかと思うんですが、６７ミリの雨が降ったらもうあ

とはあふれていくということになります。５０年確率が７２.２か３ミリじゃないかっていうことで

すが、これも先ほど申しましたような、ほんとに想定外の大雨が降ったときにはどうにもならない。

少なくとも、こうしたことを、特に危険水路等については、しっかりチェックをしておいて、想定外

の雨が降ったときの対応というのはしっかり考えておくことが、安心・安全なまちづくりの上で非常

に大事じゃないかというふうに思いますので、御提言を申し上げるわけでございます。

質問事項の２は、田布施町役場にエレベーターを設置することはできないもんでしょうかという質

問であります。

これは、もう個人的なことになってほんとに恐縮ですが、私は、先日、鼠径部という、この下腹部

から足のつけ根にかけての手術をいたしました。約２０センチ近く縦に切りましたことと、深さも十

数センチの非常に深い手術でありました。８時間に及ぶ手術で、私は全く全身麻酔でしたから何も感

じなかったんですけれども、終わってみまして驚くようなことです。その手術の日から１週間たった

ときに、福岡県から広報の視察においでになりました。その日に、私はこの議員控室へ上がってくる
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のに、３階の階段っていうのがこれほど遠いと、あとまた大変だというのは、ほんとに初めて思いま

した。

問題は、傷が痛んだっていうこともあるんですけれども、そのときに自分の傷の痛みよりも、平素

自分が健康で、しかも若いときからこの階段は上がらしていただいておりましたけれども、こういう

ことになってみて初めて大変さっていうのがわかりましたんです。エレベーターがあるといいんだが

なと、しみじみ思ったものでございます。

従来から、車椅子でおいでになったり、お体の不自由な方には、各課から下へおりて１階で対応す

るとかということをされておるということも聞いておりましたし、それもそうかもしれませんが、議

会の傍聴においでになってくださいとか、いろいろ皆さんの積極的な議会の活動を御理解いただくと

いうようなこと、これは今３階の話でありますが、こうしたことを初めとして、お体の不自由な方や

ら御高齢の方々が、ほんとに役場の２階、３階に上がってくるということは大変なことなんだなと、

私はその日痛感をいたしました。よし、今度の議会でできないもんだろうかという御相談をしてみた

い。積極的に、さらに大体エレベーターつけりゃどのぐらいかかるもんじゃろうかって、エレベー

ターの会社に見積もりをとってみました。そりゃ、もうちっと行き過ぎたことでありますが、これは

町長が一番詳しいわけであります。

見積もりをとりました。ちょうど、私のとこでもそういうエレベーターを設置いたしましたときに、

大体６７０万円あればできるという、それにプラス工事費が要ったわけですが。それをだいぶまけて

もろうて、２７０万円でできました。そのことをずっと頭にあったもんですから、役場でそれででき

るということで、役場の見積もりはわしとっておりませんけれども、そうした経験があるもんですか

ら、やってできない相談じゃないと。これは、ほんとに住民っていうか、高齢者あるいはお体の不自

由な方々に優しい役場にしていくのであれば、こうした取り組みっていうのも意味があるんじゃない

かと思いました。私は、自分の足が痛かったからエレベーターをつけてくださいっていうんじゃなく

て、それを思い知らされる契機になったことを改めて弁明を申し上げておきたいと思うんですけれど

も。

こういうことで、エレベーターの設置はできないものでしょうかねというお尋ねをするわけであり

ます。御相談を、あるいは御検討をひとつお願い申し上げたいと思うんですが、どうぞ、いい前向き

な御答弁をいただきたいなというふうに思います。

質問事項の３でございますが、最近の教育界の諸情勢について、まことに漠然とした御質問で申し

わけないんですけれども、教育長の御見解をいただきたいと思いまして、御所見をお尋ねする次第で

ございます。

８月１６日に、松江市の教育委員会が、「はだしのゲン」という漫画でありますが、これを市内の

各小学校に閲覧制限ということを、昨年ですか、しておったということであります。これに対して、

いろいろな御批判があるっていうことから、改めて教育委員会が開かれて、教育委員会の結論で、読

ませないようにという閲覧制限を撤回しようということの結論になって通達がなされ、そのためにこ

の件は一件落着したっていう報道がありましたんです。

私もこの「はだしのゲン」を読んでみました。１０巻あるんです。毎晩遅うに、１人、「はだしの

ゲン」を読んだんでありますが。それが漫画になるような気がいたしますけど。これについていろい

ろ考えさせられました。

ちょうど、またいろいろ御高見を承りたいと思いますが、本町でも各小学校にあるんでしょうか。

私は、一番下の息子、もう三十幾つになりまして、家庭も持っておりますが、その息子に「はだし

のゲン」の話を相談をいたしました。こうした、「僕は小学校のとき先生が勧めてくれて読んだよ」

と、「あれはすごく心に残ったよ」ということなんです。そういう話がありまして、「ああ、じゃあ

田布施じゃとめちゃあなかったんだ」っていう話をしたんですけれども。

教育長は、これをどうお考えになりますか。特に、私はこれの問題の一つ、５つあると思うんです
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けど、第１点は、この「はだしのゲン」というこの本を、いわゆる不良図書だとお考えですか。それ

とも、平和教育への参考になる本だっていうふうにお考えでしょうか。どう捉えるかによって、随分

この見方は違うだろうなと思いました。こうしたところの御所見をいただきたいと思います。

２番目に、その間、この８月の下旬に、全国の小中学校の学力テストの結果が発表をされました。

これが、いわゆる、もう何年かずっと行われてきた中で、いいところの県と、いいところは、１、

２番っていうのは、秋田県、福井県っていうのが定着をしております。それで、山口県っていうのは、

毎年、ことしはよかったって、何がよかったのかとじっと新聞でも読んでみますと、平均点よりよか

ったと、こういうんです。だから、毎年の課題として、いわゆるＡとＢがある中で、Ａはよかったが

Ｂには課題が残ったって、毎年の新聞に書いてあります。この辺のところを、教育長はどういうふう

に、本町の小中学校ではこれから取り組んでいくかということもお尋ねしたいと思います。

もう一つ、通告はしておりません。しておりませんが、これ、つい数日前の新聞に出ましたんです

が、文科省は、土曜日の授業を本格的に推進をしていくつもりで、予算もしっかりつけるっていう方

針だということが出ておりました。これ、特に東京都の小学校のＰＴＡのほうが非常に熱心で、父兄

の保護者の８４％がぜひ推進してほしいということを要望したということが出ておりますけれども。

こうしたことを受けて、文科省も本格的にこれは進めていく方針らしいんですが。

本町では、私は６月に御質問しましたが、この後、何かお考えになったかということ、あるいは具

体的に予算等の措置を検討されているかっていうようなことも、ちょっときょう聞かしといていただ

きたいとこう思いまして、以上の点を御質問さしていただきます。よろしくお願いします。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） それでは、１点目と２点目について私のほうからお答え申し上げさしていた

だきます。

１点目は、降雨量と排水路設計基準の見直しや防災対策についてとのお尋ねであります。

最近、前線や低気圧、台風に伴う集中豪雨、一般的にゲリラ豪雨と呼ばれ、突発的に発生し、局地

的に限られた地域に激しく降る短時間豪雨など、異常気象と見られるような雨が全国各地に頻発して

おります。気象庁も、本年８月３０日から大きく分けて２段階の情報体系で伝えていた注意報、警報

に加え、新たに特別警報の運用を開始しました。

田布施町でも、平成２１年７月２１日には午前６時から午前８時までの２時間で１２１ミリという

記録的な豪雨を経験しております。幸いにも、このときの豪雨では、避難勧告は出したものの大きな

被害は発生しませんでした。

しかし、山口県内では、防府、山口、萩など甚大な被害が発生しており、このような状況はいつど

こで起きてもおかしくないものと認識しております。

このような災害に対する備えとしては、行政が最新の防災情報を活用し、住民を的確に安全な場所

に避難誘導することが最も大事で、災害のレベルに応じて的確に職員を災害対応につかせるため、毎

年、災害対応配備基本計画を見直し、対応しております。

さて、現在、河川改修や排水路の整備は、山口県と田布施町で行っており、町の公共下水道での雨

水排除計画で採用する降雨確率年は、国の指針である下水道施設計画設計指針の５年から１０年の標

準の中で、町では１０年を採用しております。あわせて、１０年は補助事業の採用基準ともなってお

りますので、当面変更する予定はありませんが、今後、国、県の動向等を注視し検討してまいります。

町内でも、市街地を中心に宅地化が進み、遊水池が減少したため、浸水等が頻発する可能性が増大

しました。防災対策として、ハード、ソフト両面での対応が必要とされていますが、現在進めている

排水路の増強や検討している貯留施設などでは限界もあるため、ソフト対策が重要と認識しています。

洪水ハザードマップの活用、防災訓練等により、住民と一体となった避難対策をより充実していくよ

う考えております。

次に、２点目でありますが、田布施町役場にエレベーターを設置できないかとのお尋ねであります。
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この庁舎は御承知のように、昭和４４年竣工で手狭な上、老朽化から、現在では当然備えておくべき

設備も整備できないのが現状であります。特に高齢者や体の不自由な方など来庁された際には、バリ

アフリー面や御提言いただきましたエレベーターなどの設備がなく、大変御不便をおかけしておりま

す。

現庁舎にエレベーターを設備するには、位置的には健康保険課、総務課、議会事務局の窓際に増設

して、エレベーターを設置するしかないと考えていますが、１階は今でも手狭でそうしたエリアがな

く、２階、３階も大幅にレイアウトを変える必要があります。

また、後ほどの質問にお答えいたしますが、庁舎のあり方に関するプロジェクトから、安全面から

築後５０年が経過する平成３２年までには建てかえることが適当で、早期に計画策定を進める必要が

あるという答申を受けており、現時点ではエレベーターの設置は大変難しいと考えております。

以上であります。

○議長（藤山 巖議員） 尾﨑教育長。

○教育長（尾﨑 龍彦君） 失礼します。

それでは３つ目の最近の教育関係諸問題についての御質問に対しまして、まず、漫画「はだしのゲ

ン」を、学校に対して読ませないようにとの要請を撤回した松江市教育委員会の対応につきまして、

私見を申し述べさせていただきたいというふうに思います。

こうした閲覧制限の問題につきましては、日本図書館協会では「図書の自由に関する宣言」

（１９７９年総会決議）で行われておりますが、その場において、「図書館は国民の知る自由を保障

することを最も基本的な任務とし、図書館利用は公平な権利を、年齢等の条件によって差別してはな

らず、ある種の資料を特別扱いしたり書架から撤去したりしない」と明記されております。

また、「児童の権利に関する条約」１９８９年国連総会で決議され、１９９４年には国会で承認を

されてるものでございますが、ここにおいては、児童は表現の自由についての権利とあらゆる種類の

情報及び考えを求め、受け及び伝える自由を保障されるとされております。

そして、この保障が除外される場合がございまして、それを申し上げますと、法律によって定めら

れ、かつ次の目的のために必要とされているものに限るとして、①他の者の権利、または信用の尊重。

②国の安全、公の秩序、または公衆の健康、もしくは道徳の保護とされております。

一方、「子供の読書活動の推進に関する法律」では、「子供の読書活動は、子供が人生をより深く

生きる力を身につけていく上で欠くことのできないものであることに鑑み、全ての子供があらゆる機

会とあらゆる場所において、自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそのための環境を

整備が推進されなければならない」として、その推進を国や地方自治体に求めております。

こうした日本図書協会総会決議や国連総会採択、あるいは国会承認、関係法令等から鑑みまして、

松江市教育委員会の制限要請撤回は私は賢明な判断であったと思っております。

次に、２点目の全国学力・学習状況調査の結果と、これからのさらなる向上についての御質問につ

いてお答えいたします。

今年度の学力・学習状況調査につきましては、全国全ての小学校６年生と中学校３年生を対象とし

た、いわゆる悉皆調査という形で実施されました。

本町におきましては、「学力の定着と生活の規律化を目指す小中一貫した教育の推進」を目指し、

１つは学校の組織的な取り組みの強化、２つ目に教師の授業力の向上、３つ目に学習内容の充実と指

導方法の工夫・改善、４つ目に地域や家庭との連携した放課後学習や家庭学習の充実の４つの学力向

上対策の重点項目に掲げて取り組んでいるところでございます。

とりわけ、全国学力・学習状況調査に対する対応に力をいれて取り組んでおりまして、これまでの

基礎学力強化や学習態度の改善、教師の授業力の向上に加えまして、今日的課題となっております思

考力・判断力・表現力の育成や、活用力の向上に向け、日々の授業改善を加速させるとともに、県が

つくっております「やまぐち学習支援プログラム基本問題」「やまぐち学習支援プログラム評価問
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題」あるいは「学力定着状況確認問題」等の活用による実践力を高める取り組みに力を入れていると

ころです。

これらの取り組みにつきましては、町教委主催の小中学校学力向上担当者会議において、各担当者

は指導主事や外部指導者の指導助言を受けながら、各小中学校の課題や対策を持ち帰りまして、ＰＤ

ＣＡサイクルによる改善・進化に努めているところでございます。

こうした、組織的、計画的な取り組みによりまして成果も上がっておりまして、本年度につきまし

ても引き続き、全国山口県平均を小中学校共に上回ることができました。

ただ、課題もあります。まず小学校におきましては、山口県平均と比較して、各教科の領域・観点

別において、マイナスポイントはほとんど見当たりません。特に国語Ａの「話す・聞く能力」の問題

では、県平均を１０ポイント上回っております。

今後、全ての小学校が毎年度判定した結果が出せるよう、高学年だけでなく、小学校１年生から身

に着けるべき学力を、その年度できちんと身に着けていけるよう、指導体制の充実を図っていきたい

と思います。

中学校におきましては、山口県が全国平均の最上位に位置しているということもあり、県平均と比

較した場合、各教科・領域別で幾つかのマイナスポイントも見られます。特に数学Ａの「数と式」の

問題では、県平均を５ポイント下回る結果となりまして、今後、この対策につきましては、１つ１つ

の問題をスピード感ある、スピーディに正確に解いていくという訓練が必要であると思っております。

逆に、国語Ｂの書く能力問題では、１８ポイント、数学Ｂの数学的見方・考え方の問題では、１１ポ

イント県平均を上回っております。

以上、本年度調査の概要を申し上げましたが、これからのさらなる向上に向けましては、やはり、

児童生徒一人一人が志高く、勉学についてしっかりと目を向けて成長していけるよう、学校、保護者、

地域一体となった、いわゆるチーム田布施による取り組みが重要であるというふうに考えておりまし

て、そういった活動を進めてまいりたいと思っております。

それから、土曜授業につきましては、先の８月の中国地区の町村教育長会におきまして、議員の御

質問がありましたので、その当時御指導いただておりました文部科学省小等中等局企画課長さんに、

直接お伺いをいたしまして、町村教育長全体にもお話をしていただいたところでございます。それに

よりますと、各自治体単位での対応をこれから図っていこうというふうに考えている、文科では。そ

れにつきましては、法的、予算的な措置は国が対応していくと、今後１、２年内に具体的な方法を示

しながら、各自治体単位の責任において、そういった土曜授業を実施していく方向であるという、考

えておりますので、県等の単位での動きであろうというふうに考えますので、今後、注視しながらそ

れに沿って、積極的な対応を進めてまいりたいと考えております。

以上でございます。

○議長（藤山 巖議員） 教育長、今の質問のあれですが、本校への配置、それから優良か不良か、

この辺答弁されました。町内の学校に配置されてあるのか、置いてあるのかどうか、これを不良図書

と見るのか、そうでないのか、ちょっとその辺の答弁。

○教育長（尾﨑 龍彦君） これはまた、再質問でまだお答えさせていただいてよろしいですか。

○議長（藤山 巖議員） 髙川議員。

○議員（６番 髙川 喜彦議員） 町長、基準をすぐ変えてくださいってわけじゃあないんですけども、

やっぱり無理だろうと思ったんですよ。思ったんですけど、じゃあそれに変わるものは何かっていっ

たらソフト対策を進めるっておっしゃいましたね。最近どうも国の警報を見ましても、自分の命を守

る行動に即移ってくださいっていう言い方をして、一人一人がみずからの身の安全を守る方向に、こ

れがいわゆるソフト対策の一番根本だろうと思うんです。そういう方向をこれから充実するっていう

ことなのか。

本町の場合は、最初に申し上げたように、特殊な事情があって、もうどうしようもない、平生湾が
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そこにあって、気圧が下がってくれば水位が上がるんですから、そうするとこの田布施川が逆流して

きて水は流れんようになり、そのときにオーバーフローするわけです。そのオーバーフローが、田布

施川が例えば先ほど言いましたように、時間雨量が６７ミリの雨が降れば、この田布施川のハイウ

ォーターレベルっていうのは、４ｍ８５ｃｍでしたね。その中央橋の橋げたのあれで測るんでしょ、

４ｍｃｍ８５ｃｍを超えるわけですよね。この３０年確立の雨が降れば。そうしたことに対するいろ

いろ、排水ポンプを設置したり下流ではされとるわけですけど、対策はやっぱり考えとかなきゃいけ

ないと思うんです。

こうしたことを、ことし、来年にあるのか、あるいはちょっと先のことかわかりませんけども、こ

ういう事態が生じたときに、何としてもこの田布施町の特に下流部分においては、どうしようもない

ひとつの平生湾の事情ですとか、あるいはその周辺からこう集まってくる支流との関係もあるわけで

すけれども、その辺の対策をぜひ、英知を絞って、ソフト対策と共にこの検討は進めて、安心安全な、

いざというときの対策はぜひ、指針を一つ、基本をつくってもらいたい。

こないだの雨でも、灸川が氾濫の危険があるっちゅってからテレビの字幕にでましたよね。出てお

りましたが、あれは実際にそうだったのか、その辺も含めてまず、一問一答でお答えをお願いいたし

ます。

○議長（藤山 巖議員） 町長。

○町長（長信 正治君） ご指摘のとおり、非常に雨量が変わってきておりまして、議員さん言われる

ように、ちょうど何年か前に豪雨確率、５０年３０年ちゅうのはあの時初めてよく勉強せなきゃいけ

んなという気がした記憶があるんですが、今、関戸橋のところの堰といいますか、あれが一番建ちあ

がったときに、平生湾の海水は、あれ以上高いのは来んのだろうという、私は認識を持っています。

ですからその辺がどうかっちゅうのはよく確認したいと思いますが、言われたとおり、あくまでもソ

フトじゃなしにハード面の対策っちゅうのはこれからも引き続いて、やっぱりその辺の基準をちゃん

としっかり持ってやっていかなきゃいけないなというふうに思います。

今の田布施川の水位の高さは、図書館の前につけてるんですよ。高さ状況っちゅうのは、水位の高

さ状況は。あれが今、基準だろうと思います。中央橋の件はちょっと私わからんですがね、図書館の

前にちゃんと水位計の高さはつけております。あれによっていざっちゅうときには全部に周知して対

応しなきゃいけないというのがあるんですが、ちょっと気になる点が１、２点あると、今のこの瀬戸

から下については、大分整備してきたんですが、上がいろいろ不安な材料を抱えております。今、そ

ういう関係で県とその対策をとにかくやってくれというお願いはこれからやっていくつもりでありま

すし、その辺の基準をしっかり見つめて、降雨量、確率を踏まえてやっていかなきゃいけないなとい

うふうに思います。

私がお答えできるのはこの程度です。

○議長（藤山 巖議員） 川添建設課長。

○建設課長（川添 俊樹君） 先ほどの灸川の関係でございますが、灸川が判断基準の、氾濫注意とか

避難判断、氾濫危険といって段階がございますけれども、非常に間隔が狭いんです。で、いつも総務

課、建設課等、防災情報で河川情報見ながら、現場を確認して、要するに対応するということになっ

てますんで、確かにテロップで出て、住民避難の判断というような形にでますけども、実際はそれに

基づいて行動すると非常に信頼を失いますので、現場で状況を確認しながらやらなきゃいけない箇所

だという認識です。

それから、先ほど田布施川の件は、最高の氾濫危険水位が４.２ｍでございます。４.２ｍで、最近

の雨で最高の高さになったのが、平成１７年度で３.１５ｍまで来てます。だから、田布施川の図書

館前の水位計では、まだ最近の豪雨に対応できるという考え方です。

○議長（藤山 巖議員） 髙川議員。

○議員（６番 髙川 喜彦議員） それじゃあ、正確に知っておきたいんですが、今、田布施川の水位
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の安全はさくら橋にあるの。さくら橋、それともこの中央橋のはなくなったの。

○議長（藤山 巖議員） 川添建設課長。

○建設課長（川添 俊樹君） たしか以前は中央橋にございました、現在さくら橋のすぐ下流側に付い

ております。

○議長（藤山 巖議員） 髙川議員。

○議員（６番 髙川 喜彦議員） ひとつ、ソフト対策っていうの、わかったようでわからないんです

よ。で、しっかりその辺をソフト対策で災害に遭わないように、まして人身に怪我があったりがない

ようにっていうことが基準になると思うんですけど、もちろん生命を守るっていうのは大事なことで

すから、こうした基準っていうか、これもしっかりつくっておきましょう。おきましょうっていうか、

つくってください。ひとつお願いをしたいとおもいます。

それから、続いて２問目にまいります。

田布施町役場は昭和４４年の竣工で平成３２年に建て替える。もうこれ決まっとるんですが。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） 決まってるわけではありません。プロジェクトのほうから、まあ耐用年数を

含め、現在のこの庁舎が耐震系にも優れてないし、引っかかってるよということを指摘を受けており

ます。そうかってすぐ使えんよというんじゃなしに、やはりその辺を踏まえて耐震対策をやれば、相

当な高額費用がかかる。私は詳しくは知らないんですが、中央部分に元あった吹き抜けがが今なくな

っていたり、いろいろここ自体も改装を行っていると状況の中で、答申を受けたのは後５年、６年、

３２年ごろまでにはもう建てかえないといけませんねという答申を受けております。決定しとるわけ

ではありません。それに向けて今、一生懸命対応を考えていかなきゃいけないという状況にあります。

○議長（藤山 巖議員） 髙川議員。

○議員（６番 髙川 喜彦議員） それ今、賛成とか反対とかいえませんが、かなり傷んでるなあとい

うのは思います。こないだも、さっき申し上げた福岡県のある町の議会から皆さんがおいでになって、

団体においでになって、向こうでの話が終わって研修が終わって、議場を見してくださいと。その日

は大雨が降っていた。こっからすごい雨が漏って、バケツを持ってあっちもこっちもしていかんと大

変じゃと。それを見るとかなり、役場、これ何年にできたんですかという質問を受けました。質問に

は答えましたが、雨が漏ったんじゃ家の役割をせんなという感じを私は持ちましたんで、ある意味じ

ゃそういうことも必要かと思います。

しかし、平成３２年っていうと、今から何年ありますか。（発言する者あり）私やり取りしちゃい

けませんが。計算してみりゃ７年だろうかと思いますけど。その間はないわけ。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） 後ほどの質問でもちょっと答えますんで、そういう答弁をちょっとさせてい

ただきました。他の議員さんから質問がございます。現段階で何点かのことを考えながら進めており

ます。これは、相手方のおる経緯もありますので、それまでにあるとかないとかっていうのはちょっ

と御返事できないんですが、最終的には３２年を区切りという気持ちでおります。

○議長（藤山 巖議員） 髙川議員。

○議員（６番 髙川 喜彦議員） 禅問答みたいで、ようはっきりはわからんのじゃけど、何かお考え

があるのなら聞かせてもらいたいなと思うんじゃけど、やはり私はやっぱり、高齢者とか体の不自由

な方が２階や３階へ上がってくるのが自由にできる、バリアフリーっていうじゃありませんか、バリ

アフリーっていうのは誠にハイカラな言葉でありますが、こうした設備で住民に優しい庁舎にしてい

ってほしいということを切に申し上げておるわけです。これはひとつ、しっかり留めておってくださ

い。

○議長（藤山 巖議員） 髙川議員、残り１０分です。

○議員（６番 髙川 喜彦議員） はい。
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教育長、色々ありがとうございましたが、再質問で聞いてくれっていうことで、お尋ねいたします。

「はだしのゲン」っていうのは不良図書、それとも平和教育への参考書、どうお考えになっており

ますか。

○議長（藤山 巖議員） 尾﨑教育長。

○教育長（尾﨑 龍彦君） それじゃ、２つ。

最初、私も松江市の対応についてどうお考えかということで、法的なものを含めてお答えしたこと

で私の考えがお分かりかなということでありましたが、具体的に、１つは町内で所蔵している学校は

どこかっていうのがたしかあったと思いますが、これ今「はだしのゲン」を所蔵している学校は、田

布施西小学校、東小学校、それから城南小学校、田布施中学校です。持っていない学校もありますが、

この学校には所蔵しております。それと図書館。

それから、良書か否かということでございますが、その、いきさつっていいますか……

○議長（藤山 巖議員） ちょっと待ってください。

はい、失礼しました。再開します。

○教育長（尾﨑 龍彦君） この問題については、いろいろなことが（ ）っておりますが、私、私

的な意見はどうかというお尋ねになってると思いますが、私的にはあります。ですが、教育長として

こういった一般質問の前に、これが良書か良書じゃないかということは申し訳ありませんがお答えは

できません。

○議長（藤山 巖議員） 髙川議員。

○議員（６番 髙川 喜彦議員） 教育長、先ほどの図書館のひとつの方針をお示しになりましたね。

それからすれば良書であるとか、不良図書であるとかっていうことは、これは読んだ本人が判断すり

ゃいいんではないか。そしてまたそれを、そのために親がおるんでしょう。だから、私はそれを行政

があれして、今回のあれは手続きに不備があったと、あれはおかしいですよ。私はおかしいと思う。

で、菅官房長官も後でコメントを言われておりました。私はそれは本当と思うんですよ。菅官房長官

も下村文科大臣も、私ちょうど今持ってきてませんが、言ってましたが、手続きに不備はなかったと、

そういう手続きの問題じゃなくて、しっかりこうした問題がこりゃ教育者はじゃあ何のためにおるの

かっていう問題になるのかもしれんけど、先生がそばにおられるんだし、あるいは親も各家庭にはお

られるわけですから、その判断にしっかり、だから子供がそういうことになるからしっかりわかって

からにしたほうがいいと思うんですけど、まぁ、尾﨑教育長さんは教育長さんのお考えをお持ちだと

いうことで、私も私なりに考えを持っています。

あるところの描写が非常にいけないんだとかいうようなことが、今回いわれてますが、そういう問

題じゃないと思うんですよ。これは言葉遣いにしても非常に乱暴な言葉も普通だったら言うべきでな

いようなことも言ってますけども、だからその本がいけないっていうことはないはずなんです。それ

を目指しているものは何かって、何を教えたいのかっていうことも、ずっと本当に真面目に読んでっ

たらわかるはずなんです。だから、そうしたことがなされることが、いわゆる図書館の先ほどの答申

に沿うことだろうと私は思うんです。

そういったことからすれば、形式的な手続きの問題だったり、それぞれ教育委員会の権限だとか、

そういう問題とは切り離して考えるべきこと。一部の市の議員が強行にいったことを気を使うて、閲

覧も制限する行政に至ったっていうことも新聞には書いておりますけども、そういうもんじゃないん

だっていうことを私はしっかり持ってることが必要だということを、今日は申し上げたかったわけで

ございます。

また、いろいろ御教授をいただきたいと思います。終わります。

○議長（藤山 巖議員） 以上で、髙川 喜彦の一般質問を終わります。

………………………………………………………………………………

○議長（藤山 巖議員） ここで暫時休憩します。
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午前１１時０５分休憩

………………………………………………………………………………

午前１１時１７分再開

○議長（藤山 巖議員） 休憩前に引き続き会議を再開します。一般質問を続けます。次に、河内賀

寿議員。

○議員（２番 河内 賀寿議員） それでは一般質問いたします。

質問方法は一問一答で、計２問いたします。

質問事項は、８月６日、９日、１５日にサイレンを吹鳴してはということで、答弁者は長信町長で

お願いします。

柳井市では８月６日、９日と、広島、長崎の原爆投下時刻にどういう日なのかの説明後６０秒のサ

イレンが吹鳴されます。８月１５日には、正午の全国戦没者追悼式の式典黙祷時刻に吹鳴されます。

周辺の市の多くも実施しています。岩国市と光市は大空襲のあった１４日も吹鳴しています。

本町は１５日に半旗を実施するだけで、サイレンの吹鳴はありません。戦後６８年、戦争の記憶が

薄れる中、今一度このテーマを重要と考え、戦争で亡くなられた方々を追悼し、平和を祈念するため、

事前説明後のサイレン吹鳴をしてはいかがでしょうか。提案いたします。

ちなみに事前提出資料として、柳井市の文章はお渡し済みですので、読んでいただいたかと思いま

すが、傍聴の方もいらっしゃいますので、一度、柳井市の通達のアナウンス文章の原稿を読みます。

２枚あります。

１枚目、庁舎外へのアナウンスで、かっこが結構ある。かっこは省略して読みます。「防災行政無

線の報告内容」というのが一番上に書いてあります。８月６日午前８時１４分ごろ、吹鳴約１分前、

コールサイン、ピンポンパンポン「こちらは防災柳井市です。本日８月６日は広島へ原爆が投下され

た日です。原爆死没者の冥福と世界の平和を祈り、ただいまからサイレンを吹鳴します。」コールサ

イン、ピンポンパンポン、午前８時１５分０秒、広島の原爆投下時刻に吹鳴開始、サイレン吹鳴

６０秒、こういうふうになっております。

で、８月９日のほうは、ほぼ文章がないんですが、（午前１１時０１分ごろ、吹鳴約１分前、コー

ルサイン、ピンポンパンポン）「こちら防災柳井市です。本日８月９日は、長崎へ原爆が投下された

日です。原爆死没者の冥福と世界の平和を祈り、ただいまからサイレンを吹鳴します」コールサイン、

ピンポンパンポン。午前１１時０２分０秒、長崎の原爆投下時刻に吹鳴開始。サイレン吹鳴６０秒。

そして８月の１５日は午前１１時５９分ごろ、吹鳴約１分前、コールサイン、ピンポンパンポン。

○議長（藤山 巖議員） 河内議員。

○議員（２番 河内 賀寿議員） はい。

○議長（藤山 巖議員） ちょっと質問ですが、それは執行部のほうにお渡ししてるんでしょう。参

考資料として。

○議員（２番 河内 賀寿議員） そうですね。

○議長（藤山 巖議員） だから、であるんであれば、貴方が言いたいポイントだけを１つずつ質問

として申し上げてください。それは他市のことですから、本町は本町なりにまたあろうと思いますか

らね。

○議員（２番 河内 賀寿議員） ではまあ、その辺はこういう感じのが流れてます。１５日の正午に

流れてる。

あと、庁舎内用は同じような文章として流れている。ちょっと違う点は、庁舎の来庁者の皆様及び

職員にお知らせしますという形になって。黙祷を捧げられますようにお願いしますという文章が書か

れているという点がちょっと違うなと思います。庁外に向かわれて、この場合、黙祷までのお願いと

いう言葉が入ってないというのが、これがちょっと内と外で違うなっというのが私の感想です。ちょ

っと傍聴の方の関係があったので読んでみようかと思ったんで、ちょっと時間取らせてすみません。
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そういうところでございます。以上のようなことなんでございますが、うちの周りの岩国、和木、

柳井、光、下松、周南、防府、山口といったところはこういったのを計３回ないし空襲の関係で４回

あるとこもありますが、十分やっておられるんですが、あと、うちの田布施と平生、上関、周防大島

近辺ではちょっとやってないという、町がやってない感じになっております。どうしてかという点に

関しては、またいろいろそれぞれ事情があるのかと思いますんで控えますけど、非常に戦後の記憶も

薄らいだ時期ですんで、こういうことをまた１回考えていただきたいという意味で質問をいたしたい

と思います。我が町もやってはいかがでしょうか。よろしくお願いします。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） それではお答えいたします。

広島、長崎に原爆が投下され、８月６日と９日の投下時刻、そして全国戦没者追悼式典が行われる

８月１５日の正午にサイレンを吹鳴してはとの御提言であります。

核兵器廃絶、また戦没者への追悼をし、平和を祈るということは日本国民として誰しもが永遠に共

有にし、その実現に努めていかなければならないことであります。

議員から、柳井市などの例をお聞きしましたので、町民の皆さんや関係団体のお考えもお聞きし、

考えてみたいと思いますが、いきなり放送でサイレンを吹鳴すると、アナウンスが聞こえにくい場所

など、サイレンだけお聞きになられた方は、火災や災害と間違えられたりもしますので、行うとなれ

ば、吹鳴について十分広報を行い、みんなで黙祷できるようなものにしていきたいと考えております。

以上です。

○議長（藤山 巖議員） 河内議員。

○議員（２番 河内 賀寿議員） よその自治体も電話とかで問い合わせたところ、やはり事前の広報

なんかでサイレンをやりますので、認識してくださいというような文章のことを書かれる、ないし皆

さんに認識させるというのはよくやられるそうです。やっぱり今のあれじゃ、そういうふうなことを

きちっとしたら、我が町も来年からやれるのかなという感じと受け止めてよろしいでございますでし

ょうか。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） お答え申し上げたとおり、やっぱり関係各位、あるいはいろんな方と話もさ

せていただきたいし、そしてサイレンが鳴ること自体に嫌な思いをされるという方もおられるかもわ

かりません。その辺は十分、関係各位に協議をした上で対応をしていきたいというふうに思います。

○議長（藤山 巖議員） 河内議員。

○議員（２番 河内 賀寿議員） この質問をしようと思ったときには、田布施で私ずっと小さいとき

から生きてきて、サイレン鳴った記憶がなかったんで、全然こういう概念なかったんですけど、柳井

の方から８月の６日にちょうど朝８時１５分ごろに電話かかってきて、「今サイレン鳴ったけど、お

宅らどうだった」という、普通に話があってびっくりしてからいろいろ調べてみたんですが、その方

は周南のほうで、子供のときから鳴りよって、柳井でもそうじゃけ、田布施が鳴らないというのをす

ごくびっくりされまして、正直なところ馬鹿にされました。田布施ってそういうこともせんのんじゃ

ねって、どっちかっていうと田布施っていうのはすごく保守的で、すごくそういうのを大事にすると

こというイメージがあったみたいでしたんで、私もすごいこれはショック受けまして、それでほかの

とこも聞いてみたら、意外にうちらの周辺の地域はみんなやっとってですので、そう思ったわけなん

ですけど。

逆に、風化というか、区切りという形で、私もわかんないですけど、皆さんもご年配の方なんであ

れですけど、戦後１０年ぐらいとかやられたとかいうのはないんですか。その辺はちょっと私は若い

んでよくわからないんですけど。もし、子供のころはサイレンが鳴りよったけど、１０年で区切って

やめたとか、そういう記憶とか、町長に限らず覚えちょられたらちょっと教えて頂きたいんですけど。

お願いします。
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○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） 私も記憶は定かじゃありません、ここ最近そういう田布施町は鳴らして吹鳴

していないと思います。子供のころにはそういったものも含めて鳴ってたのかもしれません。御承知

のように、国旗掲揚も我々が小さいときは、確実にどの家庭もやられておりました。当時、８月には、

あるいはサイレンを吹鳴されてたという経緯があったのかもしれませんが、記憶に定かじゃないんで、

いや鳴らしてましたとはよう言いきれませんが、大事なことは、その原爆投下にしろ、終戦にしろ、

戦没された方に対して敬意をしっかり表して、個々個人が対応するということが大事なわけでありま

して、その話をするためにその時期に吹鳴することは決して悪いことじゃないと思います。

ただ、いやだと、もう今更そんな（ ）もしたくないというような方も中にはおられるのかもし

れません。そして、時代の流れでそういったことがだんだん薄れてきた経緯もあるのかもしれません。

よその市町がやられているから、うちはそれに準じてやらなきゃいけないという気は持っておりませ

ん。地域の、田布施町民の皆さんから、多くの方からやったらいいよということが、関係各位と相談

して話が出れば対応してまいりたいという気持ちであります。

○議長（藤山 巖議員） 河内議員。

○議員（２番 河内 賀寿議員） その辺は来年の暑い時期にこの場でいろいろ協議していただいて、

判断していただきたいと思います。

それでは２問目にいきます。

質問事項２は、学校図書の閲覧制限はあるのかということで、答弁者は尾﨑教育長でお願いします。

先ほどの髙川議員と質問がだぶっておりますのですが、質問の内容としては同じようですが、ちょっ

と質問させていただきます。

先日、松江市教育委員会が漫画「はだしのゲン」の閲覧制限を……

○議長（藤山 巖議員） 河内議員。

○議員（２番 河内 賀寿議員） 先日、松江市教育委員会が漫画「はだしのゲン」の閲覧制限を全小

中学校に求めていたことが新聞報道で発覚しました。日本全国から批判を浴びたのか、市教育委員会

の臨時会議で撤回が決まりました。図書室で自由に読めていた本が急に読めなくなるといったような

ことが本町でもあるのか問います。もし、過去に何度かあったなら、どのようなタイトルの本か、ま

た、なぜそうなったのかをお尋ねいたします。

○議長（藤山 巖議員） 尾﨑教育長。

○教育長（尾﨑 龍彦君） それでは、学校図書の閲覧制限はあるかないかについての御質問にお答え

します。

本町では、現在まで学校図書の閲覧制限をしたことはありません。特に、学校図書は教育委員会か

ら各学校に予算配分したものに対して、各学校が自主的に独自の考えで購入しているものです。

今後も、例えば先ほど申し上げました「児童の権利に関する条約」の１３条２項等に抵触しない限

りは、各学校の購入された学校図書の閲覧制限をかけることはないというふうに思っております。

○議長（藤山 巖議員） 河内議員。

○議員（２番 河内 賀寿議員） 「はだしのゲン」の問題の、昔こんなのが同じようなことがあった

なと思ってちょっと思い出したんですけど、ちょうど１９８８年になる黒人差別の問題とかと絡んで、

「ちびくろサンボ」というファンタジーのもんでしたけど、修正なり何なりにされて、なくなりかけ

たか、なくなったという話が新聞紙上で賑わしたのを思い出したんですけど。小学校低学年のファン

タジーもんですけど、覚えておられますか。それか「ちびくろサンボ」は我が町ではどうなったんで

しょうか。もし覚えておられたらちょっとよろしくお願いします。ちょっと若い頃であれですけど。

○議長（藤山 巖議員） 尾﨑教育長。

○教育長（尾﨑 龍彦君） その「ちびくろサンボ」につきましては、これは行政が閲覧制限をしたわ

けじゃなくて、出版社が当時批判を受けて、出版をとめたという経緯があったと思います。現在、私
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は持っておりますが、図書館をちょっと確認しておりませんが、その後、形は変わりますが絵本とい

う形で出ておるのは私は持っておりますので、それ以降、また出版されてると思います。

○議長（藤山 巖議員） 河内議員。

○議員（２番 河内 賀寿議員） 何か最近では復権したというか、サンボもよくなったような話は最

近またちらっと読んだような記憶があります。だから、自主的回収か、出版社がしたんでしたら関係

ありませんね。

ということで、別に閲覧制限をされたこともなかったということですと、我が町はこういったこと

に関しては自由なふうというか、安心いたしました。

先ほどですけど、西と東と城南と田布施中と図書館にはあって、ちょっと麻郷と麻里府はまだない

というお話だったんですけど、さすがに買ってまでは入れようとは思われませんか。何ていうんです

か、住民の方が寄付とかでから入れられたら入れようかとか、そういうことを、どちらかちょっとお

聞きしてお願いします。

○議長（藤山 巖議員） 尾﨑教育長。

○教育長（尾﨑 龍彦君） これは、選権が各学校長にありますんで、極端にいえば学校図書、図書室、

教員の中に図書の担当者が出ておりますが、それが選任して校長がやることですから、私たちがどう

こういう問題ではありませんので、学校の判断になるかと思います。

○議長（藤山 巖議員） 河内議員。

○議員（２番 河内 賀寿議員） 小学校の図書が健全になればということでございますが、私の経験

から、麻郷小の６年のときに、クラスの部屋が１つ足りなくなるということで、急に図書室がなくな

るということに遭遇したことがあるんです。小さな工作室のような部屋に書物を入れるということで、

半分以上の本は焼却場の下のところに持っていって、積み上げて、入らんかったもんは燃やすとか、

我々にいる本があったら持って帰っていいよということがあったんです。これ子供のときすごく印象

的で、写真のような、朝日グラフみたいなやつとかいろいろ持って帰った記憶があるんですけど、図

書の本というのはそれまでは非常に大事に使いなさいと、すごく教わってきたことを急に大人の事情

といいますか、部屋がなくなるからとかいう形で、積み上げて燃やさんにゃいけんようなることがあ

るというのを、子供のときに体験したことがありまして、いや、いろいろ例えばそこまでせんでも、

いろんな周りの小学校にばらばらに持ってくなりないんかなと、そういうことがあったこともあるん

ですが。

今はそういう時代じゃないかもしれませんけど、結局そういうことは稀ってか滅多なことじゃない

かもしれませんが、よく図書として廃棄処分とかされるというのは、それもやっぱり自主的に学校の

先生とかが考えて、いつもの冊数からちょっと増えたけえというちょっと邪魔になるからということ

で、普通に廃棄処分とされるようなこともあるかどうかちょっとお願いします。

○議長（藤山 巖議員） これは、閲覧制限とはちょっとずれておりますが、教育長。

○教育長（尾﨑 龍彦君） 御質問、最初のあった質問とは確かに議長おっしゃったように違いますが、

折角の機会ですから、疑問点であろうと思いますんで、お答えしときます。

これは、公費で購入するわけですが、購入につきましては、各学校にその決められてる予算の中で

買うようにしてますが、廃棄につきましては、必ずその廃棄について教育委員会のほうで１つ１つの

本について必ず提出をさせるようにしています。

今、言われたことが本当にあっただろうかというふうに思いますが、現在では学校教育課長名で廃

棄についてはしないような、本を大切にしなさいということで、古い本もできるだけきちんと取って

やっていくという形で、書庫がいっぱいになったら大変非常に古いものということもありますが、そ

のことについても、所蔵の本の数について、非常に今、県教委のほうもできるだけ多くの本を学校に

所蔵するようにという措置もありますので、できるだけ廃棄しないようにという形でやっております。

したがって、廃棄するにあたっては、教育委員会に必ず承認といいますか、それに通知をして、そ
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れに基づいてやらしておりますので、学校が勝手に処分するということはできません。

○議長（藤山 巖議員） 河内議員。

○議員（２番 河内 賀寿議員） 多少ずれたかもしれませんけど、要するにその、ちょっと言い方が

悪いかもしれませんけど、本当はちょっと処分したいけどできないから機会があるからそういう形で

消されるようなことを、毎日考えるような方はいらっしゃらないとは思いますが、そういうことも考

えた上で関連の意味でちょっと聞いてみたかったのであるんですけど、本は大事にされているという

か、我々のころはちょっと違うかもしれませんけど、今の時代は非常に大事にされているという感じ

たところで、今後ともそれでよろしくお願いいたします。

これで質問を終わります。失礼します。

○議長（藤山 巖議員） 以上で河内賀寿の一般質問を終わります。

………………………………………………………………………………

○議長（藤山 巖議員） ちょっと皆さんお諮りしますが、ここで一旦休憩したいと思いますが、い

いですか。ちょっとはやいですか。（発言する者あり）１問だけしましょうか。（「一つだけでも、

全部すりゃいいけど、ちょっと早いから」と呼ぶ者あり）質問だけ、ちょっと。

それでは、再開しますから、皆さんよろしいですね。ちょっと静かにしてください。

次に松田規久夫議員。

○議員（３番 松田規久夫議員） 私、２問質問いたします。

最初の１問は、高年齢者の再雇用についてと題しまして町長にお尋ねいたします。

少子高齢化の社会に向けて、高年齢者雇用安定法がことし４月１日から施行されました。町役場に

おきましては、来年の４月から実施されるということになると思いますが、この中身は、年金支給年

齢の繰り上げに伴う賃金の受給の空白期間を埋めるためにというふうに私は理解しております。

町役場の職員におかれましては、定年退職を迎えられます希望者全員の雇用を図る、そのための制

度であると思います。

来年４月から実施されるんですが、大きく４点問題点があると思いますので、町長のお考えをお尋

ねします。

一つ、再雇用者の有無により職員採用計画はどのようになるのか。

一つ、再雇用者により町役場職員数が増大すると考えられるが、仕事の役割分担と責任をどのよう

にするのか。

一つ、再雇用者の勤務日数の選択と給与を含めた待遇はどのようになるのか。

最後に、再雇用される職員は、仕事に対するモチベーションの低下が考えられます。他の職員もそ

れに引きずられるようにモチベーションの低下の可能性が高い。職員の仕事に対する意欲の低下に対

して、どのような防止策を実施し、住民サービスの低下を防ぐのか。

以上４点です。

次に、２問目は、役場本庁舎の耐震対策についてということでお尋ねいたします。

この質問は、僕は、３月の議会で、本来すべきじゃったというふうに、今考えとるんですが、どう

いうことかと言いますと、傍聴者の方も御存じと思いますが、ここを出られて、階段がありますよね、

屋上へ上がる。ここで、コンクリート片が崩落というんですか、落下というんですか、で、鉄筋が見

えてるような状況は、早くから気がついたもんで、ただ、このあたりの指摘をどういうふうにしたら

いいのかが、ちょっとわかんなかったもんで、今回の９月議会で質問するということになってしまい

ましたが。

行政には、災害に対して住民の安心安全な場所の確保が求められます。と同時に、町役場、ここが

災害対策本部になると思うんですが、この本部も同様に安心安全な場所に設置されるということが求

められると思います。

先ほどからちょっと言いましたが、本庁舎は鉄筋の崩落してるような現状があるんで、大地震を想
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定しての建物の耐久性に疑問符がつくんじゃないかと、町民に、その耐久性が示されておらず、安全

性が明確になっていない現状がある。

ほぼ半世紀経過しているこの庁舎が、耐震補強されておらず現状のままでは、危険な場所に対策本

部があり、ふさわしくないんじゃないかというふうに私は考えます。

町財政を考慮した非常に難しい判断が求められると思いますが、町長のお考えをお聞きしたいと。

この本庁舎の耐震対策としては、以下の４点が考えられると思いますので。

一つ、現状の建物を耐震補強する。

一つ、現在のこの敷地内で新築する。

一つ、他の場所で新築して、町役場機能を移転する。

一つ、役場自体を他の利用できるような建物に機能を移転する。

町長のお考えをお示しお願いいたします。

○議長（藤山 巖議員） その前に、松田議員、御理解いただきたいと思うんですが、答弁は午後に

させてもらうちゅうのはどうでしょうか。ちょっと時間が……

○議員（３番 松田規久夫議員） いいですよ。私は構いません。

○議長（藤山 巖議員） いいですか。かなり答弁の時間がかかるかもしれないから、私の予想で、

御協力をお願いします。いいですか。

○議員（３番 松田規久夫議員） よろしくお願いします。

○議長（藤山 巖議員） じゃ答弁は午後にさせてもらいます。

それでは、ここで松田議員の質問で一旦休憩とさせていただきます。

午前１１時５０分休憩

………………………………………………………………………………

午後 １時２８分再開

○議長（藤山 巖議員） 休憩前に引き続き会議を再開し、一般質問を続けます。松田議員、質問席

に。

それでは、答弁を求めます。長信町長。

○町長（長信 正治君） それでは、午前中の松田議員さんの質問に対してお答え申し上げます。

まず、再雇用制度についてのお尋ねであります。

御承知のように、老齢共済年金や老齢基礎年金を受けられる年齢は６５歳からです。お尋ねのよう

に、老齢共済年金については特例的に６０歳から支給されておりました。

しかし、平成２５年度以降は、生年月日によって段階的に支給開始年齢が引き上げられていくこと

になります。これにより、平成２５年度末、２６年度末定年退職者の年金支給開始年齢は６１歳とな

り、その後、２年に１歳ずつ引き上げられ、平成３３年度末以降の定年退職者は６５歳からの年金支

給となります。

再任用制度は、こうした年金支給開始年齢の引き上げもあり、１０年以上前から法や条例が整備さ

れてきましたが、本町では、これまで定年退職の場合に、無年金期間が生じないことや高齢職員が多

いという人事上の問題もあり、再任用職員を雇用いたしたことはありません。

しかしながら、こうした年金問題に加え、職員の大量退職等の影響も深刻なことから、地方公務員

法及び田布施町職員の再任用に関する条例に定めるもののほか、本年８月末に、平成２６年度版の再

任用に関する要綱を制定いたしました。

この要綱により、現在、４人の職員が再任用の申出を提出しておりますので、今後、面接、選考を

行い、１０月には内定通知を行おうとしております。

この制度に関しては、全員協議会でも説明することとしておりますが、今回、４点のお尋ねであり

ますのでお答えいたします。

１点目として、「再任用制度と職員採用計画との関係」でありますが、来年度の例で説明しますと、
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本年度末で退職する職員は１４名おります。現在、常勤で再任用を希望する者が３名、短時間勤務で

再任用を希望する者が１名おります。

常勤の再任用職員は定数内職員としてカウントすることとなりますので、不足する１１名を本年度

の職員採用試験の２次試験合格者として、現在、意向確認を行っております。

２点目として、「再任用により職員数が増大するのでは。また、職責はどうするのか」とのお尋ね

であります。

さきに申し上げましたように、常勤職員は職員定数条例の適用を受けますので、短時間勤務の職員

をどう管理するかというのが、今後の課題となります。職責については、今回の要綱では、基本を係

長クラスの主査、担当業務を処理する主任、事務補助の主事の３つとして、本人の希望、在職中の実

績、経験を考慮し、決定いたします。

３点目として、「勤務日数の選択や給料は」とのお尋ねであります。勤務日数は、常勤の場合は通

常職員と同じとなります。短時間勤務の場合は、本人の希望と実際の職場の事情を勘案し、週３日や

１日６時間勤務などで設定していくこととなりますが、本人の希望と合わないことも当然出てまいり

ます。また、再任用職員の給与は、人事院勧告に基づき、職責に応じて、職員給与条例で定めており

ます。

４点目は、モチベーションの話でありますが、再任用職員は通常の職員と求められるものに何の違

いもなく、今回の要綱でも、再任用の選考条件を幾つか掲げておりますが、その一つに、申し出の段

階で、本人から、「再任用職員として意識を切りかえ、上司及び同僚と協力して円滑に職務を遂行し

ます」との誓約を受けるようにしておりますし、議員が御心配されるようなことはないよう適正な制

度運用に努めたいと考えております。

２点目、次に、役場本庁舎の耐震対策についてのお尋ねであります。

役場本庁舎は、昭和４４年の竣工で、モダンな建物で町民からも大変親しまれてきましたが、

４４年が経過する今、老朽化も進み、その特徴的なデザインから、反面、耐震面では大変脆弱な構造

となっています。

町では、平成２１年１０月から耐震診断を行い、平成２２年６月に診断結果の報告が出されました。

結果は、役場庁舎などに求められているＩＳ値０.７２に対して、１階のＸ方向が０.３８、Ｙ方向

が０.２７しかなく、２階はＸ方向のみが０.６７とわずかに耐震基準に足らないというものでした。

これに伴い提示された耐震改修案は、１階については、玄関ホールに２５センチの増設耐震壁と、

町民福祉課側、健康保険課・税務課側ともに、庁舎内の窓口カウンター側と課内を横断する鉄骨ブ

レースを設置するというもので、役場機能が果たせなくなるほどの大改修となり、事業費も

５,２３３万円と試算されたことから、小学校、公民館等の耐震対策を先行してまいりました。

役場本庁舎の耐震対策については、昨年、プロジェクトを立ち上げ検討した結果、「本庁舎につい

ては、大規模な震度の振動及び衝撃に対して倒壊または崩壊する危険性がある。また災害時の本部拠

点施設を失うリスクが高いことは大きな問題であり、安全面からも、築後５０年が経過する平成

３２年までには建て替えることが適当で、早期に計画策定を進める必要がある。」という報告が提出

されました。

プロジェクトでは、松田議員が今質問された「現位置での新築」、「他の場所への新築移転」、

「他の建物への移転」の３案について、それぞれのメリット、経費試案、問題点などの洗い出しなど

を行いました。

その結果、旧田布施工業校舎の利用が、「役場、保健センター等の一体利用が可能であること。」、

「校舎面積が広いためゆとりのある庁舎改装計画が可能であること。」、「財政状況に応じて建設計

画を立案できること。」、「段階的な整備が可能なこと。」から、最も優先して検討すべき案といた

しました。

このため、現在、山口県教育委員会に、田布施町への譲渡等が可能かと問い合わせている状況であ
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りますが、県も利用計画を検討されており厳しい状況にありますが、状況がわかりましたら報告をさ

せていただきます。

今後の庁舎のあり方について協議させていただきたいと考えております。

以上であります。

○議長（藤山 巖議員） 松田議員。

○議員（３番 松田規久夫議員） 質問の第１のほうですけども、年度末で１４名の退職の予定だと言

われましたが、早期にやめられる方が何人で、６０歳の定年を迎える方が何名という内訳の説明がな

かったんですが、教えてください。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） ６０歳定年退職が７名であります。

○議長（藤山 巖議員） 松田議員。

○議員（３番 松田規久夫議員） ７名のうち４名が、３名が常勤で、１名が短時間勤務という、定年

を迎えられない７名の方が早期にやめられるというのは、退職金等の問題が大きく影響してるのかも

わかりませんが、それ以外に、僕は、４項目めでモチベーションという、働く意欲の問題を取り上げ

ましたが、このあたりが、現職員に、内情はわかりませんが、既に、働いてる職員にモチベーション

の低下が見られるために退職を待たずに７名の方が早期にやめられて、新しいせっかくいい制度がで

きるのに、その恩恵にあずかれないというのは、何か、町の執行権のある町長初め幹部に、職員の指

導力等に問題があるんじゃないかという気がしているんですが、このあたりはどんなもんでしょう。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） 早期退職、勧奨につきましては、私のところへ話がある。その場合において、

事情等十分に確認しながら進めております。

ほとんどの方が、当初からそういう計画でしたということでありますし、今の退職金については、

そうだということは１人もいただいておりませんが、多分そういうことは言われないと思います。

当初計画からのそういう希望なんだというのが主みたいです。また、組合等との話し合いの中にも、

その辺は問題があるんじゃないかという、組合からも指摘をいただきましたが、決して問題があると

は思いませんし、もし問題があるんであれば、もっと若い段階で、その辺の話がどんどん出てきて当

り前だろうというふうに思いますし、職員自体がいろいろと苦慮しとる部分もわかります。ほとんど

ここに参与として並どる中にもおりますので具体的なことは多くは申し上げませんが、一生懸命、皆、

やってくれていることには間違いありません。

以上であります。

○議長（藤山 巖議員） 松田議員。

○議員（３番 松田規久夫議員） 職員の管理につきましては、住民サービスの低下がないように、そ

のあたりの御指導はお願いいたします。

次の質問は、新採用に関してですが、やめられる１４名の方、それで、常勤が３名、新たに採用す

る人が１１名、足せば１４になって、何ら仕事の割り振り等考えなくても、ただ数字だけ合わせてい

るような、１４名いなくなるから１４名働く、数字だけ合わせたような採用の仕方のように、僕には

思えるんですが、このあたりはどんなでしょうか。

言いますのは、通常、定年６０歳、大学を出て２２歳、そうすると３８年間働くようなイメージに

なると思うんです。現在、役場の職員が１２０人弱、そうすると１年当たり平均３人が……、

１２０の数字が正しいとしたらですよ、仕事の割り振りの関係で。３８年ですから、毎年３を掛けま

すと、この近い数字になると思います。毎年、３、３、３、３、３というような格好でいきますと非

常にバランスのいい採用の仕方になる。

ところが、近年、非常に若者の採用が多くて、将来、年齢のものすごくアンバランス、こういう事

態が、２０年後の、僕がシミュレーションの結果を持ってないですけど、田布施町も人口もかなり減
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ると思ってます。こういう中、税収も落ち込んでいく、そうなると、今の１２０人弱いる職員数の維

持も難しいような中で、新たにここ近年の採用数が多いというのは、何か、将来に非常に問題を残す

ような気がするんですが、どんなもんでしょう。お答えをお願いします。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） 町の職員定数条例等はもう御承知かと思いますので、それに基づいて、今の

町の職員は規定どおりおります。

一番懸念されてるのは、今言いましたように、一時的に非常に若い職員さんが増えている。定数は

変わらないのに人数合わせかというふうに言われましたが、そういうことではございませんし、定数

の基準に基づいてやってるわけですから。

ちょっと気にされているのは年齢層の関係であろうと思います。以前にも、議会でも話したかもわ

かりませんが、私が町長になったときに、７２％が５０歳以上の、７２％ですよ、常識では考えられ

ませんでした。

それは、いろんな諸事情があった経緯があるから、そのことについて触れることはいたしませんが、

それを、現在、一生懸命、職員定数を含めて対応してまいった経緯があります。

今回等の職員採用につきましても、非常に年齢のバランスをとる必要もあるということで、社会人

枠、経験等含め、ある一定の年齢の方まで試験を受けられるように対応していくということを兼ねて、

今やっております。

ですから、昔のように、退職年度時十何名とか、あるいはひどいのは１８名ぐらいおった経緯もあ

りますが、そういう事態のないように、今は一生懸命、その辺を対応して職員のバランスをとる。た

だバランスをとるだけではいけません。あくまでも、町民に対して行う職務というのは、サービス業

務として、しっかりと町の態勢を立て直して、町民の皆さんにサービスできる、町民に対してやらな

いといけないことを含めて、やはり専門的な知識を持った者、あるいは社会で経験した者、あるいは

新たに学校を出て専門的なものを持っている者、そういうのをバランスよく、今、職員採用として対

応しております。

現在、一番多い年齢層では４５歳ぐらい、それが７名ぐらいになると思います、年代別で。それ以

外はもう、多くてもそれを超えるような年代層はありません。できるだけその辺のバランスをとりな

がら、これは私だけの問題じゃありません。今後町政を運営される、どなたがなられても、一番苦労

される点だろうと思います。自分自身が思っておりますし、また自分自身もそれを通してきました経

緯がありますから。バランスよく職員は対応していかないといけない。

そして、それによって住民サービスを低下さすことのない体制づくりが必要だということで、職員

採用等については一生懸命、関係者と協議しやっております。

○議長（藤山 巖議員） 松田議員。

○議員（３番 松田規久夫議員） 新人、新しい人を採用計画で、少し質問させてもらいましたが、つ

い最近、最高裁判決で、例の婚外子の、民法のほうを違憲だという判決が出たと思うんです。田布施

町職員に採用になりたい人が、生まれた年代で希望しても田布施町の職員になれないというふうな、

そういうことがあってはいけないと思って、ちょっと言わせてもらったんですが、町長言われたよう

に、大変努力されてるようですから、今後とも、バランスのいい採用計画をお願いいたします。

次に移ります。町長の答弁で、耐震補強が５,２３３万円でしたが、お金がかかるということで、

もう耐震の案は考慮にないように僕は受け取りました。それと、新築についても、今の時代、非常に

高額なお金がかかるということで、この場所で、あるいは他の場所で新築するという案は、頭の中に

はないような、そういう印象を受けまして、残る、僕の質問の中では、書いてます４番目の他の建物

に移転という、その候補が、田布施工業の跡地の利用だというふうにお答えになったというふうに理

解いたしました。

ここで、一つ提案があるんですけども、町役場、県のほうが田布施町に譲り渡すという条件がつい
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てからのことだと思うんですけども、田布施町役場自体をそっくりそのまま今の工業の跡地に持って

いくという案も一つかと思うんですけども、中学校、毎年借地料が１,３００万円で、２４年度は、

土地の購入費として４,０００万円、決算の資料をもらいましたけども、高額な、田布施中学校、支

払いがありますんで、今後、田布施に一番可能性がある災害といえば、地震も可能性があるでしょう

けども、近年の雨の降り方を考えると水害が一番だと思います。

田布施中学校の１階を使わずに２階以上を使って、というのも、一つおもしろい案じゃないかなと、

もし水害にあっても、１階は物置程度のぬれてもいいような物を入れとって、ほとんど機能的には

２階以上に持っていって、中学校をというのも一つおもしろい案かなというふうに思いますんで。

単に、町を田布施工業へという、それと中学校を持っていって、中学校の後に町役場を持っていく

とか、これも一つのおもしろい案かなというふうに、僕思ってますんで、いずれにしても、費用対効

果の検討が要ると思うんですが、ひとつ、いろいろ考える中で、今言った、中学校、高額な支払いが

ありますから、このあたりも含めて考えてもらったらというふうに思います。

特にお答えは要りません。私、これで質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。

○議長（藤山 巖議員） 以上で、松田規久夫議員の一般質問を終わります。

………………………………………………………………………………

○議長（藤山 巖議員） 次に、西本篤史議員。

○議員（９番 西本 篤史議員） それでは、質問させていただきます。

まず１つが、ふるさと寄附金についてと、２番目に携帯電話、携帯ゲーム、ＬＩＮＥの規制につい

て、これは一問一答で、最初のふるさと寄附金については町長、２番目の携帯電話、携帯ゲーム、Ｌ

ＩＮＥの規制については町長と教育長をお願いいたします。

最初に、ふるさと寄附金について、ふるさと寄附金は、ふるさとのために貢献したいという善意の

気持ちを寄附金にするという形にするものです。全国の各自治体で実施されているが、寄附をされた

方々には、自治体からお礼の品をあげておりますけども、本町では、現在、１万円以上で田布施町史

の本が贈られております。これを見直ししてはどうか。

また、他市町では寄附金額に応じて特産品などを進呈している。柳井では、５,０００円以上で金

魚ちょうちん初め８種類が選べます。寄附していただいた方々に対して喜ばれる品物にするなど、創

意工夫が必要と思うがどうでしょうか。

また、もっとたくさんの方に寄附をしていただけるように、全国に発信することが重要であるので、

町のホームページや広報等も見直してはどうでしょうか。

こないだ、ちょっと調べましたら、平成２４年度、寄附が３２０万円入っているようです。この辺

も含めて使い道とか、それも、町長お願いいたします。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） それでは、お答えいたします。

まず、１点目のふるさと寄附金について、寄附していただいた方に対して喜ばれる品物にするなど

創意工夫が必要ではないかとの御質問にお答えいたします。

現在、本町では、１万円以上の寄附をいただいた方には御希望により田布施町史を贈呈させていた

だいております。しかしながら、毎年御寄附をいただいている方々に対しては、田布施町史を何冊も

贈呈することになり、対応に苦慮しているところでございます。

御質問にありましたように、田布施町史以外にも、田布施特産品や御寄附をいただいた方々に喜ん

でいただけるものなど、本町をＰＲする上で必要であり、改善すべきことであると認識しております。

検討したいと考えております。また、贈呈の条件に、１万円以上の下限を設けていることにつきまし

ても、下限額の引き下げ等もあわせて検討してまいります。

次に、たくさんの方に寄附していただけるように全国に発信することが重要であるので、町のホー

ムページや広報等も見直しをしてはどうかとの御質問ですが、現在、本町のふるさと寄附金のＰＲに
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つきましては、広報、ホームページ、中学校や高校の同窓会などで行っています。

全国的に情報を発信するツールとして、ホームページは有力な手段であると認識しております。既

存のホームページ作成システムが、平成２６年度で５年を迎えることから、平成２７年度に更新を検

討しております。誰からも見やすくわかりやすいホームページに一新できるよう努力してまいりたい

と考えております。

また、広報につきましては、引き続き、盆と正月の帰省時を中心に記事を掲載し、ＰＲも努めてま

いります。

それと、質問の中にありました、２４年度、３２０万円という御寄附いただいた経緯でありますが、

これは、ある方が３年間で１,０００万円を町のほうへということで、１年目のたしか３００万円、

それと２０万円は別の関係だろうと思います。本年度は、３５０万円ですか、その方が町のほうへ寄

附をされました。

使用につきましては、寄附された方の高額の件がありまして、御希望に沿うようにということで御

相談申し上げ、図書等の関係に、多分教育長のほうの関係に使われております。

それ以外につきましては、使用目的を持った寄附行為である件等は、それに使用させていただく。

そして、町に一任という件につきましては町のほうでこの辺を対応して、必要なものに使用させてい

ただいておるという状況であります。

○議長（藤山 巖議員） 西本議員。

○議員（９番 西本 篤史議員） どうもありがとうございました。

去年、３２０万円、まあ１,０００万円いただけるということは、本当、ありがたいことだと思っ

ております。

この制度が平成２０年度から始まっとると思うんですけども、当初、始まったときから、今平成

２５年ということで、途中の寄附の金額とか、その辺はどうなんですか。

○議長（藤山 巖議員） 西本財政課長。

○企画財政課長（西本 重貴君） それでは、お答えいたします。

平成２０年度でございますが１８件で５１万９,５３０円でございます。それから、２１年度が

５件で２６万４,０００円です。２２年度が７件で５７万円でございます。２３年度が８件で３５万

９４０円、そして２４年度が１０件で３２０万円です。本年度、２５年度につきましては８月時点で

ございますけども、３５３万円、３件の寄附がございました。

以上でございます。

○議長（藤山 巖議員） 西本議員。

○議員（９番 西本 篤史議員） 本当、最初は１８件ということで多かったんですけども、年がたつ

ごとに薄れてきて、だんだん減ってきているようですけども、ここでもう一度ホームページとか、広

報、一生懸命やられて、今、田布施町も財政難というか、収入増やすか、節約するかしかないと思う

んで、どんどんこういったＰＲをして、財政のほう、収入のほうをもっと入れていただきたいと思い

ます。

ちなみに、平生、光市、隣ですけども、こういったふるさと寄附金の記念品とか、これは全くござ

いません。柳井は、金魚ちょうちんとかフラワーパークの入場券とか、甘露醤油とか、いろいろ特産

品とかありますので、田布施も特産品、いちじくワインとか、田布施のお米でもいいですし、交流館

の商品とか、いろいろ考えられて、寄附したくなるような記念品を差し上げて、もっともっと寄附を

していただけるようにしていただきたいと思います。

続きまして、次の質問でございます。携帯電話、携帯ゲーム、ＬＩＮＥの規制について、現在、ネ

ット環境はめまぐるしい進化を続け、大人の知らないところで子供たちは危険にさらされております。

携帯電話、スマートフォンで使うＳＮＳ──これは、ソーシャル・ネットワーキング・システムの

略ですけども──とりわけＬＩＮＥというアプリケーションがあるんですけども、今社会問題になっ
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ておりますけども、とても危険でございます。

全国で事件が多発、学校でのいじめ、家庭での経済的負担、学力の低下など、使い方を間違った場

合、取り返しのつかないことになります。

携帯ゲームも、本来、家庭内でくつろぎの場でやるものにもかかわらず、屋外活動とかにも子供た

ちが持っていって遊んでおります。

学校へのこの使い方の指導はどうなのか。規制はしないのか。入学説明会や保護者会時にネット対

策指導はしないのか。小中学校及び公共施設内での使用制限をしてはどうか。

ちょっと調べまして、今のＬＩＮＥにかかわる事件が、２０１２年７月から２０１３年８月まで、

全国で恐喝殺人事件、合わせて２０件ございます。

それと、先日の新聞、載っておりましたけども、内閣府の調査で、９月７日、新聞に載っておりま

したけども、子供の安全に関する世論調査ということで、約７割の親の方が不安を感じるという結果

が出ております。

また、東京で、こういった問題を重視しまして、７月１８日、ケータイ・スマホ安全教室というの

を学校の中でやっております。また島根県、静岡県でも情報モラル講座というのを学校でやっており

ます。こういったことを含めて、田布施町でも、この対策、この辺をちょっと聞きたいと思います。

大事なことなんで、町長と教育長、よろしくお願いします。

○議長（藤山 巖議員） 尾﨑教育長。

○教育長（尾﨑 龍彦君） 失礼いたします。

まず、私のほうから教育現場等におけるネット・携帯問題についての御質問にお答えしたいという

ふうに思います。

児童生徒を取り巻くネット、携帯の問題は、有害サイト、チェーンメール等から発生するトラブル

や、出会い系サイト、コミュニティーサイトなどの非出会い系サイトを介した事件など、さまざまな

事柄に及んでいるところは御承知のことと思います。

本町では、これらに対応するために、未然防止の取り組みとしまして、学校における児童生徒の情

報モラル教育の充実に加えて、教職員の保護者への啓発や相談体制の充実を図るとともに、県教委が

作成しております問題行動対応マニュアル等を活用しながら、早期発見、早期対応に取り組んでいる

ところでございます。

学校へのネット、携帯の取り扱い方や規制及び使用制限についての指導につきましては、平成

２０年１０月、本町として指針を出しておりまして、児童生徒が利用する携帯電話をめぐる問題への

対応についてというものを出しております。児童生徒、教職員、保護者等への対応マニュアルを、そ

ういった形で、もう既に整備をしております。なお、いろいろな状況は変わっておりましても、基本

的にはその姿勢は変わっておりません。

ここで、指針についての概要を、ちょっと紹介をさせていただきます。

まず１点目は、発達段階を考慮し、小中学校においては学校への児童生徒の携帯電話の持ち込みに

ついては原則禁止とすること。

２番目、児童生徒の通学時における安全等の観点等、特別やむを得ない事情から携帯電話の学校へ

の持ち込みが必要と判断される場合には、学校長の判断により、居場所確認や通話機能に限定した携

帯電話の持ち込みを可能にすること。

３つ目に、学校への持ち込みを認める場合には、校内での使用を禁止、登校後に学校で一時的に預

かり、下校時に返却したりするなど、学校での教育活動に支障がないように配慮すること。

なお、この指針の作成及び実施に当たっては、あらかじめ保護者等との周知を行うなど、学校の取

り組みに対する理解を得て、協力体制を構築することとしており、これに準じた対応が現在なされて

おります。

次に、入学説明会や保護者会時におけるネット対策指導につきましては、平成２４年２月に「入学
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式等の日における情報モラル指導の実施について」により通知しているところでありまして、入学式

や入学説明会等の日において、携帯電話やインターネットの利用に係る情報モラルについて、中学校

入学生への指導や、その保護者に対して啓発を行っております。

概要を紹介をさせていただきますと、１つ、インターネット利用のメリットとデメリットについて

十分把握させる。

２番目、インターネット利用の学校や家庭での約束事やルールづくりをしっかりする。

３番目に、学校、保護者、それぞれの役割について周知していく。

４番目は、トラブルが発生した場合の対処法について、いわゆるマニュアル、それから、どういっ

たところに相談するといった、そういったものを示しております。

５番目、一番大切なことですが、フィルタリングサービス等の加入について、ぜひ御協力をいただ

きたいというふうなことです。

最後に、社会教育施設や体育施設等での使用の制限につきましては、学校管理下にある場合や放課

後子供教室等、社会教育課が行っている事業などにつきましては、学校の規則に準じた指導がなされ

るようにしています。

なお、携帯ゲーム機の使用につきましては、学校管理下においては持ち込み禁止ですが、家庭にお

いても健康や学習面に支障を来さないように保護者への啓発に力を入れているところでございますし、

けさも新聞で某高等学校の事例を御存じと思いますが、そういったことからも、情報モラル教育、そ

れから保護者への啓発活動につきましては、今後とも十分やっていきたいというふうに考えておりま

す。

以上でございます。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） それでは、私からは、公共施設の携帯電話などの使用についてお答えいたし

ます。

現在の高度通信社会において、お年寄りから子供まで、日常生活で携帯電話を使うことは当たり前

のこととなっており、今後、ますますその依存度は高まってくると感じています。

公共施設にはいろいろな目的の施設がありますが、不特定多数の方に利用していただく施設につい

て携帯電話の使用規制をかけることはできません。今までも行っておりますように、会議中や大勢の

方がいる中での利用は迷惑行為であり、そうした携帯電話などの利用マナーの向上は、今後とも呼び

かけていきたいと思っております。

○議長（藤山 巖議員） 西本議員。

○議員（９番 西本 篤史議員） いろんな取り組みされておるみたいですけども、実際、子供たちが

どんぐらいスマホを持っているとか、ゲーム機を持っておるとか、親はどういうふうに思っておるの

か、その辺、ひとつアンケートというか、実態調査というか、その辺をちょっとやっていただいたら

と思うんです。

先日も、うちの近所の親御さんに聞いたら、小学校２年生の女の子が、スポ少で、今のＬＩＮＥや

ってメールしたいからスマホを買うてくれという格好でせがむらしいんです。

皆さん御存じと思いますけども、スマホ、アプリはただなんですけども、ＬＩＮＥはただなんです

けども、スマホを買えば、通話料が大体７,０００円、新型の機種を買えば、そのまま２年間月賦、

月に２,０００円としても、９,０００円、親が払わんにゃいけんようになりますんで、その辺の経済

的負担、子供が２人、３人おれば、全員スマホを持たしたらとんでもない生活費かかります。

本当、この辺、親の問題とは思うんですけども、実際、どれぐらい持っておられるのか、また、本

当に必要なものなのか、その辺もちょっと含めて、アンケートとか、見直しとか、今までやっておら

れますけど、もう一度見直しとかをやっていただいたらと思いますけど、どうでしょう、教育長。

○議長（藤山 巖議員） 尾﨑君。



- -- 38 -

○教育長（尾﨑 龍彦君） 本町においても、中学校で調査をしたり、毎年はしておりませんが、それ

から、先般行われました、全国学力学習調査におきましても、各家庭でのいろんな生活実態を調査し

ております。そういった結果も全部出ております。

喫緊の、本町のは一部しかありませんが、全体的に見て、やっぱり県の動向と余り変わりません、

比率が。例えば、紹介しますと、携帯電話の所有率につきましては、平成２３年については山口県の

平均と余り変わっておりません。小学校が１９.９％、それから自分専用については１５％程度、あ

とは親のを借りている程度でしょう。中学校になりますと４７％です。自分が持っているのが３３％、

あとは親から借りたり兄弟のです。高校になると、ほとんど、９５％以上持っているということで、

まだまだ小中学校については、２０％ないし、小学校が半分程度ということは、この数年来、同じぐ

らいの動向でいっちょる、やや増えているかなという感じです。

また、インターネットの閲覧については、小学校で１６％、中学校で５７％ということで、高校は

９７％ということで、大体、携帯を所有する者と見るのが大体似てると思います。

それから、ＬＩＮＥのほうで、議員さんおっしゃいましたけど、インターネットの利用の内容で見

ますと、全体的に一番多いのは、５分の１ぐらいがＹｏｕＴｕｂｅなどの動画が多いように出てます

けども。それから、一番心配されて、本町でも、また後の議員さんでの御質問でも、ちょっとまた御

紹介しますが、ＬＩＮＥなどの交流サイトが一番危険視されております、おっしゃるとおり。これに

ついては、現在、実際的にはすぐいろんな、内容が内容ですので大げさになりますけど、実態的には、

いろんな町で見ると、５％から１０％内ぐらいの状況が、ＬＩＮＥによる、そういったものの利用だ

ということ、だけど、先般も、けさ出ておりました高校等見ても、これもＬＩＮＥの動画を流したと

いうことですが、やはりこれは表に出ると大変大きな社会問題になりますので、結果的に、非常に危

惧されますけど、全体的には５％から１０％ですが、逆に言えば、だからこそ今、しっかり手を打っ

ていかなきゃいけないのかなというふうに思ってます。

○議長（藤山 巖議員） 西本議員。

○議員（９番 西本 篤史議員） 今、２３年度ぐらいからのデータを言われましたけども、こういっ

たものは日進月歩進んでおりまして、数カ月で数字ちゅうのは変わってきますので、本当こまめに

データとらんと、去年こんぐらいやったからええと思うちょったら、ことしはとんでもない数字にな

っとったりしますので、その辺は、半年に一遍とか、ちょっと調査していただいたらと思います。

今、ＬＩＮＥで一番小中学生の問題が出てくるのが、メールして仲間外れ、ＬＩＮＥ外しと今言わ

れておりますけども、それを理由に自殺したり、そういう問題も出ておりますので、とにかく田布施

では、そういった、ここまではあるけども、それ以上の自殺に追い込むとか、そこまでいかさんよう

に対策をとっていただきたいと思います。

なら、私はこれで。

○議長（藤山 巖議員） 答弁要りませんか。

○議員（９番 西本 篤史議員） ちょっといただけたら。

○議長（藤山 巖議員） 教育長。

○教育長（尾﨑 龍彦君） 議員さんがおっしゃるまでもなく、そういった子供たちのいじめ、まして

や自殺等につながるようなことは絶対にないように、これについては、ほかもやっておりますが、特

にこれについては力を入れて、またやりますし、また、そういった対策も、具体的に国の法律も出ま

したけど、それに先立って今取り組んでおります。

いろんな面で御支援いただけたらと思っております。

○議長（藤山 巖議員） 終わり。

○議員（９番 西本 篤史議員） これで、以上終わります。

○議長（藤山 巖議員） 以上で、西本篤史議員の一般質問を終わります。

………………………………………………………………………………
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○議長（藤山 巖議員） 次に、國永美惠子議員。國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 町長、お疲れでございましょうが、通告をいたしました通りお尋

ねいたします。

まず住民サービスについて、窓口等も含めましてでございます。

山口新聞７月１９日の記事に、身体障害者手帳を持つ２０歳以上の人のうち障害年金を受給できる

のに請求手続をしていない人が０.４％程度に上る調査結果を厚生労働省が１８日に明らかにしたと

載っておりました。精神障害や知的障害者の調査は実施しておらず、障害年金全体の請求漏れは２万

人を上回る可能性が高いということでございました。障害者認定の申請を行った時点で対象者が年金

の手続まで行うことができたら、このように社会保障制度から落ちこぼれることはなくなると思いま

す。

本町におきまして、請求漏れはないかお尋ねをいたします。

また、ワンストップサービスが行われているかについてもお尋ねをいたします。

もう１点は、体に障害を持ち、障害者手帳の申請ができる状況にあっても申請を行っていない人が

あるということについてでございます。

一例を申し上げますと、歩行が困難になって通院しているが、本人も家族も年をとったので仕方が

ないと思っていたと、こういうことでございました。私が手帳申請の話をしますと、考えもしなかっ

た、全く思いもしなかったと。早速お医者さんに相談をし、その後、身体障害者手帳が交付をされた

ということでした。特に高齢者になりますと、年だから仕方がないという思いが強く、体に不自由が

あることが身体障害者の対象になることと結びつきにくいのだと考えます。

身体障害者手帳は各種福祉制度の利用を可能にします。住民に身体障害者の範囲等について、わか

りやすく知らせるべきではないでしょうか、お尋ねをいたします。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） それでは、お答えいたします。

住民窓口におけるサービスについてのお尋ねでありますが、町民の方が国民年金の障害者年金の請

求をされる場合、所定の診断書などを添えて、町役場健康保険課に、または社会保険にかかわる障害

年金については徳山年金事務所に請求書を提出することになっております。また、身体障害者手帳や

精神障害者保健福祉手帳、療育手帳の申請につきましては、町民福祉課の福祉係窓口で受け付けをし

ております。

現在、町民福祉課で身体障害者手帳の交付をする際に、障害の部位に応じたサービス制度一覧表を

お渡ししておりますが、この中で障害基礎年金の項目を設けており、その場でお問い合わせをいただ

いた折には、健康保険課窓口に御案内をしており、障害者年金の請求漏れや防止やワンストップサー

ビスに努めております。

また、精神障害者保健福祉手帳及び療育手帳の交付を受けられた方につきましても、今後先ほど触

れましたサービス制度一覧表の活用を図ることとし、請求漏れのないように対処します。

次に、障害者手帳の申請ができる状況でありながら申請を行っていない方への対応についてお答え

いたします。

重いけがや命にかかわるような病気などにより明らかに障害を持つこととなった場合のほか、高齢

によるものや一般的な病気を原因として障害を持たれた場合においても、障害者手帳の交付対象とな

る場合がございます。これらのケースでは御本人が障害を持ったという意識のないまま、障害者手帳

を取得することにより得られるサービスを受けずに過ごしておられることも考えられます。障害者手

帳の交付対象となる障害は多岐に及ぶことから、具体的な身体の部位や症例など全て広報することは

難しいものと思われますが、加齢や病気など原因として生活に不自由をきたしている場合、まず町役

場、または医師に相談するようＰＲの手段を考えてまいりたいと存じます。

以上であります。
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○議長（藤山 巖議員） 河村町民福祉課長。

○町民福祉課長（河村 五男君） 質問の中にありました請求漏れはないかという御質問でございます

けれども、今、町民福祉課福祉係におきまして、身障者手帳、療育は知的ですけども、それに精神手

帳を受け付けをして県のほうに進達をしております。これにつきましては、手帳によって違いますけ

れども約１カ月から２カ月程度、申請について、県から認定おりてくる間に時間がかかります。その

認定がおりて申請者に手帳を交付する際に、あなたの身障の等級、この場合に受けられる、いわゆる

住民サービス、これ等の説明を行っております。

また、障害年金を該当されるかどうかというのは、もちろん持ち場ではありませんので、健康保険

課のほうに御案内して、国民年金であれば町のほうへ、社保であれば年金局のほうへ申請をされるよ

うにお話しをしております。

また、障害の等級、即、障害年金の等級という形になりませんので、申請された方に対して請求漏

れがあるかないかという数字は町のほうでは把握をしておりません。

以上です。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 町のほうで把握がないとなると、もしかしたら田布施町もそうい

う方がいらっしゃるかもしれないという可能性があるわけですよね。そういうことでよろしいでしょ

うか。

○議長（藤山 巖議員） 河村課長。

○町民福祉課長（河村 五男君） 障害のも、年金の関係もこれあくまでも個人申請でありますので、

御相談して御紹介して、その時点で必要書類、これがそろってない場合等もありますので、その場を

また帰られる方もございます。その後の追及というものはしておりませんので、請求漏れがあったか

どうかまでは現在把握しておりません。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） その一番最初に申し上げましたように、手帳がきちんと、申請を

されていらっしゃったときに、きちんとその障害年金の話までを納得して帰っていただければ、そこ

ですぐ書類が出され──次の機会になるかもしれませんが、そういうことが可能になると、漏れがな

くなるということになろうかと思うんですよね。それは住民サービスの一環として、もう絶対に漏れ

がないという形で進めていっていただきたいと、このように思います。

制度があっても使わない方というのはいらっしゃるんですよ。障害者ということになりたくないと

いう思いもあるのかもしれませんけれどもね、いろんなところでいろんな制度、高齢者のタクシー券

などでも対象に十分なっても、「私、使いません」と、こういう方もいらっしゃるんです。就学援助

もしかりですね。「要りません」と言う方もいらっしゃる。その人に無理に勧めようというんではな

いんです。本当にこの制度があってよかったなという、ああ、知らなかった、町の窓口で一言言って

もらってよかったなという、こういう方のために、ぜひそこまでの対応はしていただきたい。こうい

うのがありますよというのは全部教えて差し上げて、その一覧表の中に年金もあるとおっしゃったけ

れども、そういうことまでも丁寧に対応していただきたいと思います。

それは本当に、２つ目に、障害者になるかどうか知らなかった、全く考えも及ばなかったと、こう

いうところにもつながるんです。だから、この漏れがないようにしっかりと対応していただきたい。

住民サービスをしていただきたいというふうに思っております。それで２つ目は、自分が障害者に該

当するかどうかわからないと、これもなかなか難しいんですね。これをどのように住民の皆さんに知

らせたらいいかというのは非常に難しいんですけれども、でも税の控除というのも──障害者手帳交

付されれば税の控除というのもあるんですね。そうしますと大変大きなものにもなりますので、ぜひ

ここのところはしっかりとやっていただきたいというふうに思います。

もう１点申し上げたいのは、今は今の窓口対応でいいのかもしれませんが、もう一歩踏み込んで対
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応していただきたいと、漏れのないような対応ということと、それから民生委員さんやなんか、そう

いう方のお話もお知らせ、高齢者の方にお知らせというのではできるんじゃないかと思いますので、

そこのところもしていただればと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（藤山 巖議員） 河村課長。

○町民福祉課長（河村 五男君） 議員さん御指摘のように、高齢者の方々、これについては、年齢に

よる障害は該当されないと思っている方も多分あると思います。それにつきましても、障害等につき

ましては、手とか足とか体の場所によってこの認定方法がかなり変わってまいりますので、その辺を

なるべく障害が不安な方は医師に相談するように広報等で、どういう形かちょっと考えますけれども、

ＰＲのほうを努めてまいりたいと思っております。

それとまた、それをするのに民生委員さんの活用というのも民生委員さんの活動の中で、うちから

また今度、定例会等がございますので、この辺を対処してまいりたいと思っております。

以上です。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） そうですね。知らなかったからといって不利益を被らないように

という対応は、ぜひしていただきたいと思います。

先日、窓口サービスのことで申し上げるのが、先日住民の方が困り事で電話をされたんだそうです。

そうすると、担当課へかわると言って、電話が保留に、保留音が聞こえたまま１０分以上待たされた

と。３番目に防災について行いますけれども、まあそれはそういうときに今しなきゃいけないという

ものではなかったからいいんですけれども。それが裏山が崩れてきているとか、前の川の水があふれ

ているとか、そういうもんだったら１０分も待たされたら状況が変わってきます。それは町長、窓口

の対応というのはきちんとしていただきませんと、たとえ新しく入られた職員の方であっても、住民

は新しい人だからとか、課長だからとか、そういう目では見ません。もう役場に入った職員はみんな

プロです。住民の目から見てはプロなんです。それは私のように素人でわからない部分もあるんです

けども、プロの方はやっぱりいろいろな物事を知っておいていただきたい。

というのが、今の電話の話なんですけれどもね。こんなに待たせていいのか。その方は１１分たっ

て、とうとう電話を切ったと。で、担当に回しますと言われたんだけれども、１１分で電話を切りま

した。よく１０分も辛抱されたなと思ったんですけれどもね。そういう状況もありますので、以前に

はマナーマニュアルのようなものも活用されておりましたけれども、一体、基本的な部分での住民

サービス、職員の対応というのがどうなっているのかという、私ね、大変不安になるんですよ。もし

本当、これが命にかかわることだったら１０分待てません、町長、いかがでしょう。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） 状況がちょっとわかりませんでしたが、そういう待たすような状況があった

んであれば、これから職員のほうにしっかりその辺をないように注意してまいります。

それといつも職員に言っているんですが、職員は町民から言えば、全て役場のことを皆知っている

ように思われているんだと、だから自分が取り次いだときに、自分も知ってるつもりで住民の方は聞

かれたんだと、その落ち度のないようにちゃんと所管のところへ案内するなり連絡するなりちゃんと

しなさいということは、若い職員には私も日ごろ心がけて話をしております。町の職員は全てわかっ

ているもんという対応の仕方をしないと、これは大変失礼に当たるということをいつも言っておりま

すんで、先ほどの１０分も待たすなんかとんでもないです。私でも頭に来ます。誰がやっても同じこ

とだと思います。ちょっと状況が把握できなかったんですが、注意して、こういうことがないように

したいというふうに思います。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） ぜひそうされてください。

もう１点、窓口のサービスで申し上げて、今町民課のほうの方でしたけれども、例えば固定資産税
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が払えないとか国保税が払えないとか、こういう場合でも町民の方に、もしかすると生活保護の対象

になりませんかというようなお話は一言していただきたいと、いろんな状況があるんで、それも含め

て窓口の対応と、今町長がおっしゃったように、みんなできると思っていますから、そういう対応も

しっかりしていただきたい。ほかの部署でも住民サービスはしっかりしていただきたいと、このよう

に思います。

２問目に参ります。麻里府墓地についてでございます。大変これ、町長もでしょうけども、私も頭

痛いなと、いろいろ難しい問題が多いなというふうに考えております。それで、町営墓地にかかる条

例制定について、当時の議会は、議会全員協議会で３時間にわたって大もめ、その後、開いた臨時議

会でやっとのことで条例を可決したと、新聞記事になるようなことでございました。難産の末に可決

された条例は、今も幾つもの課題を本町に残しております。

さて、墓地の土地について進展があったと聞きましたが、現状はどうなっておりますでしょうか。

その後、どうなったかということでございます。２００１年５月に出されました資料にもありますよ

うに、本町の考え方は現状のまま放置しても町条例は存続しており、問題を複雑化させるおそれがあ

る。時間をかけて解決方法を検討する以外に方法がないのではとも考えられるということであったろ

うと思います。その後、十数年経過をいたしております。町営墓地という安心、信頼で買い求められ

た方に応えていくことも必要でございます。今後の対応、方針をお聞かせください。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） お答えいたします。

町営の麻里府墓地についてのお尋ねであります。墓地について進展があったのでと、現状を尋ねる

との質問ですが、昨年の１２月議会におきまして、町営麻里府墓地の土地の相続及び所有権移転の登

記手続については、本町が代位で嘱託登記を行い、平成２４年８月７日に墓地に関する土地の所有権

移転登記は完了しましたこと、町営墓地の経営方針や整備計画等については、慎重に検討してまいり

たいと考えておりますと報告しております。

土地につきましては、先ほど申し上げましたとおり田布施町名義となりましたが、その後の取り組

みはいろんな問題があり、まだ進んでおりません。麻里府墓地につきましては、以前にも一般質問を

されておりますが、多くの課題があります。その解決に苦慮しているところであります。

いずれにしても、条例上、町営墓地である以上、適正な管理を図っていかなくてはなりませんので、

今後は引き続き慎重に検討していまいります。

御質問の中に、十数年前に土地の問題等が出て、どうするんだということでございました。当時の

いろんな質問等の資料を引っ張り出して、ずっと精査してきたわけですが、少しだけですが、進展は

させているんです。ただし、御承知のとおり、議員さんも現地に行かれたと思いますが、非常に難し

い状況の中で少し少しできるだけ進展していって、関係者に御迷惑かけないようにしていくというの

が私の信念でありますし、何度も私も足を運んで現墓地を見てきて、その結果、少しでも進めていく

ことをしないといけないという判断のもとで今やっております。

以上であります。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 最終的には条例を廃止するのか、残すのかということであろうか

と思いましたが、今の町長の御答弁だと条例を残すと、こういうふうに受けとめたんですけれども、

それでよろしいんでしょうか。

それと、これそもそも出発が民間で開発、販売、民設民営、その上に町の条例がかぶさってきてい

るからややこしくなる。で、この全く逆の施設というと町長、何を思われますか。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） すいません、全く意味がわかりません、すいません。今ちょっとピンと来な

かったんですが。
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言われるとおりであります。当時の状況をいろいろ酌み取っていきますと、個人ではできない、民

間ではできない。そのために町を名前を出せばできるという判断のもとでやった経緯が今現在こうい

う状況になってきているわけです。

ですけど、そうはいっても過去できたものを否定してもしょうがありません。それには今後、その

関係者に対して御迷惑かけないこと、地域の関係者とも十分その辺を踏まえてやっていかなきゃいけ

ないということで、非常に長年かかっております。当時の直接関係者の方は今健在の方はおられませ

ん。残ったのは条例と現況がああだよというのが現在残っている状況であります。でも、それはその

まま放置するわけにいきませんから、役場も時間をとりながら少しでも少しでもその辺が解決できる

ように今やっているわけです。

それと最後に、逆の関係というのはちょっとよう理解ができないんですが、もう一度お願いします。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） ですから、条例を廃止しないということですよね。もう最初にそ

のことをお尋ねしたんです。

２番目に申し上げたのは、この町営墓地はまさに民設民営で町条例と。私、これずっとやってきま

したときに、特別養護老人ホームたぶせ苑のことが頭に浮かんだんですよね。たぶせ苑、民設民営で

随分いろいろやりとりした時期ございましたよね。これもまだいろいろ残っていますけれども。田布

施町が土地を提供して、田布施町が建てた特別養護老人ホームたぶせ苑、それは逆なんですね。条例

がない。ですから覚書と、こういうところで、その何ていうか。そうすると田布施町麻里府墓地、町

営麻里府墓地は逆なんですよ。それに比べるとね、全く。

ですから、やっぱり私、町長が今おっしゃったように、皆さんに迷惑かけないように、たとえ民設

民営でできたものであっても、そもそもは田布施町の住民の皆さんの要求で、町営墓地が欲しいとい

うところに、もともとはあったんだろうと思うんですよ。そういう思いがなければ、決してこういう

ものには発展していかなったんじゃないかと思うんです。

ですから、やはり私、まずやっていただきたい、きちんと対応していただきたい、今町長もそうお

っしゃったんで、その点では安心をいたすんですけれどもね。一度関係者に集まってもらうとか、そ

ういう方法、もう以前にお聞きしたときにですね、もう諦めてほかへ土地を求めた方もいらっしゃる

し、現金を返してほしいという方もいらっしゃるし、今建てていらっしゃる方もいらっしゃるし、さ

まざまな状況でしたけれども、一回、個々のお話を聞いてみられる、お手紙を出されるとか、何か方

法を考えていかないと、ただ前向きにって言っただけでは、もともと買っていらっしゃった方に対し

て、そういうお話をすべきじゃないかなと思うんですよね。どうでしょう。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） 逆っちゅうんが頭悩めたんですが、条例の有無が逆の場合という意味ですか。

その件には触れません。あのころとはちょっと問題違います。ただ最後に今申されました、関係者と

いうのは、土地の所有者、あるいは土地を買われて自分のものにされている方、（ ）に建てられ

た方、いろんな方がいらっしゃいます。今最後にその方に連絡をとったりするような話でしたが、現

在行方不明の関係が多数いらっしゃるし、そうかといって、行方不明はええが、おる人には連絡来た

という状況が果たして妥当なのかどうかというのも、これは少し研究しないといけない。

というのが、もう当時お金を払われた方が、払われた方がわからない、あとまだ払ったが、渡した

ともわからない。そして、どういう契約をされたかもわからないという状況の中、たくさんあります

んで、少し時間をかけて、しっかりわかっている方もいらっしゃいますんで、その辺等の話をしっか

り時間をかけてやらないといけないと思います。

当時は確かに墓地がああいう状況の中で必要だったんだろうと思います。現在、それがやっぱり土

地と同じように、皆さんそういうふうに墓地を求めておられるのかというのもちょっとありますし、

現況は少し変わってきた、年数が非常にたっているという状況もありますので、もう少し時間をかけ
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て研究しながら前進していく方法をしっかりと煮詰めていきたいということでありますので、今すぐ

連絡をとってということはちょっと不可能かもわかりません。だけど、よく連絡のつく方とは少し話

していきたいなという気は持っております。ただその辺がどういう話になるかというのがわかりませ

んので、しっかり煮詰めた状況でやっていかなきゃいけない。

それとこの件は、もう正直言いまして苦労しておりますから、こういう対応になるまでにはいろい

ろと弁護士の方と相談したり、いろんな状況でやってきております。またそういうものを踏まえて十

分精査した上でその辺を進めていきたいという気持ちでおります。ただ話をしないでお前ら何したん

だということのないように、お互いにしっかり理解した上で話が前に進んでいくように、よい方向に

行くように進めていきたいというふうに思っております。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 関係者への連絡が難しいところもあるということでしょうけれど

も、だけどどうなんでしょうね。返してほしいと言われる希望があるんだったら、それをそのまま放

っといていいのかなというのもあるんですよ。だからといって、そのお金が町に入ってきたわけじゃ

ないと、多分町長がおっしゃりたいんだろうと思うんですけれどもね。だから複雑になってくるんで

すけれども。

どうすればこの墓地を買っていただいた皆さんに一番いい方法で解決できるか。それは難しい、難

しいとおっしゃるけれども、まずその個々に買われた方のお話を聞かないことには、それぞれがどう

いうふうにしたいというのがあるかわかりませんよね。もう他に求めたんだったら返してくれるもん

だったら返してほしいよとおっしゃる方、いや、もうぜひ返してほしいという方もいらっしゃるとい

うことですし、今おっしゃった中では、墓地開発してどうなんだろうと。それは今、樹木葬ですとか

散骨だとか、いろんな形ができてきておりますから、墓石を建てるということをしないという方も増

えておりますから。そういう意味で、広い意味で捉えれば、また違う形での墓地というものができる

のかもしれませんしね。だけど、とにかく関係者に話をしないと、ひとつも話が進まないような気が

するんですけどね。町長、どうでしょうかね。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） 一切話しないというわけじゃないんです。あそこに実際に墓地を持たれて、

はっきりわかっている方、またそうでない方と、あるいは、また墓地一切関係なしにおられる方、い

ろいろありますんで、この辺もしっかり精査しないと、その辺を踏まえて、いろんな解決策を考えて

いるわけです。もうあそこは墓地として十分これから機能していくのに大変だと、じゃあ、他のとこ

ろを心配せいやというようなことを言われたときに、そのほかの墓地がないのじゃ話にもならないん

で、その辺を踏まえてしっかりと精査していかないと。

正直、先ほど議員さん言われましたように、条例だけ作ったような格好になってますんで、実際に

この町と一切の交渉をした関係者ではありません。土地の所有者と関係された方だけなんで、多分そ

の方々も町が間に入って、おお助かったと、全部返してくれるんかというような話が先に出たら、ま

たおかしな話になりますんで、その辺はしっかりと十分精査してから行かないといけないなというふ

うに思っております。

実際にあそこへお参りされる方も、ことしの盆にちょっとのぞいてみましたら、何人かいらっしゃ

るんです。ほとんどもう墓地あるのに参られていない方も多いですね。お盆じゃけ多分みんな参っち

ょってだろうと思うて、盆でどのくらい参っちょってかなと思って行ってみたいんですけど、わずか

しか参っておられないし、これはその辺を十分踏まえていかないと、またおられるのかおられんのか

もわかりませんしね、その辺が。ああいう墓地の問題というのは非常に難しい状況の中で今進めてお

りますので、決してこれを長引かせてどうこうしようという気はございませんが、できるだけ問題な

くスムーズに理解いただいて、進められることが一番だというふうに思っておりますので、少しばか

り、少しばかりではありますが、対応してまいりたいというふうに思っています。
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○議長（藤山 巖議員） 國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） よくわかりました。町長のお気持ちはよくわかりました。ですけ

ど、町長、本当に複雑で、なんとも私も言いようがないんですけど。町営墓地としての広告が先に出

てしまった。その後に条例をつくってしまったと、そういう当初からのいろいろな事情がございます

ので、それは町長が少しずつでも解決していきたいとおっしゃるんでしたら、ぜひお話をされて、そ

れともう一つ申し上げておきたいのは、決して何もお金をかけずに解決はできないと思うんですよ、

私。何かしらの痛みがないと何も進まないんじゃないかと思いますので、その辺もやはり大変財政の

厳しい状況ではございますが、そこのところも頭に置いていかないと何の解決にもならない、進まな

いと私、思いますので、そのことを一言申し上げて、２問目を終わります。

次へ行きます。

○議長（藤山 巖議員） はい、どうぞ。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 防災についてでございます。今朝の髙川議員の方からソフト面に

ついて、ちょっと触れられましたけれども、私はまず命を守るということを、第一に命を守るという

ことでお尋ねをいたします。

田布施町地域防災計画が見直されまして全面改定をされました計画が、私ども議員の手元にも届い

ております。防災対策が充実し、何よりも町民の安全を守ることが求められます。東日本大震災の後、

住民の地震や津波に対する防災意識は高まってきておりますが、安全に迅速な避難対応ができるかと

いうことについては不安があります。

本町では、土砂災害警戒区域が多くあります。その全てに住民が望む防止対策ができることが一番

いいのですが、全てに早期対策事業ができるものではないと思われます。台風のように進路予測がさ

れる場合は早目の避難が可能となりますが、大雨に対しては特別警報の発表後では避難が難しい状況

も出てきます。雨戸を閉めたり、雨音で防災無線が聞こえない場合もあります。個々によっては高齢

であったり、病気であったりと、早期避難すら１人では難しい場合、情報がとれない場合などさまざ

まに考えられます。

降雨量が１時間に２０ミリ以上、降り始めから１００ミリ以上になると十分な注意が必要とされて

おりましても、町民一人一人が雨量を把握し、注意を行い、いつ避難するかと個々に判断するのは非

常に難しいと思いますし、無理ではないかと考えます。何よりも、命を守るということでは、早期避

難が重要となります。本町の避難体制と対策をお尋ねいたします。

○議長（藤山 巖議員） 町長。

○町長（長信 正治君） それでは、お答えいたします。

避難体制と対策についての御質問でありますが、議員御指摘のように、地域防災計画や気象警報、

気象情報といったものは、次々に起こる多様な災害に応じて、見直しや制定が行われますが、一番大

事なのは尊い人命、どうやって守るかということに尽きると思います。そのためには正確な情報をい

かに早く伝え、早目に安全な場所に避難していただくことが大切だと感じています。

まず、情報の把握につきましては、気象庁、下関気象台、山口県総合防災情報ネットワーク、緊急

災害情報システムなどの多くのシステムの整備が進み、その精度も高くなっております。しかしなが

ら、７月２８日に山口や萩を突然襲った時間雨量１００ミリを超すような未曾有の豪雨が、各地でゲ

リラ的に、かつ集中的に頻発し、予測をはるかに超えて大災害が毎日のように起こっていることも事

実であります。

次に、情報の伝達でありますが、気象に関する警報などの発表は、テレビ等で迅速に発表されてお

りますが、問題は、市町ごとに発表する避難勧告などをいかに早くお伝えすることが、本町だけでは

なく、従来からの行政機関の大きな課題となっています。

本町が避難勧告を発表するときは、防災行政無線での放送、田布施町防災・防犯メールでの発信、

広報車での放送、自治会長への電話連絡、そしてマスコミを通じ、テレビ・ラジオ等に取り上げてい
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ただくこととともに、最後は消防団、町職員、民生委員などによる人海戦術となります。

防災行政無線は、現在２９の端末から放送しておりますが、平成２６年度までに聞こえない地域を

解消するため１０基を増設し、今後は３９基での放送を計画しています。また、田布施町防災・防犯

メールには、６６７人の方が登録されており、昨年より６９人増加しています。避難勧告などの種類

は、現在、避難準備情報、避難勧告、避難指示の３つですが、御質問にありましたように、現在の注

意情報、警報に加え、特別警報が発表されることとなりました。

この特別警報は、その地域やこれまでに経験したことのないような異常な気象現象が起きる状況に

なっており、直ちに命を守る行動を呼びかけるものです。こうした場合、避難が危険な場合もあり、

豪雨災害の場合は、２階や屋根に避難するなどの選択肢しかないケースも考えられます。早目の避難

が大前提となります。

また、避難所開設の問い合わせの際には、住所、援助者がおられるか、避難所への移動は自分でで

きるかなどをお聞きし、避難所まで役場の車でお送りする場合もあります。

避難場所については、現在、公共施設、民間施設あわせて３２カ所を指定し、災害の状況にあわせ、

開設しておりますが、本年度に新たに津波対策編を策定することとなりますので、今後、県が新たに

提供する浸水エリア情報等をもとに、大津波警報等の際、避難が必要なエリア、避難所を置くエリア、

避難所運営マニュアル、備蓄食糧などを規定していくこととしております。

以上であります。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） いろいろとお聞かせをいただいたんですけども、それでまず問い

直さなければいけないのは、それで命が守れるかという一言に尽きるんですけれども。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） 確約したことはできません。自分の命は自分で守るというのが一つの大きな

課題になろうかと思います。なお、自分でできないものは、やはり先ほど申し上げたようないろんな

対策を立てて、弱者の人に対しての対応をしっかりととっていかなきゃいけない、この辺が一番にな

ろうかと思います。健康な方が自分の体を過信して、逆に災害に被害に遭ってしまうということのな

いようにすることも、この防災の中で大事な項目の一つになります。消防団を含め、あるいは関係者

が逆に被害に遭わないようにすることも、特にそういう災害に対する避難対策の重要性というのもあ

ろうと思います。

どうかなと言われても、ちょっと、それで守れるかって言われてもお答えできませんが、最大限守

れるんだという気持ちが表に出せる対策はしていかなきゃいけないというように思っています。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） どうなんですかね、そこのところを一番知りたいんですよね。本

当に大丈夫なのかというところが知りたいわけですけど、まだまだそこの「大丈夫」と言えるまでに

は、まだまだいろんな対応があろうかと思うんですね。さっき１問目のときに申し上げましたように、

さっき問い合わせの際にはとおっしゃったけれども、１０分待たされたんじゃ、裏山が崩れるか、前

の川が溢れるか、こういう状況ですからね、それは本当に基本的なところでございます。

それで、確実に避難をするという意識を町民に持たせると、持ってもらうと、こういうことですよ

ね。それで自主避難になるんですけれどもね、自主避難については、先ほどおっしゃったように問い

合わせの電話をしなきゃいけないんですか、自主避難をしよう、そうだろうな、早目に逃げとこう、

ということになると、いろんなところに連絡をしないでも自分の身の周りのものだけを持って、命を

持って歩ける間に行っとこう、ひどくなる前に行っとこうと、こういうのがあるかと思うんですよ。

そのときに平日なら空いてます、公民館、何とか避難所。でも夕方になったら閉まるし、夜はもちろ

ん、夜はなかなか厳しいですけどね、避難するのも。日曜祭日、日曜、土日祭日、こういうときには

閉まっている。自主避難の体制は町長、どうなんですかね。そこを聞いておかないと、早目に行きな
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さいよと勧めることもできませんよね。ああいって言われて行ったけどね、開いてなかったよ、公民

館閉まっとったよ、どうしてくれると言われても私も困ります。

○議長（藤山 巖議員） 長信町長。

○町長（長信 正治君） 詳しくは総務課長のほうからお答えいたしますが、さっきの質問の中にもあ

りましたんですが、避難勧告を出しても、みずから逃げてくれなきゃ困るんです。私は１回だけそう

いう避難勧告を、私町長になって１回だけ出しちょるんです。逃げるどころじゃない、みんな現場へ

来るんですからね、どう考えたって避難勧告がなんじゃったんだというのを痛感いたしました。その

辺はやはり先ほど議員が言われるように、しっかり理解してもらわないと困るということであります。

それと今言うふうに自主避難につきましては、連携をしっかりとってると思います。

○議長（藤山 巖議員） 東総務課長。

○総務課長（東 浩二君） 避難場所の開設の関係でございますが、まず最近ございましたが、台風

が台湾のほうからまたやってくるというときに、大変３日ぐらい前からお問い合わせが入りまして、

それはもう台風というのはスピードが速くなったり遅くなったりして、特にこの前の前線のような集

中豪雨という話になると、複雑なものになってきますので、いつごろやろうかという話ですね。３日

前、２日前ぐらいから電話が入ってきて、そのときに平日であれば全く問題がないですが。夜間すぐ

開けられるかどうか、休日に職員が配置できるかどうかというのをマニュアルのほうで、各避難所ご

とに３人体制を決めておりますので、休日に入るときには、その３人の大勢がすぐに、大体５時ごろ

状況が悪くなるという、例えば見込みを立てますと、そうすると最低２時間前、１時間前には、その

避難所を開けておかなきゃいけませんので、夜間でも、２時か３時ごろに電話が入ると思ってくれと

いうこと、それと長期間にわたる場合には、当然交替していきませんといけませんので、そういった

交替を３人の中でやってくれるようにということで、福祉係のほうが中心になりますけども、各５地

区の避難所、とりあえず自主避難の場合は対応をさせていただいております。

そして、問題は、大雨の夜のときにいつ開けるかというのなんですけども、土砂災害にしても、や

はり人命が亡くなるとなるというのは、急に裏山が崩れてきて、急に河川が上がってきて水路に落ち

て死亡されるとか、ちょっと通常考えたらあり得ないようなことで死亡事故が起きてまいりますので、

そういったことを考えますと、特に夜間についてはあまり避難を暗いときにしていただくというのは

リスクだと思いますので、できるだけその避難勧告の発令はお年寄りの方が安全に避難できる昼間の

間にすると。夜間、急に１２時ごろ、１時ごろ避難勧告を出すということは、逆に危険が伴いますの

で、一応出すときには現場で集まって大体これぐらいの時期にリスクが高まるから、そうするとこの

土日はこういった状況で準備をしておこうというふうな形になりますんで、夜とかには避難勧告は出

さないように事前に日中に出すというふうなことは行っておりますが、実際台風のように進路がずっ

とわかれば、時間計算ができるんですが、やはりこの前のように集中豪雨でいつ雨が急に降るかわか

らんという場合は、なかなかそのタイミングが難しいということもありますので、早目に避難してい

ただくということで、先ほど町長がおっしゃいましたように、最近の情報はかなりレーダーなり予測

なりを市町ごとに、平生が降って田布施が全然降らないというような事象が起こっているからこうい

ったことになるんでございます。その情報も町のほうとしたら十分に正確につかんで避難勧告、特に

災害弱者の方で準備情報ですかね、これは早目に出すようにということで心がけて、実際はやってお

ります。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） よくわからないんです。いつ避難したらいいのか、勝手に避難し

たらいいのかという判断をするところがわからないんですよ、住民個々に。そういうことなんですよ、

職員の方は避難所をあけてます、早目に開けますとおっしゃるけど、じゃあ早目の避難というのはい

つなの、そういうこともしっかり住民に知らせていかないと、それこそさっきの電話に戻ります。何

度も言って申しわけないですけど、町長、耳が痛いかもしれませんが、何度も言いますが、かけてか
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ら１０分待たされて、それから支度して行ったんじゃとても間に合いません。

ですからね、いつ判断して、その早期に避難するというのはどこなのかというのを、ここを住民に

知らせていただきたい。こういう場合は２時間前から開いてますよというのも私、今聞きましたけれ

ども知らなかった。だから、平日の夕方であっても日曜祭日であっても、こういう状況のときにはち

ゃんと開いてますよというのを知らせていただかないと、早目の自主避難ってできないんですよ。町

長が避難勧告をしても川のほうにっておっしゃったけれどもね、やっぱりこれは今からいろんなとこ

ろで避難勧告が出たらすぐ避難してくださいよというのをずっと拡げてげていかなきゃいけません、

町民の皆さんにね。見に来て流されたじゃいけませんのでね、それもやっぱり町長のお仕事ですよ。

そのように思いますのでね、その自主避難をいつできるか、しようというよりも、いつなら避難所が

開いて、いつならできるんだというところをちょっとはっきりしていただきたいんです。でないと、

私、足悪いし早目に逃げたいと思っても逃げられないんですよ。だから、総務課長がおっしゃるのは

わかるんです。こういうときですよというのはわかるんですけど、どこの時点で判断したらいいのか

な、そこを住民の皆さんに知らせてほしいです。どうでしょう。

○議長（藤山 巖議員） 町長。

○町長（長信 正治君） これまで私もかかわりました避難してくださいという避難所への、何年にな

りますか大雨が降りまして、昼間でしたから連絡を十分する、そして役場の職員総出で現地に行かせ

まして、避難地域の留守の家には張り紙をして歩けということまでやった経緯があります。ただ連絡

つくところはいいんですが、連絡のつかないところなんかにはどういう対応をするかというのを、特

に土砂災害に対しては、行ったけど留守だ、早う避難してくださいと言っても連絡つかないというよ

うな対策については、もうそこに張り紙をする、またそこの地域の代表者の方に確実に連絡をとる方

法を考えてくださいとか、いろんな形で総務課のほう、避難対策に対すること、あるいは警察官含め

て、町職員一丸として一生懸命やっているんですが、判断的には町から連絡するものと、自己判断に

よる、ニュース、新聞、あるいはテレビ、そういったもので判断されるのと、それでそのときに避難

所が開いているのかということの通達がいかに早くそういうところで連携とれるかということであり

ますから、町の今マニュアルをつくっている体制の中にはそういう方法もちゃんとうたっております

んで、判断できない方には連絡してあげなきゃいけない。自己で判断できる方は一言言って、「避難

所開いているか」それだけですぐ対応できるという形をとっていかなきゃいけないと思っております。

先般、１回だけ避難所をせっかく開設したのに雨降るから、ここは土砂災害指定区域ですから避難

してくださいよっていって連絡をする、職員は行かす、皆留守ですよって言うけ、ばか言うな留守じ

ゃいけん、紙に書いて入れって言って、全部紙に書いて、誰かおって人との連絡をとれということま

でやった経緯があるんですが、何もなくて本当助かっているんです。だけど何人かはその張り紙を見

て、避難所行ったよという方もおられたように聞いてます。

ですから、やっぱりそういうことは迅速かつ、避難される方に十分その辺が通達できる方法を、マ

ニュアル等を含めて職員内部でも研究してまいりたいと。特に今ごろ病院行かれちょったり、若い人

が勤めちょって、年寄りがどこおるか知らんよ、いうなのが多々ありますんで、十分注意してやって

いきたいなというふうに思います。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 以前のように隣近所とのお付き合いの中で、あの方はどこから来

とってよとか、こういうところよ、といようなものがだんだん薄れてきていいますので、それが難し

い面もあろうと思うんですけどね。さっきメールとおっしゃったんだけどね、メールの配信がおくれ

たというのがこの間も、阿東のところなんですけどね、新聞記事になってますね。

メールを送っても、台所の方に放っといたりとか、どっかあの辺に放っといたよという、で、なか

なかメールを見ないというお年寄りもいらっしゃるということでして、メールは見んかった、隣の近

所の方が声をかけてくださったんで逃げられたというのが、ちょうど新聞記事にあったもんですから、
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やっぱり声かけというのが大事ですよね。いろいろな最新な技術をもってしても、やっぱり人が声を

かけるというのは一番基本であろうかと思いますね。

一番最初にその土砂災害警戒区域が多いというふうに私、申し上げました。８月末から９月の初め

に降りましたよね。８月の２５日、３０日が大変多いように思いますが、９月の３日も多いように思

いますが、田布施町の町内の雨量観測地点というのがどのぐらいありますか。で、一番多いのは何日

でどれぐらいで降ったのか、ちょっと教えていただけませんか。

実はきのう、城南にございます消防署に行きまして、私はそこにてっきり雨量計が備えられている

と、わかってらっしゃると思ったんです。行きましてね、「どのぐらい降りましたか」って聞いたら、

「今は２月に撤去しまして本部で全部やってます」とおっしゃるんですよ。ああ、そういうことだっ

たのかと思ってちょっとがっかりしながら帰りましたけれども。それはそれで署長さんとほかの話が

できたんでね、うちの近所でボヤがあってどうのこうの、「水源がないですよ、おたくのところは」

というような話にまで発展をしまして、それはそれで成果があるんですけど、ちょっと田布施町の雨

量観測がどうなっているかお願いします。

○議長（藤山 巖議員） ちょっと國永議員、残り時間１０分です。どなたか答弁、誰。川添建設課

長。

○建設課長（川添 俊樹君） 町の雨量計は確かにございます。その都度の記録というのはございませ

んけれども、城南のほうで７月、８月、先ほど申されましたように、消防署のほうに記録をいただい

ております。で、距離が若干違いますけれども、８月の３０日が２７、時間雨量で、２７。それから

８月の２４日が２３.５、時間雨量です。この２つは８月で多かったということでございます。

○議長（藤山 巖議員） 建設課長、何カ所ですか。質問がある。

○建設課長（川添 俊樹君） 雨量計の設置箇所は田布施町では麻郷と川西の２カ所が県の雨量観測が

できる箇所になっております。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 町もやってないんですか。

○議長（藤山 巖議員） 川添課長。

○建設課長（川添 俊樹君） 町はあります。建設課の上に雨量計ありますけれども、そのデータをち

ょっと今覚えてませんので。記録は取っておりますけれども。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） わかりました。場所がそれぞれ、場所が異なると雨の量も違って

くるというのが最近の雨の状況ですからね。どのぐらい降ったのかな、町内でそういうデータも見て

みたいなと思ったんです。それで川西というのは消防の方が、川西のデータはパソコンでホームペー

ジで見られますとおっしゃったんですが、麻郷のところは消防署の方はおっしゃられなかった。特に

城南地域が私が知りたいと思われたんでしょうけれどもね。１番は、田布施町が観測しているのはど

のぐらいなのかなというものを知りたかったんです。

それでこの間の雨はこのぐらい降ったんですよ、本来、こういうときは例えば山口であった、島根

であったのは、こういう状況ですから、きょうの雨の何倍ですよという言い方をされると非常に理解

しやすいですね、雨の量というのは。何ミリですよって言って、何ミリかというのは、これなかなか

個々に、ああこの程度の雨は逃げるんだと、そういうところに私は結びつくと思うんですよね。自主

避難につながってくると思うんですよ。だから、もしそういう機会があれば、この間の雨は幾ら、ど

のくらいでしたよというのは町民に知らせてもいいんじゃないかなと思うんですね。

だから、これ以上降ったらもう危ないなとか、そういうのがあろうかと思うんです。この間くらい

ひどかった雨だったらもう早目に逃げようとか、この程度なら大丈夫、今度はわかりませんけどね、

個々に違いますから。だけど、そういう基準がない、今までに大雨で逃げなきゃというのが余りなか

ったように思うんですね、土砂災害警戒区域に、この間指定を受けてからですから、まだそういう思
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いも至らないというところも、思いに至らないというところもあろうかと思うんです。ですから状況、

状況で皆さんにやっぱり知らせていただくのが大事かなと思うんです。それは避難すること、早く避

難することにもつながるんじゃないかなという気がいたしますので、町のまたデータが、田布施町で

持ってらっしゃるものがどのくらいなのかというのがわかったら知らせてくださいませんか。

○議長（藤山 巖議員） 川添課長。

○建設課長（川添 俊樹君） データを整理して、またお知らせします。

それと雨のレベルのお話をされましたけれども、８月に降った雨は、田布施町では余り大きな、今

までで言う大きな雨ではなかったので、雨量的には崖情報というのが、山口県の崖地の情報がござい

ます。レベルで言えば１段階から４段階のレベルがあって、３レベルである程度避難を目標とするレ

ベルでした。前回の雨、２回とも２レベルまで、最高、出ましたけれども、それ以上は上がってませ

んので、レベル的にはそういったレベル。これが崖地の関係は、時間的な雨量と、長さと今まで降っ

た雨の量と、全体的にとおしてそういったデータ出しますので、どの程度の雨かというのは、やっぱ

り強さと時間とで相関関係ございますので、強い雨なら４０ミリとかが一定程度降ればですね、その

崖地のレベルがすぐ３レベルぐらい上がりますので、それはある程度今の警戒区域の住民の方に避難

を準備していただくというような形で、その情報は山口県の崖情報を基本にして、参考にしておりま

す。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） そういう説明を受けたときに、ええ、それじゃどうなのかという

判断ができないんです、はっきり申し上げてね。それが難しいんです。一般住民は何度何度と言われ

ても、それがすぐ、「ああ、じゃあ」というのにはならない。私がそうなんですけれども。だから、

あなたもそうかなという思いで、全部の方がそうという意味ではございません。テレビや何かの注意

報から警報にかわりますよね。警報が出るとやっぱり警戒する、「ああ、警報だわ、たくさん降って

る」というので麻郷で降ったのと川西で降ったのと役場で降ったのと、それぞれ雨が違うかもしれな

いというようなことも思うわけです。

ですから、適切に判断をしていただいて、早目にというのをぜひお願いしたいんです。待ってたら

本当に逃げられないんですよ。ああ、いいか、このまま残るかと、残って後皆さんに迷惑かけてもい

けませんしね、いろんな埋まってしまったりということになると、また別な意味で迷惑かけてしまう。

そういうもろもろがあるんで、とにかく早目の避難というのをしっかりとやって、避難するというこ

とを住民に周知していただきたいのと、自主避難しても大丈夫なんだということを知らせていただき

たいんです。

自然災害はもう台風にしても地震にしても、もうどうしようもない面がありますけれども、人災に

ならないように一番はしていただきたいということで、この質問を終わらせていただきます。

○議長（藤山 巖議員） 以上で、國永恵美子議員の一般質問を終わります。

………………………………………………………………………………

○議長（藤山 巖議員） ここで暫時休憩をいたします。

午後３時１５分休憩

………………………………………………………………………………

午後３時２５分再開

○議長（藤山 巖議員） それでは休憩前に引き続き、一般質問を続けます。次に、瀨石公夫議員。

○議員（１１番 瀨石 公夫議員） 私は２件の質問を行います。質問方式は１問１答方式でお願いし

ます。

１点目の質問は、いじめ防止対策についてでございます。答弁者は教育長でお願いいたします。

質問をいたします。先ほどＬＩＮＥの質問もありましたが、インターネットを通じて行われるもの

も含み、学校での児童や生徒のいじめを防ぐため、本年６月、いじめ防止対策推進法が国会で成立し、
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今秋から施行されることとなった。平成２３年の大津市の中学２年男子生徒自殺など、深刻化するい

じめの現状を踏まえた措置であり、また、名古屋市の中学校でも７月にいじめによる男子生徒の自殺

が起きている。こうしたことで、この法律は同じ学校に在籍するなど一定の人間関係にある児童や生

徒による心理的または物理的な影響を与える行為で、インターネットを通じて行われるものも含み、

対象者が心身の苦痛を感じている状態をいじめと定義している。

地方公共団体は、地域いじめ防止基本方針を定めるよう努め、学校は、学校いじめ防止基本方針を

策定し、いじめ防止対策の基本となるべき事項を定めるものとした。また、学校は、いじめを早期に

発見するため、児童生徒に対する定期的な調査及び相談体制、その他の必要な措置を講ずるものとさ

れている。心身または財産に重大な被害を受けたり、欠席を余儀なくされたりしたケースを重大事態

として、学校による報告に加え、速やかに学校の設置者または学校の下に組織を設け、事実関係を調

査し、被害者側へ情報を適切に提供するものとした。さらに、当該地方公共団体の長に報告しなけれ

ばならないとされた。これまで学校がいじめを調査した結果が十分に明らかにされなかった等、不適

切な対応で苦しみを受けている被害者が今もいるためである。

田布施町では平成２４年度と２５年度では、何件のいじめが確認されているか、その実態と対応に

ついて伺います。

また、この法律では、法律で地方公共団体や学校、先生や保護者が明確になった役割をしっかり担

っていくことが大切である。間もなく、いじめ防止対策推進法が施行されるが、今後の教育現場での

いじめ防止対策の取り組みについてお尋ねします。

以上です。

○議長（藤山 巖議員） 尾﨑教育長。

○教育長（尾﨑 龍彦君） それでは、いじめ防止対策につきまして、まず、平成２４度及び２５年度

のいじめの認知件数とその対応についてお答えをいたします。

まず、本町の小中学校における、いじめの認知件数につきましては、小学校においては平成２４年

度及び平成２５年度１学期までの間、いじめの認知件数の報告はゼロとなっております。

中学校におきましては平成２４年度は１件で、既に解消が図られています。残念ながら平成２５年

度に入りまして１学期間に５件のいじめの認知件数が報告されました。これらの多くは、ネットを介

してのコミュニケーションによるトラブルが無視や悪口となり、仲間外れ等のいじめに発展したもの

であります。幸い、毎週全ての学校で行っている、いじめアンケート調査により、このいじめが発覚

しました。

本町におきましては、こうした事案が発生した場合、緊急の学年会議や職員会議を開いて情報の共

有を図るとともに対応を検討しまして、関係者に対して全校体制による指導を行うよう指示しており、

関係者が複数の学級にわたっている場合などは学年全体を対象に指導します。また、深刻な事案につ

いては保護者を巻き込んで解決を図っていくよう指導しているところです。当然、教育委員会や保護

者に対しては状況説明や指導の経過報告等を的確に行うとともに、協働して解決が図られるよう体制

づくりをとっています。

この度の５件につきましては、５件とも一定の解消が図られておりますが、引き続き見守っている

旨の報告を受けております。

次に、いじめ防止対策推進法の施行に伴う今後のいじめ防止対策の取り組みについてお答えいたし

ます。

議員御指摘のとおり、いじめ防止対策推進法は平成２５年６月２８日に公布され、公布の日から起

算して３月を経過した９月２７日から施行の運びとなっております。

この法律に関しましては、既に７月の校長研修会におきまして概要説明を行ったところであり、特

に、いじめの防止等に対する措置としましては、１点目は、国、地方公共団体及び学校において、い

じめ等の防止等のための対策に関する基本的な方針について定めること。
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２つ目は、学校が講ずべき基本的施策としましては、１つが道徳教育等の充実、２つ目が早期発見

のための措置、３つ目が相談体制の整備、４つ目がインターネットを通して行われるいじめに対する

対策の推進を定めることとなっております。

また、３つ目の地方自治体等が講ずべき基本的施策としましては、いじめ防止対策に従事する人材

の確保、２番目に調査研究、３番目に啓発活動について定めております。

こうした中、本町におきましては、いじめ防止に向けた取り組みとして既に、１つは、いじめ根絶

に向けた児童生徒、保護者への周知や啓発活動の実施、２つ目は、校内研修の実施、３つ目は、教育

相談体制の確立、４つ目は、週１回の、いじめアンケート調査の実施、５つ目は、所轄警察署等関連

機関との連携など、先行実施している事柄もたくさんあります。

今後は法律を受けて国や県から具体的な取り組みについての通知、通達がなされるものと考えてお

り、これらを受けて、いじめ根絶に向け、さらなる取り組みを行ってまいりたいというふうに思って

おります。

以上です。

○議長（藤山 巖議員） 瀨石議員。

○議員（１１番 瀨石 公夫議員） ２４年度のいじめは、小学校はなし、中学校は平成２４年度１件

と２５年度に５件で、大体解決しているということでございますが、平成２５年度の田布施町の教育

で週１アンケートを行うと書いてありましたが、これは小学校でもされているんでしょうか。もしく

はされていたら、ないっちゅうほうがちょっとおかしいんじゃないかちゅうような気がするんで、小

学校で行われていないんじゃないかというような気もするんですが、この中学校においてもアンケー

トを実施したから５件出たということで、その辺を聞きたいと思います。

○議長（藤山 巖議員） 教育長。

○教育長（尾﨑 龍彦君） これは、小学校、中学校とも、毎週１回のアンケート調査を行っておりま

す。これはいじめということですから、いわゆるそれに至るまでのいろんな事象があったのかはわか

りませんが、それについては週１のいじめアンケート調査等で先生方が予知して、いろんな中で相談、

教育相談をしたり、指導したりということがあるっていうものと思います。

具体的に教育委員会のほうに上がってくる数値として、認知件数がゼロということです。ですから、

全く子供のトラブルがなかったということではないと思います。ただ、いじめとしてカウントする状

況にないということで理解してやったらということで、文科省も御承知のように、数年前のいじめの

定義につきまして認知という形で、いじめの数ということは決してこれは、はかれないので、いじめ

の認知数という形でやっておりますので、小学校ゼロということで全くトラブルがないということで

は、私もそういう理解はしておりません。ただ、いじめに至るような事象になっていないと。

中学校については、この１学期の５件につきましては、ラインを介してのいじめということで、教

員側、学校側も、いじめられた側も、いじめというふうな認知をしたからこそカウントしておるとい

うことですので、そういった面で数値については御理解いただけたらと。

○議長（藤山 巖議員） 瀨石議員。

○議員（１１番 瀨石 公夫議員） 中学校で２４年に１件というんで、もしくは、これが０というこ

とになれば、私のうちにも電話があるので、それはと言おうかと思っていたんですけど、１件それだ

けじゃったんでしょう、転校されたとか。もう転校するんでいいわというんで電話を切られました。

先ほど、小学校のとき、そのいじめまでのトラブルにいっていないということでございますが、こ

れは新聞に載っていたんですが、８月２６日、この間ですけど、学校などがいじめとは断言できない

として事実関係を十分調査しないケースがいまだに多くあると。そういうことで、学校や教員の不誠

実な対応に行き詰まり、弁護士に相談したが、専門外を理由に断られたと。そういうことで、今度は

専門知識を持つ弁護士が被害者や遺族の相談を広く受け付けるための全国レベルのネットワークをつ

くったと。これは、いじめ相談全国ネットということで、行き場を失う被害者救済ということでこの
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ようなことがされておるんですが、学校などがいじめとは断言できないと、そういうことで、調査が

不十分ということがたくさんあると、現実的には。その辺を今後、法律ができて、そのあたりは十分

未然防止あるいは早期発見のためにどのようにこれからしていかれようとされているか、お聞きいた

します。

○議長（藤山 巖議員） 尾﨑教育長。

○教育長（尾﨑 龍彦君） 基本的には、これからできる法律についても、これまでの方向とそんなに

変わりはないと思います。ただ、自治体とか学校の住み分けがかなり明確になったちゅうことです。

いわゆる学校が、あるいは教育委員会が、そのいじめを隠蔽するとかそういったことについて、マス

コミの範囲ですが、そういったのがあるということがよく私にも理解できませんが、本町におきまし

ては、そういう保護者、子供等にしっかり聞いて、我々もそういったトラブルの状況でさえ報告する

ようにしておりますので、そういったものを隠蔽するとか、大きなそういった事案を早期に大きくし

ないというような、できるだけ穏便に済まそうというような、そういったやっぱり組織というのはあ

るかもわかりませんが、そういったことにならないように今後努めていくし、そういったやっぱり相

互連携していくことが大事だろうというように思っております。

○議長（藤山 巖議員） 瀨石議員。

○議員（１１番 瀨石 公夫議員） そのように、組織というのはそういう形というのが常に起こりや

すいということを今、申されたと思うんですが、そういうことで、特に今後はそういうアンケート調

査、あるいはいろんな生徒指導、生徒が相談しやすい体制等をつくられて、子供たちが本当に幸せに

学校生活を送れるようにしていただきたいと思います。

そして、そういうことで、教育長は今度学校のほうで本当に子供たちが相談しやすいというような

学校に、各学校に窓口を設けられるなり、先生なんかが本当に相談しやすいというような学校の体制

というものを組まれるような、それが一番大切だと思うんです。それは勉強ですから、叱るときは叱

る。しかし、そういう困ったときは相談しに来るという、そういう体制をどんどんとっていただきた

いと思うんですが、そういうケースワーカーとかそういう人を雇うなり、学校の中でそういうことを

専門に扱うそういう形というものはとれないものだろうかと思っております。ちょっとその辺をお答

えお願いいたします。

○議長（藤山 巖議員） 尾﨑教育長。

○教育長（尾﨑 龍彦君） 今、議員がおっしゃることは、もう既に皆とっていることがたくさんあり

ます。例えば学校の教師においては、今年度、年度当初に、小中学校全てにおいて学期に１回は先生

と児童生徒一人一人が面談をすると。中高等学校については学期ごとに教育相談というのがございま

すが、小学校では、まずないと思いますが、本町においては学期に１回は必ず１対１で子供のいろん

な家庭のことでもいいし、本人のいいことでいいし、中学年以上を対象に、本当は１年からやってほ

しいんですが、そういうことで各校長にはそういったことを示しております。

また、行政としては、御存じのようにスクールカウンセラーであるとか、いわゆるＳＳＷといいま

して、いわゆる家庭に入っていろんな家庭と学校と保護者とをつなぐようなそういったアドバイザー

を招聘するような制度を設けておりますし、こういったものも進めております。

それから、先ほど申し上げましたように、今の基本的ないじめに対する基本方針は出しております

けど、こういった法律の新たな追加になることによって、新たなそういった指針が出る可能性があり

ますので、それを踏まえた基本的な方針の見直し等をやる必要があるというふうに考えています。

また、先ほど申し上げましたが、具体的には、今、議員おっしゃいますように、相談体制の整備で

あるとか、早期発見の措置であるとか、それから道徳教育の樹立、インターネットに対しての指導と、

こういった大きな４本柱を中心に、新しく、またやっていかなければいけないというふうに思ってお

ります。

○議長（藤山 巖議員） 瀨石議員。
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○議員（１１番 瀨石 公夫議員） 先般、私ちょっと学生時代の同窓会がありまして行きましたら、

校長先生や教頭先生になっている後輩がたくさんいたんですけど、それに、校長先生はもう退職なさ

っておられて、徳山高校の校長、それでちょっと聞けなかった。教頭の若い教頭なんかに、あんた、

いじめもこの法律が今度はできるちゅうのを知っちょるかと、このいじめ防止対策推進法の。何かよ

うわからんが、余り先生をいじめんでくれ、先生というのは大切なんじゃとか、はぐらかされて、途

中、同じ同窓会じゃから、まあそういう堅いことを言うてもしようがないと。そういうことで、とに

かく下まで徹底するように、校長だけがそれをこういう法律を持ってたってどうにもならんことで、

下の先生まで全部、どういうように対応したい、そして子供が来たときにはどのように相談する、も

しくは、それで相談する体制がどこかにあれば、その電話番号でもちゃんと父兄のほうに知らすなり、

そうしていじめが絶対起こらないというようなことをしていただきたい。そして、それと同時に、い

じめというのは、いつどこで、どの学校でも起こるかもわからないということを腹に入れてもらって、

常に緊張した気持ちで対応していただきたいと、そのように思っております。

○議長（藤山 巖議員） 答弁要りますか。

○議員（１１番 瀨石 公夫議員） いやいや、いいです。

○議長（藤山 巖議員） はい。それじゃ、次のところを。

○議員（１１番 瀨石 公夫議員） はい、ちょっと待ってください。

次に、２点目の質問を行います。運動会の開催時期についてでございます。答弁者は教育長でお願

いいたします。

質問をいたします。平成２５年度の町内小中学校の運動会は、中学校が９月８日、日曜日に開催さ

れ、小学校が９月１５日から２２日の土、日、祝日に開催される。

地球温暖化により９月後半まで残暑が続き、運動会の練習や運動会当日に熱中症により倒れ、児童、

生徒が病院に搬送されると、そういうニュースをこの数年よく耳にする。

本町の運動会の開催時期から見ると、夏休みが終わると同時に、真夏の暑さの中での練習が始まる

ものと思われる。スポーツ少年団や中学校での部活でスポーツを行っている児童、生徒は、ある程度

暑さになれていると思われるが、それ以外の児童、生徒は、真夏並みの残暑は大変だと危惧する。教

室にはエアコンもなく、練習後のクールダウンをできず、熱中症が心配である。子供たちの健康管理

の面から、また紫外線による皮膚に与える悪影響も喚起されている今日、運動会の開催時期について

再考する必要があると思われる。

学校、保護者、現場等からの意見を集約され、検討されてはどうかお尋ねいたします。

○議長（藤山 巖議員） 尾﨑教育長。

○教育長（尾﨑 龍彦君） それでは、２点目の運動会の開催時期についてお答えをいたします。

御承知のとおり、現在、本町におきましては、各小中学校とも９月初旬から中旬にかけまして運動

会を行っております。

しかし、御指摘のとおり、昨今の地球温暖化等による初秋の残暑厳しい中での運動会の実施につき

ましては、実施時期を再検討する旨の御意見等もいただいているところです。

町教委といたしましては、こうした各方面からの御意見を各小中学校に伝えるとともに、再検討で

きないものかどうか、今、相談しております。本年だけではありません。この最近しておりますが、

特に中学校におきましては、１０月に入りますと県レベルの各種体育大会や文化的行事、研究発表会

等が、目白押し押しの状況であり、県内の中学校がある程度足並みをそろえて再検討しない限り、現

状での再検討は非常に難しいとの回答をいただいております。

なお、熱中症等の対策につきましては、文部科学省のいわゆるマニュアルとか環境省のマニュアル

を活用しまして、学校の実態に即した指導に努めておりますし、応急処置や有害紫外線対策につきま

しても万全を期さしていただいております。

この問題について、保護者の考えを集約するまでには、今、至っておりませんが、主体的で円滑な
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学校運営を進めていただくためにも、学校の考え方を現在は尊重してまいりたいというように考えて

おります。

○議長（藤山 巖議員） 瀨石議員。

○議員（１１番 瀨石 公夫議員） 大変暑い日が続きまして、この夏は相当暑かったんですが、ちょ

っと９月になって気候が悪くなって涼しかったんですが、きょうも、もう小学校は練習をしていると

思うんですけど、きょうは３１度ぐらいということで、非常に暑いということで、再考していただき

たいと。

それと私もちょっとこの近隣のを調べてみたんですが、先ほど言われましたように、中学校はたし

か皆、暑いときですが、９月に行っているが、小学校については、光市は小学校１１校のうち９校が

春に行っております、５月と６月に。柳井市が小学校が１１校ありまして、２校春に行っているとい

うことで、そのあたりも保護者に言われて、他町はこんな例もありますよという、そのように何も資

料もそういうことも提示しないでどう思うちょるか、学校はこう思うちょるんじゃがって言われたら、

当然それは今のままになるんです。だから、その辺も含めて、開かれた学校ということで意見を聞か

れてはどうですか。

○議長（藤山 巖議員） 尾﨑教育長。

○教育長（尾﨑 龍彦君） 今言われたように、光市なんかがやっているというのは重々知っておりま

すし、そういったメリット、デメリットも聞いておりますが、本町につきましては、小学校でそれぞ

れ学校評議員あるいはＰＴＡの方々と校長は意見交換をしているというふうに思っております。ただ、

個人的には、これからまた残暑がなれば、もう少し小学校は、中学校はちょっといろんな状況でなか

なか難しいかわかりませんが、小学校については下旬に行う学校も本町でありますけど、差し向き来

週というのもありますので、そういった面の期日を下げるとか、あるいは光市等の状況も１回精査し

ながら、校長にまた再検討してもらうようなことは取り組んでいきたいというように考えております。

要は、そういった救急患者が出るようなことになりますと、これはいけませんので、重々管理には

気をつけておりますが、時期については瀨石議員おっしゃるように、小学校についてはこれから少し

校長さんとも詰めていかないといけないかなというふうに思っておりますが、おっしゃるように、た

だ校長が自分の考えだけでというんではなくて、あくまでもこれは保護者とかそれからいろんな評議

員等に相談されながら御回答いただいておるものというふうに思っております。

○議長（藤山 巖議員） 瀨石議員。

○議員（１１番 瀨石 公夫議員） そういうことで、検討するということで、ひとつお願いします。

そして、中学校なんかでも運動会をやると時期がない、１０月になるといろいろと計画もたくさん

あるということはわかりますが、私もこのたび中学校の運動会、見に行きました。非常にそれは皆よ

く、几帳面に行進なんかされて、すごかったなと、見ちょっても気持ちがいいものでした。

しかしながら、本当に時間がないんだったら、勉強を割いてまで余り練習せんでも、そりゃいいの

はいいんですけど、それまで先生が指導されて、こう並べとか、ああ並べ、それを父兄が見るという

のも、真の普通の学校の姿じゃないかと思うんです。それ、ぴしっとやってからとか、これだけよう

指導しちょるみたいな形のものを見せるという、これ、何でいるかと思ったら、こういうことを質問

するというんで、明治７年に運動会はイギリス人が日本で指導した、初めて行われたと、そういうふ

うにイギリスのいろいろ運動会を調べてみました。世界イギリス、大体やっていないのが、ロシアと

イタリアとフランスちゅうて、そういうところちゅうのは、運動会というのはスポーツデーといって、

それは予行練習なんか１日ぐらいするんですけど、その場で先生がいろいろ指導して、それを父兄も

皆、先生対子供のやりとりを見て、ほほ笑ましく思って帰るのが向こうの運動会と。それから、やり

方としたら余り練習時間は要らんからどこかに組み込めるとは思いますけど、これは私の考えだけで

す。あれは要りません。

○議長（藤山 巖議員） いいですか。
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○議員（１１番 瀨石 公夫議員） 答弁は要りませんので。

○議長（藤山 巖議員） 以上ですか。

○議員（１１番 瀨石 公夫議員） はい。どうもありがとうございます。

○議長（藤山 巖議員） 以上で、瀨石公夫議員の一般質問を終わります。

これをもって一般質問を終わります。

────────────・────・────────────

日程第５．議案第３４号

日程第６．議案第３５号

日程第７．議案第３６号

日程第８．議案第３７号

日程第９．議案第３８号

日程第１０．議案第３９号

日程第１１．議案第４０号

日程第１２．議案第４１号

日程第１３．議案第４２号

日程第１４．議案第４３号

日程第１５．議案第４４号

○議長（藤山 巖議員） 日程第５、議案第３４号専決処分の承認について（平成２５年度田布施町

一般会計補正予算（第３号））から、日程第１５、議案第４４号田布施町隣保館設置条例の一部を改

正する条例まで、１１件を一括議題とします。

議案の朗読は省略します。

提案理由の説明を求めます。長信町長。

○町長（長信 正治君） それでは、本日提出いたしました１１議案の概要について御説明を申し上げ

ます。

まず、議案３４号は、地方自治法第１７９条の規定により専決処分いたしました平成２５年度田布

施町一般会計補正予算第３号について承認をお願いするものであります。

補正内容は、法人町民税の大口還付の発生に伴う過誤納還付金の増額補正で、これに対する歳入は

繰越金を充て、歳入歳出それぞれ２,０００万円を追加したものであります。

議案第３５号は、平成２４年度田布施町一般会計及び特別会計４件の歳入歳出決算について、さき

に監査委員の審査を受けましたので、地方自治法第２３３条第３項の規定によりその意見をつけて議

会の承認をお願いするものであります。

決算の概要でありますが、平成２４年度は第５次田布施町総合計画の２年目であり、尾津漁港海岸

保全事業や麻郷小学校の周辺整備事業、麻郷児童クラブ施設整備事業を初め、住民の安全安心対策や、

教育、子育て支援等の分野を中心に事業の重点化を図りつつ、計画に掲げた政策課題に着実に取り組

んでまいりました。

この７月の山口、島根両県で発生した豪雨被害の状況等を見ましても、住民の安心安全につながる

事業については、これからも待ったなしで取り組んでいく必要があると改めて思う次第であります。

それでは、一般会計の決算状況について説明します。

歳入総額は５６億４,５２６万８,５８６円で、前年度に比べ６億８,２０９万４,４８１円、１０．

８％減であります。また、歳出総額は５４億６,３４３万２,１１９円で、前年度に比べ６億３０８万

３２３円、９．９％の減であります。歳入から歳出を差し引いた形式収支は１億８,１８３万

６,４６７円の黒字であり、形式収支から翌年度に繰り越すべき財源３,８６６万１,０００円を差し

引いた実質収支は１億４,３１７万５,４６７円であります。

次に、歳入歳出の主要項目について説明します。
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町税は１７億６３４万８９０円で、前年度に比べ２,７９６万７,５０６円、１．７％の増収になり

ました。これは景気の持ち直し等により、個人町民税と法人町民税とともに増収となったことによる

ものです。

一方、地方交付税は前年度に比べ３,６１６万２,０００円の減額となり、その補填財源である臨時

財政対策債についても９１６万３,０００円の減額となりました。

国庫支出金及び町債につきましては、麻郷小学校校舎等改築事業費の減などにより、国庫支出金が

３億６,６０６万６,３５５円の減額、町債が２億３３６万３,０００円の減額となりました。

県支出金につきましては、食料自給率向上・産地再生緊急対策事業の完了などにより８,７６５万

７,９８４円の減になりました。

諸収入につきましては、田布施町土地開発公社の解散に伴う精算金及び出資金返還金収入等により

４,５６７万７２７円の増額となりました。

続きまして、歳出であります。前年度に比べ、総額６億３０８万３２３円の減になっております。

その主な要因では、麻郷小学校校舎等改築事業費の減などにより、普通建設事業費が５億

８,３９６万円の減額、公共施設整備基金など積立金が８,５０２万２,０００円の減額となっており

ます。

なお、平成２４年度中に実施した諸事業、行政事務の内容は、お手元に配付しております決算書及

び事務執行状況概要等の附属資料のとおりであります。

続きまして、国民健康保険、下水道事業、介護保険及び後期高齢者医療の特別会計についてであり

ますが、その決算状況はそれぞれの決算書のとおりであります。

なお、歳入歳出決算等審査意見書において監査委員から指摘を受けました事項は各課に検討させ、

改善を図るように指示をしております。

以上、各会計の決算について、その概要を説明いたしましたが、慎重に御審議をいただき、認定を

お願いいたします。

次に、議案第３６号は、田布施町一般会計補正予算（第４号）であります。

まず、歳入であります。地方特例交付金と普通交付税、繰越金については数値の確定に伴う補正で

あります。

国庫支出金は、西山・潤田地区に係る埋蔵文化財発掘調査委託金を増額補正しております。

県支出金は、子育て支援特別対策事業の増額補正であります。

財産収入につきましては、このたび中央南地区の土地について売買契約に至ったため追加計上した

ものです。

町債の追加は、田布施町スポーツセンタープール改修事業に係る計上であります。

次に、歳出ですが、各費目において異動等による人件費の補正を行っております。

その他、各費目の主な内容でありますが、まず、総務費は、繰越金の計上等により生じた余剰金を、

法令に基づき財政基金積立金として６,７００万円を増額計上しております。

民生費につきましては、法人保育園に係る保育士の処遇改善事業を追加計上しております。これに

つきましては、事業費の全額を県補助金で賄うものであります。また、麻郷福祉会館の外壁改修に向

けた設計監理委託料についても追加計上しております。

土木費の増額は、下水道事業費の増に伴う特別会計繰出金の増額補正等であります。

教育費につきましては、西山・潤田地区の埋蔵文化財発掘調査事業及び田布施町スポーツセンター

プールの改修事業の追加等による増額補正であります。スポーツセンタープール改修事業費につきま

しては８,９３４万２千円を計上しております。

災害復旧費は、農業用施設災害復旧事業の追加計上であります。

以上により、歳入歳出それぞれ２億１１７万１千円を増額補正し、予算総額を５７億３,３４４万

４千円とするものであります。
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議案第３７号から第４０号までは、特別会計に係る補正予算であります。

議案第３７号は、田布施町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）であります。補正内容は、国

民健康保険事業基金積立金として３千万円を計上したほか、前年度療養給付費の返還金等であります。

議案第３８号は、田布施町下水道事業特別会計補正予算（第１号）であります。補正内容は汚水管

補修工事の増額等であります。

議案第３９号は、田布施町介護保険特別会計補正予算（第１号）であります。補正内容は、前年度

精算や介護給付費準備基金への積立金等、所要の補正であります。

議案第４０号は、田布施町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）であります。補正内容は、

後期高齢者医療広域連合のシステム更新に伴うシステム改修委託料の追加等であります。

次に、議案第４１号は、田布施町税条例の一部を改正する条例であります。

主な改正点は、町民税において平成２１年１０月から実施しております個人住民税における年金か

らの特別徴収を、４月、６月、８月の仮徴収税額について前年度の２月の税額となっていたものを、

今回の改正により前年度の年税額の６分の１の額とし、年間の徴収税額の平準化を図るもので、これ

らの改正及びこれに伴う条文整理であります。

次に、議案第４２号は、田布施町国民健康保険税条例の一部を改正する条例であります。これにつ

きましても、税制改正により金融所得課税の一本化等地方税が改正されることに伴い、国民健康保険

税の条文について所要の整理を行うものであります。

次に、議案第４３号は、田布施町営住宅管理条例の一部を改正する条例であります。本議案は、老

朽化した助政住宅３棟の解体工事に伴い、町営住宅の管理戸数の変更を行うため条例の改正を行うも

のであります。

次に、議案第４４号は、田布施町隣保館設置条例の一部を改正する条例であります。本議案は、厚

生労働省通達に規定される隣保館の基本事業に沿った事業規定の見直しを行うもので、題名を田布施

町麻郷福祉会館設置条例と見直すとともに、設置規定、事業に関する規定などの改正について審議会

に諮り、改正するものであります。なお、審議会に関する規定についても近隣市町と同様に条例を一

本化するため、所要の条例改正を行い、隣保館運営等審議会条例は廃止しようとするものであります。

以上、本日提案申し上げました議案１１件について、その概要を説明しましたが、詳細につきまし

ては御質問に応じ、私及び関係参与から説明をいたしますので、よろしく御審議を賜り、議決いただ

きますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

○議長（藤山 巖議員） これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

議案第３４号、質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） 質疑なしと認めます。

次に、議案第３５号、質疑はありませんか。國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 説明の後にちょっと、住民の安心安全にこれからも取り組むと、

こういうふうにおっしゃいました。それで、当初予算説明の折に、重点施策を３点、町長おっしゃっ

ているんです。１点は防災対策、２点は農業振興、３点は麻郷小学校の改築でございます。

そこで、お尋ねをいたしますのは１点目の防災対策で、これについては高潮対策、それから市街地

の雨水対策を挙げていらっしゃるんです。町長のお考えの中で、お考えに沿ったこれが十分なもので

あったかどうかという点をお尋ねします。

それと、農業振興については、この成果はどうであったかというお尋ね。それから少し一般会計の

ほうでお尋ねいたします。

資料でございますが、節別によると、対前年度増減率の中で、職員の時間外手当の増、食糧費の増

が上がっておりますけれども、これは選挙による、大概はこういうときは選挙によるものであるとい
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うことになろうかと思うんですが、じゃ、これが選挙って一体どのぐらいのあれであったのかという

点をお尋ねします。

○議長（藤山 巖議員） どなたか。はい、町長。

○町長（長信 正治君） ３点ほどございます。３点ですね。

今の最初の安全安心に関する対策等で、これで十分かということでありますが、正直言いまして、

これで十分ということはないんですが、それに向けて精進していくということだけはお答えできます。

農業対策につきましては、現状やっている状況の中では順調に現在進んでおる状況であります。こ

れは、農業自体の対策自体が後ろ向きにならないように対応していかないといけないというように思

っておりますし、決して、国県等からの考え方から言いますと、攻めの農業という形で前へ進んでい

くというように思っております。

最後の３点目のちょっとすみません。メモとりながら聞き逃したんですが、もう一度、國永議員さ

ん言っていただければ答えます。

○議長（藤山 巖議員） 西本企画財政課長。

○企画財政課長（西本 重貴君） 時間外勤務手当の増額についてのお尋ねであります。

２４年度は選挙関係がございまして、２３年度に行われたものといたしまして、県議会議員選挙、

これが３３０万４，４７４円、それから農業委員会委員選挙が２万５,１３８円ですか。２３年度に

つきましては、あともう１つ海区漁業調整委員会委員選挙の関係が３８万２,７４４円ございました。

それに対して、２４年度には県知事選挙費で３６２万９,３８５円、それから町議会議員選挙費で

２４８万２７２円、衆議院議員選挙費で４５４万９,４３４円という状況でございまして、主な増減

要因は６３５万４,６１２円増となっておりますけど、その要因となっております。

以上でございます。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 費用のほうはわかりました。ちょっと最初、町長がお答えになっ

た中で、どうも私が思うのと違ったんですけれど、決算年度において町長のお考えに沿った十分なも

のであったかという問いなんです、対策が。農業振興をおっしゃってるんで、この成果というのはど

うだったのかという問いに至ったんです。少しちょっとずれがあったかなというふうに思うんですが。

○議長（藤山 巖議員） 町長。

○町長（長信 正治君） 農業振興のほうの成果は随分と出ておると、予算どおり私は確実にいったも

のとを思っております。

それと、今の決算に係る中身を見てみて、ちゃんとできたかということでありますが、報告したと

おりであります。決算に基づいた状況の中で、予算に基づいて決算をやっておるという状況でありま

すから、極端なずれはございません。ただ、予算執行上、１００％そうじゃったかということになり

ますと、１００％にはいかない部分の予算を残したり、余らしたり、あるいは、補正を組んだりした

りがあったちゅうことは、昨年度の決算で２４年度にはありました。だけど、それはそれに基づいて、

ちゃんと決算の状況は対応してまいったということであります。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） また、個々には、委員会のほうでお願いいたします。

○議長（藤山 巖議員） ほかに、質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） 質疑なしと認めます。

議案第３６号、質疑はありませんか。林山議員。

○議員（５番 林山 健二議員） 体育施設の整備事業、工事委託事業。これの詳細の説明をお願いし

たいと思います。

○議長（藤山 巖議員） これは、岡本社会教育課長。
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○社会教育課長（岡本 憲一君） 整備事業の中の委託費ですか。

○議員（５番 林山 健二議員） 全部。

○社会教育課長（岡本 憲一君） 全部ですか、はい。

スポーツセンターの整備事業につきましては、全体で概算で９,３０４万２,０００円の事業を見込

んでおります。その中で、３７０万円については工事請負費で当初に、はじめ、プールの一部改修を

する予定でしたので、そこを引いた８,９３４万２千円を今回保健体育施設費に計上させていただい

ておりまして、それと別に、修繕費を一部、事業費の中に計上させていただいております。

その内訳ですけども、まず、役務費の手数料ですけども２５万７千円計上しております。これは、

建築確認の申請手数料、それから構造計算の鑑定の手数料、環境検査の手数料というふうになってお

ります。また、設計管理費６５１万円、今後、業者に設計監理をお願いするためのものであります。

また、土質調査１０５万円につきましては、今、鉄骨の建物が建っておるんですが、これを撤去して

新たなものを建てますけども、構造が違いますので、そこの土質調査をしなければいけないというこ

とで、その土質調査は委託料１０５万円をそこに計上しております。あと、工事費として解体、建築、

機械電気等で８,５２２万５千円を予定しておりますが、そのうち先ほど申しましたように３７０万

円分は当初予算に工事費が上がっておりまして、その差し引きを計上して８,１５２万５千円、こち

らに計上しております。 以上です。

○議長（藤山 巖議員） 林山議員。

○議員（５番 林山 健二議員） これ、大体の内容はこの６月の全協のときに説明があった思うんで

すが、この夏、プール使用していないんですよね。

○議長（藤山 巖議員） 岡本課長。

○社会教育課長（岡本 憲一君） プールの使用は中止しております。

○議長（藤山 巖議員） 林山議員。

○議員（５番 林山 健二議員） それで、プールを全然、急に使えんようになったの。そうじゃない

でしょう。もう前の説明からいうと、もうかなり老朽化が激しくて、激しくてと。それで、ことし使

えない。使えんにゃ、そのままほっちゃる。それで今になって予算計上しよる。

大体、こんなものは当初予算でできるって当たり前じゃないですか、こんな金額。補正でやるよう

なものですか。

○議長（藤山 巖議員） 岡本課長。

○社会教育課長（岡本 憲一君） はい、６月の全協のときもお話いたしましたが、当初は３７０万円

の予算をつけていただきまして、それで、鉄骨等のさびどめ、さびを落としたり、一部補修をして、

どうにか今年度はやろうという予定で、当初予算３７０万円をつけていただいたんですが、実際にや

ろうとして、いろいろ技術者と相談した結果、じゃ、３７０万円では十分な効果が得られないしとい

うことで、その工事も中止いたしましたし、それに伴って使用も中止にさせていただきました。

○議長（藤山 巖議員） 林山議員。

○議員（５番 林山 健二議員） 私が言うのは、それは塗装しようと思うたらそれじゃだめよと、じ

ゃけど、はあ塗装じゃだめじゃから、さびも落ちる、何も落ちるでだめじゃから、はあ今年はもう使

わないよというあれでしょう。それが、今年決めて使わんかったんでしょう。

それで、その当初予算のときには、さびどめでペンキで塗ったら済むよと思うちょった。何ぼ何で

もあんた、急激に、その二、三カ月で状況が、さびとかそういうものが変わるわけじゃないでしょう。

だから、今年使えんのなら使えんでもしようがない。ほいじゃけ、私は当初予算なら当初予算に上げ

て、ペンキ塗るんで済むんじゃったら、今年ペンキ塗ればええ。じゃけど、それがだめじゃから、組

んだんでしょう。というのは、はあもう去年ぐらいからわかっとる、十分。半年でそんなにさびが、

もうペンキ塗っただけじゃだめよというような状況かどうかは、半年ぐらいでそんなに変わるもんじ

ゃないですよ。ということは、去年十分わかっとって、今年、ただ、さびどめだけのペンキで
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（ ）しちょいて、ほいでいけんけえ、補正でこれだけの金額組むよと。

私が言うのは、もう今年使えんだったら使えんでしようがないんですよ。ほいで、この資料見たら、

もうこれでこの本会議で議決して通って初めて来年の７月から使えると、そういう予定になっとるわ

けいね。おかしいんじゃないの。もし、何らかでこの議案が通らんかったら、また来年も使えんちゅ

うことでしょう。というのは、議会に考える余地を与えないということなんです。長が思うたとおり

にやってくれんかったら、みんなが使えんよ、そういうことでしょう。

早うからやっておりゃ、今年の当初予算もあろう、６月もあったと。それで、最悪の場合９月まで

になっても、来年の夏に間に合うわけでしょう。どうもその予算の出し方ちゅうのは、議会に考える

余地を与えない予算の出し方だと私は思う。その点どうですか。

○議長（藤山 巖議員） 誰か。尾﨑教育長。

○教育長（尾﨑 龍彦君） 林山議員さんがおっしゃるとおりだという風に思います。やっぱり財政的

なことも考えて、できるだけ古いものを使っていこうということで、おっしゃるように、もう御存じ

と思いますが、もう数年前から上から鉄片が落ちたり、その中で苦労してやってきた中で改修が必要

だな、あるいは、取り壊すかとかいろいろな対応があったのは御存じと思いますが、その中で、どう

しても屋根付のプールを準備してほしいというような、いろんな町内のいろんな御意見もあって、本

当に、煮詰まるっちゃおかしいが、こういうところでお願いするのは大変心苦しいですけど、また、

議員さんの方にそういったお考えをしていただく期間もない状況で上げさせていただいております。

どう言いますか、サボっていたわけじゃなくて、どうにかしてその予算を余り財政に負担がかから

ないようにというのもありまして、また、小学校とのプールの内容もありまして、どうしてもこうい

う形になりました。重々、ご無理な御提案というのはわかっております。そういうのは本当、重々わ

かっておるんですが、ぜひそういったことをお汲みいただけたらなというふうに思います。大変そう

いった面での手順がうまくいっていないということは重々わかっております。大変申しわけなかった

というように思っております。

○議長（藤山 巖議員） 林山議員。

○議員（５番 林山 健二議員） 最短で工事はどのぐらいでできるんですか。

○議長（藤山 巖議員） 岡本課長。

○社会教育課長（岡本 憲一君） 予定では来年１月くらいに工事を発注して、早ければ５月末ぐらい

に完成できればという計画をしております。

○議長（藤山 巖議員） 林山議員。

○議員（５番 林山 健二議員） 早ければ５月末。ということは、一番早いのがこれに書いてあるわ

けじゃ。５月末に一応工事の完了予定でしょう。早ければ、一番最短でやれる、特に何もない最短の

が５月末なんでしょう。おかしいんじゃないん。来年使わそうと思うたら、もっと早うから出てきち

ょかんにゃいけまあがね。最低６月には出てきて、はあわかっちょる。それで、工事ちゅうのは、こ

れ見りゃ、土質調査やら何やらもある。土質調査でやって、悪けりゃまたいろんなところするんじゃ

ろう。そうすると、こういうことがあったけえ、遅れましたと、それで、来年夏使えんちゅうわけで

しょう。

ほいじゃけえ、あんたらぎりぎりをやり過ぎよ。何で余裕を持った予算の見方ができんのんか。ほ

いで、議会に考える余地を与えない。

私が言うのは、早くから予算らとも計上して、十分余裕を持って工事のほうを進めてほしい。そう

でないと結局、ええものもできん。私が言いたいのは、とにかくもう大ごとのように、こういう予算

はこんなに何じゃかんじゃ９,３００万円ぐらいかかる。約１億円かかるわけじゃないですか。そん

なもんが。ほいで、ぎりぎり。来年、間に合うか間に合わんかもわからん。そんな予算の見方ってあ

るの。

○議長（藤山 巖議員） 答弁要ります。
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○議員（５番 林山 健二議員） 一応、答弁してもろうて。

○議長（藤山 巖議員） はい、教育長。

○教育長（尾﨑 龍彦君） 何度も申し上げますと、本当、不信感に、御迷惑をおかけして申しわけあ

りません。また、期日につきまして今おっしゃるように、いろんなまた事案が発生するかもわかりま

せんが、許された中で御理解いただければ、事務局もまた一生懸命取り組んでまいりたいというよう

に思いますんで、このたびのことにつきましては本当に重々反省して、今後こういうことがないよう

に積極的にそういったものについては、これからいろんな古い施設もありますので御相談しながらや

っていきたいというふうに思います。

大変、申しわけないように思っています。

○議長（藤山 巖議員） 林山議員。

○議員（５番 林山 健二議員） それは、ちょいちょい、ちゅうんが、こういうような組み方、何で

余裕を持って組むんこと今からできんのんか。ほいで今からでもええから余裕を持った予算の組み方

をしてください。

麻郷小学校だってぎりぎり。雨の日も何も仕事をしよった。危険ですよ。業者が濡れるんじゃけ、

ええ、そういうもんじゃないでしょう。

ほいじゃけね、工事をやっても何をしても、余裕を持ってやると、こういう予算を取ってほしいと

思います。町長、どうですか。

○議長（藤山 巖議員） 町長。

○町長（長信 正治君） 状況判断をしっかりしてやっていかなきゃいけない事業でありますから、法

定的なもの、あるいは予算に基づいての事業の発注の仕方、これは、もうできるだけ余裕を持ってや

るのが当たり前であります。取りかかったが間に合いませんとかいうようなことがあってはならない

と思っておりますんで、これからは十分そういったものを各所管と十分に協議して、やはり最終的に

は長の立場の町長でありますので、十分注意していきます。

○議員（５番 林山 健二議員） お願いします。

○議長（藤山 巖議員） ほかに、質疑はありませんか。國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 今の関連ですけれど、６月に説明をされたのとどこが違っている

んですか。変わったのは何ですか。

今いろいろ、林山議員が聞かれておっしゃったんだけれども、金額的にはほとんど一緒。３００万

円か４万２千円かくらいですけども、ちょっと変わったところがあるのと、その説明の違い、６月に

出された、いただきましたよね。何か変わった点がございますか、全協で説明されたのと。

○議長（藤山 巖議員） 岡本教育課長。

○社会教育課長（岡本 憲一君） 内容について、大きな考え方の違いはありません。解体をして、建

築工事して、機械と電気をやるということです。ただ、あのときに詳細でお話しなかったのは、確か

建築確認に申請が要るとか、そういった小さいことまでは、あのときは説明をしていなかったと思い

ますけど、工事の基本的な概要そのものは変わっているわけではございません。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 私は総務委員会、出ないので、その詳しい内容というものが、そ

こで総務委員会では資料は出るのかもしれませんけれども、変わったんなら変わったような資料を出

していただくと大変助かるなと。もう総務委員会でいないは、私ども議員はもうここでしかやりとり

ができないんです。

もし、変わったんなら変わったような、また別の資料があるんなら、もう早めにこの場で出してい

ただきたいと思います。

○議長（藤山 巖議員） どうですか、あるんですか。はい、手を挙げて。岡本社会教育課長。

○社会教育課長（岡本 憲一君） ちょっとあの……。
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○議長（藤山 巖議員） 変わったところがあるのかないのかとおっしゃったんです。

○社会教育課長（岡本 憲一君） もちろん今、言いましたように、詳細については確かに変わってい

ます。当然、金額も６月と現在ではより正確に算定し替えておりますので変わっております。ただ、

今言いましたように、その基本的な考え方の部分は変わってはいません。ですから、あのときにはそ

そこまでお話しませんでしたが、建築確認申請が要るとか、構造計算判定が要るとか、そういった土

地の土質調査が要るとか、その辺は、そのときにはそこまで、どちらもよくわかっておりませんでし

たので説明はしておりませんが、この予算をお出しする段階があって、細かいことをしたときにその

辺はわかってきたので、予算計上をしております。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） おっしゃっていることはわかるんですが、全協のほうでは大変細

かい資料を出していらっしゃいますよね。こういうものは出せるかどうかということなんですが、予

算に関して。

○議長（藤山 巖議員） 岡本課長。

○社会教育課長（岡本 憲一君） 総務文教委員会でお渡しする前提では、ちょっと資料はつくりつつ

ありまして、この今時点ですぐと、後であればできますけど、今すぐというのはちょっと。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 今つくっていらっしゃって、総務委員会が数日後になりますんで、

ないとおっしゃるなら仕方がないんですけれども、ただ、仕方がないので済まされないのは、私はこ

こでしか関われないということでございます。議長、この場での質疑でしかできないということです。

そういうことを考えますと、早めの資料というのは、ここに出せるものなら出していただきたいとい

うふうに、議長、思いますんです。出せないと言われるのを、今出せというのも無理だと思いますけ

ど、そういう資料というのは、議会に当然出されていいものだと思います。

○議長（藤山 巖議員） これは、どうなんですか。

○社会教育課長（岡本 憲一君） 出せるかどうかということですか、資料が。

○議長（藤山 巖議員） うん。あのね、全員協議会に資料出すんでしょう、出さないの。資料出し

て、ある程度説明するんですか、せんのんですかいね。

○社会教育課長（岡本 憲一君） ２５日に出せると思います。きょうは無理です。

○議長（藤山 巖議員） いや、その（ ）（発言する者あり）総務委員会だけ。ちょっとその辺、

資料提出はいつになるんですか。岡本課長。

○社会教育課長（岡本 憲一君） 先ほど申しましたように、今考えているのは、総務文教委員会まで

に間に合うように資料を提出するというふうに考えておりまして、その後、全員協議会には出すこと

は可能だと思いますけども、今は準備中ということであります。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員、今の説明どうですか。國永議員、はい、どうぞ。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 議長は、私が言う意味を十分理解していただけると思うんですけ

れども、私は委員会が違うので、総務委員会で出された資料でやると、細かいところまでお尋ねでき

ませんよというので、資料はということをお話申し上げたんです。

それが、もう当日になって、最終日であれば、もう間に合いませんよね。最終日の一番最後の全協

では何の意味も持ちません。そういうので、こういう大きな金額に対しては、きちっと審議をできる

場に間に合うように出していただきたいということなんです。これは、議長が執行部の方にお願いし

ていただきたいんですけれども、で、今回どうなのかということですが、いつなら出してもらえるの

か。でも、出してもらったって、いつ我々が審議できるのかというお話ができるのか。それは、委員

会の協議会なりでお話が聞けるということでしたら、また別物でございますが。

○議長（藤山 巖議員） 町長、わかりましたか、執行部、今の。

それで要は、この後、執行部側の全員協議会がございましょう。それには出せませんか、委員会に
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出せる資料。（発言する者あり）であれば、全ての議員に、おたく、何か説明できるんですか。そう

いうことを今、國永議員のほうから、我々は……、國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 大変大きな事業ですから、特にそういうことを私申し上げたんで

す。

○議長（藤山 巖議員） 岡本課長。

○社会教育課長（岡本 憲一君） 少しお時間をいただければ、本来はカラーでと思っていたのですが、

白黒でよければ、ちょっと時間をいただければ御用意したいと思います。（発言する者あり）。

○議長（藤山 巖議員） いや、それはちょっと。岡本社会教育課長に確認するが、今のことですか、

この後の全協のことですか。岡本課長。

○社会教育課長（岡本 憲一君） 私そのものは出す予定のものを持っておりますので、このコピーを

すぐにとることはできます。ただ、それが２０日の総務文教のときに若干差が出てくるかもわかりま

せんが概略は変わらないと思っております。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員、そういうことでどうですか。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 議長にお任せします。

○議長（藤山 巖議員） はい。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 議長に一任します。

○議長（藤山 巖議員） それじゃ、審議を進めますが、岡本課長、準備をお願いします。それでよ

ろしいですか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） はい。ほかに、質疑はありませんか。國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） １５ページの選挙備品ですけれども、よく選挙備品というのは出

てくるんですけど、今回は何をお買いになる予定なのか。あとそれから、２２ページの小学校費の修

繕料の詳細説明を。それと、次のページの社会教育費の何か臨時雇用賃金ですが、これはさっきの埋

蔵の関係でしょうか。それでよろしいですか。人を雇うということの臨時賃金です。それとも違いま

すか。

○議長（藤山 巖議員） まず、選挙備品選挙費、このあたり。東総務課長。

○総務課長（東 浩二君） １５ページでございます。選挙備品１３万４千円の関係だと思いますが、

これは、これまでいろんな大きな機器を買ってきております。そういうものでございませんで、机と

か、投票箱とか、使えなくなったものの更新ということで、通常の選挙関係の備品だけです。特別に

何かこういった大きなものをたくさんというものではございませんで、あれやこれやということです。

○議長（藤山 巖議員） 國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 今担当の課、いらっしゃらないんです。いいんです。（ ）し

たんでしょう。

○議長（藤山 巖議員） ちょっとその前に、今の資料はこの後の全協のときに提出させてもらって、

担当課長いてもらいますから。そうさせてください、いいですか。

○議員（１２番 國永美惠子議員） はい。ちょっと。

○議長（藤山 巖議員） はい、もう、ちょっと呼んでくれませんか。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 議長、質問を打ち切ります。

○議長（藤山 巖議員） え。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 質問をやめます。

○議長（藤山 巖議員） 何で質問をやめるの。（笑声）あなた今、質問……。

○議員（１２番 國永美惠子議員） もう答え要りません、結構です。

○議長（藤山 巖議員） 課長。どうぞ、國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） ちょっと……。（笑声）
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○議長（藤山 巖議員） 続けてください。

○議員（１２番 國永美惠子議員） あの……（「臨時賃金」と呼ぶ者あり）そうです、そうです。臨

時賃金でございます。多分、埋蔵文化財、これに関する雇用かなというふうに解釈をするんですが、

それについてはどうか。

○議長（藤山 巖議員） ちょっと、もう一度質問をしてください。ちょっとごめんなさい。何ペー

ジ。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 社会教育課の、あ、これは学校ですね。１つは小学校費の学校管

理費の修繕料は何かということでございます。それと、今、社会教育は臨時賃金が上がっているけれ

ども、これは埋蔵文化財の関係かということでございました。

○議長（藤山 巖議員） 小学校、学校教育課長。

○学校教育課長（水田 貴之君） 大変申しわけないですが、ちょっと資料持ってきていないんで、大

まかに言いまして、城南小学校の防火扉が破れまして、１２０万円と、あと、こまごましたのがあり

ます。一応、大きなものはそれです。

○議長（藤山 巖議員） それじゃ、岡本社会教育課長。

○社会教育課長（岡本 憲一君） 臨時賃金の９２３万円のことだと思います。これにつきましては、

当初予算で初め、文化財専門員の給与、給与職員手当共済で組ませていただきましたが、計画的に嘱

託となりましたので、給与職員手当共済のほうを落とさせていただいて、賃金のほうへ組み替えてお

りますので、実質的にはそんな大きな金額の差ではございません。

○議長（藤山 巖議員） いいですか。

それでは、ほかに、質疑はありませんか。林山議員。

○議員（５番 林山 健二議員） 今の、結局、あっちからこっちに組み替えたちゅうんじゃろう。そ

ねえなのは、ちゃんと説明してくれんにゃ。ただ黙っちょって。私らに一切わからんのよ、担当の所

管の委員会でないと。私らは、そういう途中で、こっちをこっちに組み替えたよということは、私ら

には一切わからんのんじゃ。この場で言うてくれんと。委員会で聞くわけにはいかんのんじゃから。

あんたらは、とにかく総務文教委員会に説明しさえすりゃええと。議決するのはみんなが議決する

んよ。だから、私らにも知っとかんにゃいけんの。じゃから、変わったことがあったら、変わったこ

とがあったような説明をここでしちょってくれんにゃ。

○議長（藤山 巖議員） 林山議員。それで質疑は。質問は。

○議員（５番 林山 健二議員） ほいじゃけ、そりゃ変わったところはちゃんと説明してよ。

○議長（藤山 巖議員） 岡本課長、はい、どうぞ。

○社会教育課長（岡本 憲一君） 補正予算書の全部説明ということでは、ちょっと。今言われました

大きく変わったということで、今、國永議員さんお答えしましたように、社会教育費の一番金額の大

きかったのは、今言った当初予算では職員人件費という形で、予算書に組ましていただいたのを結果

的に嘱託職員で対応をということになりましたので、臨時雇賃金のほうへ組み替えさせていただいた

のが大きなものです。

あとは、埋蔵文化財発掘調査関係で、その補正予算書の２２ページから２３ページに載っておりま

すような事業のものを追加補正させていただいたりしているという状況であります。

○議長（藤山 巖議員） 林山議員。

○議員（５番 林山 健二議員） 言うことがようわからんのじゃがね。臨時雇賃金に９００何ぼ出て

きたと、そしたらもともとこっちの賃金、例えば、職員の給料に入れちょったのが何ぼ減ってこっち

に回しましたよとか、そういう説明してくれんにゃわからんちゅうのよ、私が言うのは。

○議長（藤山 巖議員） 東総務課長。

○総務課長（東 浩二君） 委員会の人件費の中で最初に御説明を申し上げようと思っておりました

が、２６ページの一般職員の給料明細費を、各委員会では、このことを皆御説明をするようにしてお
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りました。先ほどおっしゃいましたように、補正前の額ということで、当初予算では１１７人という

一般職の予定でやっておりましたが、県の派遣職員、割愛職員が採用されるということで、１１７で

見ておりましたが、そういう任用行為でなくて、臨時の賃金で雇用するという県の方の調整で、こう

いった職員の取り扱いをしないということになりましたので、実質１１６名ということでこの４月か

ら既にやっておりますので、この９月にはなりましたけども、合計で給与費、共済費合わせまして、

９９０万６千円を減額するという給与上の補正をいたしております。

○議長（藤山 巖議員） よろしいですか。はい……。

○議員（５番 林山 健二議員） 要は、結局私ら……。

○議長（藤山 巖議員） ちょっと、手を挙げて言ってください。林山議員。

○議員（５番 林山 健二議員） 要は、そういうふうな私らにはわからんことじゃから、そういうの

をちゃんと説明してもらわんとわからんよということを言うの。組み替えました、組み替えましたっ

て、どこと組み替えたんか私らに一つもわからん。私らにもわかるように話してください。お願いし

ます。

○議長（藤山 巖議員） はい。企画、執行部の方、よろしくお願いしますよ。國永議員。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 議事進行についてでございますが。

○議長（藤山 巖議員） はい。

○議員（１２番 國永美惠子議員） 今までもいろいろ出ました。私はさっきの学校、小学校の関係も、

その城南小学校のものだけで良としましたが、本来はここでしか質問する場がないんですから、細か

い説明もできるように体制をとっていただきたいとこのように思います。議長、よろしくお願いいた

します。

○議長（藤山 巖議員） 今の意見、ひとつ各担当、議員、課長さん、よろしくそのあたりをご認識

いただいて答弁に備えていただきたいというふうに思います。

この件については、ほかに、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） それでは、なしと認めます。

ちょっとこれ、暫時休憩します。

午後４時４３分休憩

………………………………………………………………………………

午後４時４４分再開

○議長（藤山 巖議員） それでは再開をいたします。

本日の会議時間は議事の都合により延長して午後６時までとします。

それでは、議案第３７号、質疑はありませんか。松田議員。

○議員（３番 松田規久夫議員） 議案の４０号で後期高齢で言えばいいと思ったら補正だったもんで、

３５号に戻って、ちょっと質問はしちゃいけませんか。

○議長（藤山 巖議員） ちょっと、それは。まずい。

○議員（３番 松田規久夫議員） はあ過ぎたんで、まずい。それはわかります。

○議長（藤山 巖議員） 次の全協かでやってください。ちょっと戻るわけにいきません。

○議員（３番 松田規久夫議員） わかりました。

○議長（藤山 巖議員） ３７号について、質疑はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） なしと認めます。

議案第３８号、質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） 質疑なしと認めます。
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議案第３９号、質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） 質疑なしと認めます。

議案第４０号、質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） 質疑なしと認めます。

議案第４１号、質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） 質疑なしと認めます。

議案第４２号、質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） なしと認めます。

議案第４３号、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） 質疑なしと認めます。

議案第４４号、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

ここでお諮りいたします。議案第３５号については、１２人の委員で構成する決算審査特別委員会

を設置し、これに付託して審査をすることにしたいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） 異議なしと認めます。したがって、本件については、議長を除く１２人の

委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託することに決定をいたしました。

ただいま設置されました決算審査特別委員会の委員の選任については、委員会条例第７条第１項の

規定により、お手元に配付しております名簿のとおり、指名したいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） 異議なしと認めます。したがって、決算審査特別委員は、お手元に配付し

ました名簿のとおり、選任することに決定をしました。

それでは、決算審査特別委員会を直ちに開催し、委員長、副委員長の互選をお願いをいたします。

ここで暫時休憩します。

午後４時４８分休憩

………………………………………………………………………………

午後４時５６分再開

○議長（藤山 巖議員） 休憩を取り消し、会議を再開いたします。

先程の休憩中に決算審査特別委員会が開催され、委員長に畠中孝議員、副委員長に木本睦博議員が

専任されましたので、ご報告いたします。

次に、議案第３４号及び議案第３６号から議案４４号まで、の１０件は、会議規則第３９条第１項

の規定により、お手元に配布の議案付託区分表のとおり、所管の常任委員会に付託します。

以上で、本日の日程は全部終了しました。

本日はこれで散会します。

（ベル）

午後 ４時５６分散会
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会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。

議 長 藤 山 巖

署名議員 國 永 美 惠 子

署名議員 瀬 石 公 夫
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平成２５年 第４回（定例）田 布 施 町 議 会 会 議 録（第２日）

平成２５年９月２５日（水曜日）

議事日程（第２号）

平成２５年９月２５日 午前９時００分開会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 議案第３４号

専決処分の承認について(平成２５年度田布施町一般会計補正予算（第３号））

（委員長報告）

日程第３ 議案第３５号

平成２４年度田布施町歳入歳出決算の認定について（委員長報告）

日程第４ 議案第３６号

平成２５年度田布施町一般会計補正予算（第４号）議定について

（委員長報告）

日程第５ 議案第３７号

平成２５年度田布施町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）議定について

（委員長報告）

日程第６ 議案第３８号

平成２５年度田布施町下水道事業特別会計補正予算（第１号）議定について

（委員長報告）

日程第７ 議案第３９号

平成２５年度田布施町介護保険特別会計補正予算（第１号）議定について

（委員長報告）

日程第８ 議案第４０号

平成２５年度田布施町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）議定について

（委員長報告）

日程第９ 議案第４１号

田布施町税条例の一部を改正する条例（委員長報告）

日程第１０ 議案第４２号

田布施町国民健康保険税条例の一部を改正する条例（委員長報告）

日程第１１ 議案第４３号

田布施町営住宅管理条例の一部を改正する条例（委員長報告）

日程第１２ 議案第４４号

田布施町隣保館設置条例の一部を改正する条例（委員長報告）

日程第１３ 議案第４５号

教育委員会委員の任命について

日程第１４ 議案第４６号

田布施町職員の給与の臨時特例に関する条例

日程第１５ 閉会中の継続審査（付託事件）について

日程第１６ 閉会中の継続調査（特定事件）について

日程第１７ 議員派遣について
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本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 議案第３４号

専決処分の承認について(平成２５年度田布施町一般会計補正予算（第３号））

（委員長報告）

日程第３ 議案第３５号

平成２４年度田布施町歳入歳出決算の認定について（委員長報告）

日程第４ 議案第３６号

平成２５年度田布施町一般会計補正予算（第４号）議定について

（委員長報告）

日程第５ 議案第３７号

平成２５年度田布施町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）議定について

（委員長報告）

日程第６ 議案第３８号

平成２５年度田布施町下水道事業特別会計補正予算（第１号）議定について

（委員長報告）

日程第７ 議案第３９号

平成２５年度田布施町介護保険特別会計補正予算（第１号）議定について

（委員長報告）

日程第８ 議案第４０号

平成２５年度田布施町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）議定について

（委員長報告）

日程第９ 議案第４１号

田布施町税条例の一部を改正する条例（委員長報告）

日程第１０ 議案第４２号

田布施町国民健康保険税条例の一部を改正する条例（委員長報告）

日程第１１ 議案第４３号

田布施町営住宅管理条例の一部を改正する条例（委員長報告）

日程第１２ 議案第４４号

田布施町隣保館設置条例の一部を改正する条例（委員長報告）

日程第１３ 議案第４５号

教育委員会委員の任命について

日程第１４ 議案第４６号

田布施町職員の給与の臨時特例に関する条例

日程第１５ 閉会中の継続審査（付託事件）について

日程第１６ 閉会中の継続調査（特定事件）について

日程第１７ 議員派遣について

出席議員（１３名）

１番 清神 清議員 ２番 河内 賀寿議員

３番 松田規久夫議員 ４番 木本 睦博議員
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欠席議員（なし）

欠 員（なし）

説明のため出席した者の職氏名

町 長 長信 正治君 副 町 長 冨田 辰也君

教 育 長 尾﨑 龍彦君 総務課長 東 浩二君

企画財政課長 西本 重貴君 経済課長 落合 祥二君

税務課長 岡本 正君 町民福祉課長 河村 五男君

建設課長 川添 俊樹君 会計室長 大島 克己君

健康保険課長 猪股 勝美君 学校教育課長 水田 貴之君

社会教育課長 岡本 憲一君 収納対策室長 宮尾 秀紀君

建設課技幹 鳥上 清史君 給食センター所長 田中 章君

午前９時００分開会

（ベル）

○議長（藤山 巖議員） これから本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

────────────・────・────────────

日程第１．会議録署名議員の指名

○議長（藤山 巖議員） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、清神清議員、河内賀寿議員を指名します。

────────────・────・────────────

５番 林山 健二議員 ６番 髙川 喜彦議員

７番 畠中 孝議員 ８番 石田 修一議員

９番 西本 篤史議員 １０番 谷村 善彦議員

１１番 瀨石 公夫議員 １２番 國永美惠子議員

１３番 藤山 巖議員

事務局出席職員職氏名

事務局長 中田 正美君 書記 棟安 泰弘君
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日程第２．議案第３４号

日程第３．議案第３５号

日程第４．議案第３６号

日程第５．議案第３７号

日程第６．議案第３８号

日程第７．議案第３９号

日程第８．議案第４０号

日程第９．議案第４１号

日程第１０．議案第４２号

日程第１１．議案第４３号

日程第１２．議案第４４号

○議長（藤山 巖議員） 日程第２、議案第３４号専決処分の承認について（平成２５年度田布施町

一般会計補正予算（第３号））から日程第１２、議案第４４号田布施町隣保館設置条例の一部を改正

する条例まで、１１件を一括議題とします。

まず、委員会の審査の経過及び結果の報告を求めます。畠中総務文教委員長。

○総務文教委員長（畠中 孝議員） 総務文教委員会の報告を申し上げます。

去る９月１１日の本会議において、当委員会に付託されました議案第３４号、議案第３６号及び議

案第４１号の議案３件について、９月２０日に審査を行いましたので、その経過と結果について御報

告申し上げます。

議案３件につきましては、執行部に説明を求め、質疑、採決の結果、お手元に配付の審査報告書の

とおり、議案第３４号につきましては、全会一致で原案のとおり承認すべきものと決定し、議案第

３６号及び議案第４１号につきましては、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定いたしまし

た。

以上をもちまして、本委員会の報告とします。

○議長（藤山 巖議員） 次に、畠中決算審査特別委員長。

○決算審査特別委員長（畠中 孝議員） 決算審査特別委員会の報告を申し上げます。

去る９月１１日の本会議において、当委員会に付託されました議案第３５号について、９月１３日

に審査を行いましたので、その経過と結果について御報告申し上げます。

議案について執行部に説明を求め、質疑、採決の結果、お手元に配付の審査報告書のとおり、賛成

多数で原案のとおり認定すべきものと決定いたしました。

以上をもちまして、本委員会の報告とします。

○議長（藤山 巖議員） 次に、木本経済厚生委員長。

○経済厚生委員長（木本 睦博議員） 経済厚生委員会の報告を申し上げます。

去る９月１１日の本会議において、当委員会に付託されました議案第３７号、議案第３８号、議案

第３９号、議案第４０号、議案第４２号、議案第４３号及び議案第４４号の議案７件について、９月

１８日に審査を行いましたので、その経過と結果について御報告申し上げます。

議案７件につきましては、執行部に説明を求め、質疑、採決の結果、お手元に配付の審査報告書の

とおり、全て全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。

以上をもちまして、本委員会の報告とします。

○議長（藤山 巖議員） これから各委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

これから討論を行います。議案第３４号から議案第４４号まで討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（藤山 巖議員） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、議案第３４号専決処分の承認について（平成２５年度田布施町一般会計補正予算（第

３号））について採決します。議案第３４号に対する委員長の報告は承認です。委員長の報告のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（藤山 巖議員） 起立全員です。したがって、議案第３４号は委員長の報告のとおり承認さ

れました。

次に、議案第３５号平成２４年度田布施町歳入歳出決算の認定についてを採決します。議案第

３５号に対する委員長の報告は認定です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願い

ます。

〔賛成者起立〕

○議長（藤山 巖議員） 起立多数です。したがって、議案第３５号は委員長の報告のとおり認定さ

れました。

次に、議案第３６号平成２５年度田布施町一般会計補正予算（第４号）議定についてを採決します。

本件に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願いま

す。

〔賛成者起立〕

○議長（藤山 巖議員） 起立全員です。したがって、議案第３６号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。

次に、議案第３７号平成２５年度田布施町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）議定について

から、議案第４０号平成２５年度田布施町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）議定について

まで４件を一括して採決します。本件に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定

することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（藤山 巖議員） 起立全員です。したがって、議案第３７号から議案第４０号まで４件は、

委員長の報告のとおり可決されました。

次に、議案第４１号田布施町税条例の一部を改正する条例から、議案第４４号田布施町隣保館設置

条例の一部を改正する条例まで４件を一括して採決します。本件に対する委員長の報告は可決です。

委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（藤山 巖議員） 起立全員です。したがって、議案第４１号から議案第４４号までの４件は、

委員長の報告のとおり可決されました。

────────────・────・────────────

日程第１３．議案第４５号

日程第１４．議案第４６号

○議長（藤山 巖議員） 日程第１３、議案第４５号教育委員会委員の任命について及び日程第１４、

議案第４６号田布施町職員の給与の臨時特例に関する条例の２件を一括議題とします。

議案の朗読は省略します。

提案理由の説明を求めます。長信町長。

○町長（長信 正治君） それでは、本日上程いたしました、議案第４５号の人事案件１議案と議案第

４６号の条例制定の１議案について、概要を御説明申し上げます。

議案４５号は、教育委員会委員の任命についてであります。本案は、櫻井濟美氏の任期が、本年

１０月１９日をもって満了することに伴いまして、引き続き同氏を任命いたしたく、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定に基づき、議会の同意をお願いするものであります。
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同氏は、昭和４５年４月から平成１９年３月までの３７年間にわたり、小学校教諭、教育指導主事、

教育事務所長等を歴任され、平成１５年度からは柳井市立柳井小学校長として活躍され、教育に精通

されております。また、平成１９年１０月から行政相談員、平成２１年４月から麻郷福祉会館館長と

して活躍されております。

教育委員会委員としては、平成２１年１０月から務められ、現在、委員長職務代理として活躍され

てきました。人格及び識見に優れ、本町教育委員会委員として適任と考え、提案するものでございま

す。

次に、議案４６号は、田布施町職員の給与の臨時特例に関する条例についてであります。

本案は、国家公務員の給与削減措置を踏まえ、県内市町の動向、特に一部事務組合を構成する平生

町との歩調を合わせるため、本年１０月１日より来年３月末までの臨時特例措置として、一般職員の

給与月額を平均４.５パーセント削減するものであります。

なお、この措置に伴う影響額は、現業職も含めまして、全体で給与関係が１,１１２万４,４５５円、

共済費を含めた合計では１,３５３万７,４６６円となり、１２月補正で予算対応をさせていただきま

す。

以上、本日提案申し上げました議案２件について、その概要を説明いたしましたが、詳細につきま

しては、御質問に応じ、私及び関係参与から説明をいたしますので、よろしく審議を賜り、人事案件

の同意及び議決をいただきますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

○議長（藤山 巖議員） これで、提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。議案第４５号、質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） 質疑なしと認めます。議案第４６号、質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。

お諮りします。ただいま議題となっています議案第４５号及び議案第４６号は、会議規則第３９条

第３項の規定により委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） 異議なしと認めます。したがって、議案第４５号及び議案第４６号は委員

会付託を省略することに決定しました。

これから討論を行います。議案第４５号及び議案第４６号、討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

これから、議案第４５号教育委員会委員の任命についてを採決します。本件はこれに同意すること

に賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（藤山 巖議員） 起立全員です。したがって、議案第４５号は同意することに決定しました。

次に、議案第４６号田布施町職員の給与の臨時特例に関する条例を採決します。本件は原案のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（藤山 巖議員） 起立全員です。したがって、議案第４６号は原案のとおり可決されました。

────────────・────・────────────

日程第１５．閉会中の継続審査（付託事件）について

○議長（藤山 巖議員） 次に、日程第１５、閉会中の継続審査（付託事件）についてを議題としま

す。総務文教委員長及び経済厚生委員長より、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付しまし

た申出書のとおり、閉会中の継続審査の申し出が出ております。
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お諮りします。各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） 異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の

継続審査とすることに決定しました。

────────────・────・────────────

日程第１６．閉会中の継続調査（特定事件）について

○議長（藤山 巖議員） 次に、日程第１６、閉会中の継続調査（特定事件）についてを議題としま

す。総務文教委員長及び経済厚生委員長より、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付しまし

た申し出のとおり、特定事件の調査事項について閉会中の継続調査の申し出があります。

お諮りします。各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査をすることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） 異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の

継続調査とすることに決定しました。

────────────・────・────────────

日程第１７．議員派遣について

○議長（藤山 巖議員） 日程第１７、議員派遣についてを議題とします。

お諮りします。会議規則第１２１条の規定により、お手元に配付しました議員派遣についてのとお

り、議員を派遣したいと思います。これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） 異議なしと認めます。よって、ただいまのとおり議員派遣をすることに決

定しました。

お諮りします。ただいま議員派遣は決定されましたが、後日日程等の変更がある場合は、変更の決

定について議長に一任されたいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（藤山 巖議員） 異議なしと認めます。よって、日程等の変更の決定は議長に一任されまし

た。

────────────・────・────────────

○議長（藤山 巖議員） これで本日の日程は、全部終了しました。

以上で、会議を閉じます。

平成２５年第４回田布施町議会定例会を閉会します。

（ベル）

午前９時１８分閉会

──────────────────────────────
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